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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　昏こん睡すいと看病と退たい屈くつ







「うにゅ～……なんか、ヒマだなぁ」

　そうつぶやいたのは、小こ柄がらながらも胸が大きく発育した少女である。

「…………」

　それに応こたえるのは黒尽ずくめの少女。こちらは一言もしゃべらない。だが、それでも相手の少女には、なにを言いたいのかが伝わっていた。

「そだね～、モニ姉ぇ、全然起きないしさ……いつまでこんなこと続くんだろう」

　けだるげにつぶやく少女の名はヴィオ。相方の無口な少女の名はシラー。二人とも、シュンの妹であり、現在はジュヴレーヌ王国のとある屋や敷しきに居い候そうろう中の身である。

　その二人の目の前には、大きなベッドが設置されている。ベッドの上では、二人の姉、モニカが深い眠ねむりについていた。

「モニ姉ぇ、早く起きてよ。このままじゃ、モニ姉ぇがババアになっちゃうよぉ」

「…………」

「え？　まだそんなに時間は経たっていない？　バッカ、お前。このまま寝ねたままだったら、モニ姉ぇなんて数年で二十歳越こえるじゃん？　二十越えたらババアじゃん？」

「…………」

「え？　二十はまだ若い？　いやいや、あたしらからしたらただのババアさぁ」

「…………」

「え？　あぁ……そういえば、シャル姉ぇは今年二〇だったっけ……やばっ、今のなし！　シャル姉ぇに知られたらあたしら殺されちゃう!!」

「…………」

「あーぁ……でも、やっぱ退屈……シュン兄ぃの海外旅行について行った方がよかったかなぁ」

「…………」

「え？　旅行じゃなくて仕事？　あのシュン兄ぃのことだから、どーせ遊んでるに決まってるさぁ」

「…………」

「ん、そだね、シラー……あたしらは、やっぱモニ姉ぇといよう」

　三人の姉妹の時間は、穏おだやかに流れていた……







　　　第一章　太古の秘宝と神話と魂たましい







　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸の中央部には、エシュヌ教国という宗教国家が存在する。

　現在その国では大規模な内乱が発生していた。

　現政権である教皇派と、それに反発する新教徒たちとの間で発生した争いである。

　西方進出をめざすジュヴレーヌ王国は、この内乱に介かい入にゆうしようとしていた。その手始めに、先せん遣けん隊たいとしてシュンたちを教国へと送り込んだ。







「ルウウウウウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　絶ぜつ叫きようが、震しん動どうとなって周囲に広がっていく。それはあたかも、大気そのものが鳴動しているかのような錯さつ覚かくをシュンにおぼえさせた。

「これ、いったいどうなっているの？」

「これがルケ姉さんの〈神覇融合インモルテル〉──ルケ姉さんの〈魔ス元ク素レ〉が、異常なほどに高まっています」

　シュンたちの眼の前に立つのは、姉であるルケだ。鍛きたえ上げられた肉体を持つ長身の少女。その全身には、重厚な輝かがやきとともに脈動する鎧よろいが装着されていた。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　ルケの絶叫が響ひびく。その叫さけびに応えるかのように、地面そのものが震動していた。まさに地じ震しんだ。激しく揺ゆれ動く地面に足を取られ、シュンたちは立っていることができずに、その場に座り込んでいた。

「まずいですよ、兄さん」

　つぶやく傍かたわらのソフィーは、いつになく焦あせったような表情を浮うかべていた。

「ルケ姉さんは、私と兄さんの二人がかりで戦ってようやく互ご角かくだった人です。そんな姉さんがさらに〈神覇融合インモルテル〉で強化されたとなると……」

　シュンも、そのことには気づいていた。そもそも、ルケはただ叫んでいるだけなのに、それで地震が起こるなんて異常すぎる。ルケの力は、シュンの想像を超こえるレベルにまでふくれあがっていた。

　と、そこでルケが右手を高々と掲かかげた。夜よ闇やみに包まれた山の中、ルケの手を包む防具が鈍にぶく発光しているのがはっきり見える。

　そして次の瞬しゆん間かん──視界が光で埋うめ尽つくされた。

　一瞬遅おくれで突とつ風ぷう。体が地面から持ち上がるほどの強風と、衝しよう撃げき。熱のこもった空気が塊かたまりとなってシュンたちの体に叩たたきつけられた。

「な、なにごと!?」

「姉さんの、光撃ビームです！」

　ルケの右手から、光の奔ほん流りゆうが放たれたのだった。その一いち撃げきは地面をえぐりながら山やま肌はだを駆かけ抜ぬけ、ふもとの街に命中。大爆ばく発はつを起こし、街の一角が炎ほのおに飲み込まれてしまった。

「なんて怪かい物ぶつなのよ、あの子は……」

　あまりの光景に、近くにいたミュスカも絶句していた。

「姉さん……落ちついてよ、ルー姉さん！　もうボクたちが戦う意味なんてないでしょ！」

　そう叫びながらシュンは立ち上がった──地震が多少弱まったため、立てるようになったのだ。ルケの放った光撃ビームのせいで周囲に焦こげ臭くさいにおいがたちこめていたが、シュンは気にせず姉へと足を進めた。

「姉さん、もう落ちついてよ。姉さんがいったいなにをしたいのか、ボクにはわからないけれど、ボクは姉さんともう戦いたくはないんだよ！　だから話し合って……」

「うるせぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　ルケの絶叫。気づいたときには、シュンの眼の前にルケの長身があった。一瞬で間合いをつめられてしまった。速い。

　ルケの手が、シュンの体に伸のばされる。シュンはとっさに後ろに跳とんで攻こう撃げきを回かい避ひした。だが、ルケの指先が、シュンの服をかすめてしまった。

　その瞬間、シュンの体はもんどりをうって地面に叩きつけられた。胸の中の空気が押し出され、腹部に鈍どん痛つうが広がっていく……かすめただけだというのに、とんでもない威い力りよくだった。ルケの圧あつ倒とう的てきな怪かい力りきは健在だ。

「アタシにはな、お前らの相手をしているヒマはねぇんだよ。はやく姉あね者じやを助けなきゃいけねぇんだよ！」

　叫ぶルケ。どうやらルケは、リースのために動いているようだ。しかし、それでどうしてルケが暴れているのかが、シュンにはわからなかった。

「そのジャマをするなら──誰だれだろうと容よう赦しやしねぇぞっ！」

　ルケが拳こぶしを振ふり上げ、シュンへと躍おどりかかってきた。シュンは、地面に叩きつけられたまま、ルケの動きを見つめる。腹部がズキリと痛み、とっさに下半身に力が入らない。起き上がるのが遅れた。そしてその瞬間にはルケの拳がシュンの眼の前に迫せまっていた。よけられない！

「兄さんっ！」

　と、ソフィーが横手からルケに飛びかかった。全身全ぜん霊れいをこめた体当たり。ソフィーの脚あしの速さをもってすれば、単純な体当たりでも爆発的な破は壊かい力を発揮することができる。

　だが、弾はじかれたのはソフィーの方だった。ルケは二本の足で立ったまま微び動どうだにしていない。なんという防ぼう御ぎよ力！

　しかし、わずかにルケの気がそれた。そのチャンスを、シュンは逃のがさない。

　シュンは眼の前にせまるルケの拳を、弾いた。いや、弾こうとした。だが、やはり弾かれたのはシュンの手の方だった。ルケの腕うではビクともしない。まるで鋼鉄の塊でも殴なぐったかのような、そんな重い手応え。

　シュンは首をひねってギリギリでルケの拳をかわした。そのまま全身をひねり、地面を転がってルケから距きよ離りをとって立ち上がる。

　ルケとの攻こう防ぼうは一瞬のできごとだった。だが、ほんのわずかな時間で、シュンは姉との間にある絶望的な実力差を感じ取っていた。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まだ、なんとか動けるよ……けど、このまま戦うのはムリだ」

　小声で答えるシュン。ソフィーも、汗あせと土で汚よごれた顔をわずかに歪ゆがめていた。

「残念ですが、私もそう思います。ここまでの戦いで体力も、〈魔弾テイリユル〉も使い果たしてしまいました。この上、パワーアップしたルケ姉さんの相手をするのは、全ぜん裸らで魔ま獣じゆうの巣に飛び込むようなものです」

　つまり、絶体絶命、八はつ方ぽう塞ふさがりの窮きゆう地ちというわけだ。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》、もう一度、いける？」

【　〈魔ス元ク素レ〉残量ゼロ。　】

【　再チャージ完かん了りようまで、残り七千三百秒。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》の再起動は不可能です。　】

　脳のう裏りに響く《凱旋門兜ドウリオンフ》の声。どうやら使えないようだ。当然だ。ルケから一度ダウンを奪うばった段階で、シュンとソフィーは全力を使い果たしてしまったのだ。ここでさらにムリをして戦うことは自殺行こう為いでしかない。

　そんな風に立ちつくすシュンとソフィーを、ルケは剣けん吞のんな眼まな差ざしで一いち瞥べつしてきた。

「……死にたくなけりゃアタシのジャマをするんじゃねぇ。アタシにゃ、やらなきゃいけねぇことがあるんだよ！」

　ルケはそう叫ぶと、シュンたちに背中を見せた。そのまま暗い山の中を、聖地のある方向へと進んでいく──どうやら、見逃してくれるようだ。

　しかし、このままルケを聖地に行かせるわけにはいかない。ルケがこれ以上暴れれば、それこそエシュヌという国がムチャクチャになってしまう。

「まってよ、姉さ……」

「ジャマを、するんじゃねぇ!!」

　叫び、振りかえったルケが、握にぎり締しめた拳を地面に叩きつけた。

　衝撃と爆発、同時に震動──地面が、文字通り粉ふん砕さいされた。またも地震が発生したかのような震動が周囲を襲おそい、山の表面を覆おおう木々が倒たおれ、地割れが無数に走っていく。ルケの体が、土つち煙けむりの向こうに隠かくれて完全に見えなくなってしまった。

「ルー姉さん！」

　シュンは思わず姉の名を呼んだが、その声は震動と爆ばく音おんによって搔かき消された。

「兄さん、危険です、離はなれてください！」

　ソフィーがシュンの肩かたを摑つかむ。文字通り、ルケの放った一撃のせいでシュンたちの足場である地面にまで亀き裂れつが走り、地割れの奥へと崩ほう落らくしていた。このままここに立ちつくしていては、崩落に巻き込まれてしまう。

「けど、姉さんを止めないと……」

「止めるにしても、この道はもう使えません！　迂う回かいしなくてはムリです」

　ルケが暴れたおかげで山は砕くだけ、地形が変へん貌ぼうしていた。まともな道はもう残っていない。

「まったく、世話が焼けるわね」

　と、つぶやきながら土煙の奥から現れた人ひと影かげはミュスカだ。ミュスカはいつも通りの不健康そうな顔を少し歪め、押し問答をしていたシュンとソフィーの肩を摑んだ。

「とりあえず、下がるわよ。二人とも、自分で動ける？　ムリならわたしが運ぶわ」

　言うがはやいか、ミュスカはひょいと、左右の肩にシュンとソフィーを担かつぎ上げてしまった。

「じゃ、撤てつ収しゆうするわね」

　二人の人間を担ぎ上げたまま、ミュスカは山の中を高速で駆けだした──別に驚おどろくべきことではない。騎き士しの腕わん力りよくならば、人間の二、三人などそれこそ軽いものだ。だが、今はルケの引き起こした地震の余波のせいで地面が震動を続けている状態だ。おまけに周囲は『魔導灯フアール』もない夜の山の中。足場も視界も最悪だというのに、ミュスカは二人のお荷物を担いだまま危なげなく走っていく。普ふ段だん頼たよりなく見えて実はすごい人なんだなぁ、とけっこう失礼なことをシュンは内心で思った。

「ミュスカ先生、どこへ行く気ですか！」

「しゃべると舌を嚙かむわよ」

　ミュスカは軽くそんなことを答えながらも、足は止めずに走っていく。

「聖地に戻もどりたいけど、わたしも〈魔弾テイリユル〉がもうないのよ。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉はこれ以上使えないわ。どこかで〈魔弾テイリユル〉を補給しないと」

〈魔ス元ク素レ〉を結けつ晶しよう化させた〈魔弾テイリユル〉は、騎士の力の源みなもとである。戦せん闘とう中はそれこそ湯水のように〈魔弾テイリユル〉を消費するため、こまめな補給がなくては騎士は長時間戦えないのだ。

「えっと……そ、そうだ。山のふもとに新教徒が駐ちゆう屯とんしているんです。あそこなら〈魔弾テイリユル〉はいくらでもあるはずです！」

「敵てきのど真ん中に自分からいくなんて、兄さん正気ですか？」

「違ちがうよ、新教徒は敵じゃない。それにあそこにはリース姉さんもいるんだから、事情を話せば〈魔弾テイリユル〉くらいわけてくれるよ！」

「リース姉さんですか……そんなにうまくいきますかね？」

「大丈夫、ボクに任せておいてよ」

「……よくわからないけど、信じていいのね、シュナブラン君？」

　ミュスカは走りながらシュンの言葉の真しん偽ぎを確かめてきた。シュンは、力強くうなずいた。

「大丈夫です、ボクを信じてください。リース姉さんならきっと事情を話せばわかってくれます」







『敵てき襲しゆうぅぅぅぅぅぅぅぅぅっっ!!　不ふ審しん者発見!!』

　けたたましい警報の音が野や営えい地に鳴なり響ひびくと同時に、強きよう烈れつなサーチライトが周囲を照らし出す──新教徒軍の野営地が大おお騒さわぎになる中を、シュンとソフィー、ミュスカの三人は大あわてで走っていた。

「シュナブラン君。なにか言いたいことは？」

「えっと……リース姉さんが留守だったみたいです」

「敵の陣じん地ちに正面から乗り込んだら思いっきり反はん撃げきされて、これじゃわたしたちはただのバカじゃない！」

　ミュスカが走りながら嘆なげく。ある程度体力が回復したシュンとソフィーは自分の足で走っている。背後からは、無数の新教徒たちの追っ手がきていた。

　端たん的てきに言えば、リースがいなかったために補給に来たシュンの目もく論ろ見みが完全に外れてしまったわけである。

　シュンたちはジュヴレーヌの騎士で、新教徒たちからすれば他国の軍隊だ。おまけにシュンの存在は新教徒たちにはあまり知られていなかったようで、結果、完全に敵扱あつかいである。

「それで兄さん、どうする気ですか？」

　走りながらソフィーが尋たずねる。

「〈魔弾テイリユル〉なしでは、逃にげるにしても反撃するにしても苦しい状じよう況きようですが」

「大丈夫、ボクに考えがあるから任せて」

「その言葉にわたしは何度騙だまされたか！」

　走りながら器用に嘆くミュスカ──そう言われると、シュンは反論のしようがない。騎士学園でミュスカにどれだけ迷めい惑わくをかけたか、思い返すだけでも恐おそろしい。

「昼間ボクはこの陣地の中にいたから、天幕の配置は覚えているよ──この先に武器の保管場所があるから、そこでちょっと〈魔弾テイリユル〉をもらってから逃げよう」

「やっていることが完全にこそ泥どろなんですが……」

「それは、あれだよ……リース姉さんからちょっと借りるだけだよ。後で事情を説明すれば姉さんも納得してくれるよ」

「ですかね……他に選せん択たく肢しもありませんし、やむをえませんね」

　ソフィーやミュスカは不本意そうではあったが、現状シュン以上の名案は思いうかばないらしく、しぶしぶうなずいている。

　結局──三人は武器庫で〈魔弾テイリユル〉を奪だつ取しゆ後、野営地から飛び出し、聖地へ戻る道を超ちよう高速で突つき進んでいくことになった。




　聖地ヴィヴァン──エシュヌ教国の首都であり、コロネティア世せ遺い教きようという宗教においてもっとも重要な土地とされる場所。

　聖地の中心部にそびえる宗教建築物、ラ・ロマネティ大聖堂。現在、内乱の渦か中ちゆうにある人物はそこに存在していた。

　すなわち、シュンたちの姉、リースである。

　いかなる手段をもってしたのか、リースは誰にも気づかれることなく単身この聖地に向かい、大聖堂へと侵しん入にゆうしていたのである。

　そして大聖堂の内部で、エシュヌ教国の指導者、教皇カルミナ二世と対たい峙じしていた。

　だが──

「アンジュ卿きよう、我々は、どうすればよろしいのですか!?」

「わかっています、わかっていますが、しかし……」

　大聖堂の中心部には、片手に輝かがやく長ちよう杖じようを持ったリースが立っている。それを遠巻きに見守るのは、アンジュとジュヴレーヌ王国からやってきた使節団のメンバーだ。

　そしてリースの前では、教皇がヒザをついてうずくまっている。

「嗚あ呼あ、教皇猊げい下か、これでおわかりですか。あなたでは、聖なるワタクシには敵かなわないのです。すなわち、教皇の座は聖なるワタクシにこそふさわしいのです」

「だまりなさい、魔ま女じよめ」

　荒あらく呼吸しながら教皇は手にした槍やりを杖つえ代わりにして立ち上がった。普ふ段だんは穏おだやかな彼女の顔も、今は勇ましく引き締まった表情を浮うかべていた。

「わらわはコロネティアの教皇として、絶対に退ひくことはできないのです！」

　叫さけび、教皇は手の槍を躊ちゆう躇ちよなく目前のリースめがけてつきだした。リースは、よけようとすらしなかった。鈍にぶく輝く刃はが、リースの胴どう体たいをあっさりと貫かん通つうした。

「嗚呼、教皇猊下。あなたは本当にかわいそうな人です。まだわからないのですか？　あなたではワタクシに敵わないのですよ。なぜならば、ワタクシは聖女ですから」

　胴体に穴が開いているというのに、リースは平然としている。その表情はあくまで穏やかで、だからこそ、その状況は異常だった。おまけに槍の刺ささった傷口からは、血の一いつ滴てきすらこぼれていない。

「魔女──いえ、バケモノめ」

　吐はき捨すてるようにつぶやく教皇。リースは、しずかに頭を振ふった。

「いいえ、ワタクシはバケモノではありません。聖女です」

「あなたは少なくとも、人間ではない。それはあきらかです！　これをバケモノといわずして、なんというのですか！」

「悲しいことです。人の世は、なぜこうも憎にくしみと悲しみに充みち満ちているのでしょう」

　リースがまぶたを閉じた。長いまつ毛がゆれる。次の瞬しゆん間かん、教皇の体が弾はじき飛ばされ、床ゆかに転がった。リースはなにもしていない。それはまるで、見えない腕うでに殴なぐり飛ばされたかのようだった。

　リースは自分の体に刺さったままの槍の柄えを摑むと、無造作に引き抜ぬいた。

「ワタクシは殺されても死にません。なぜならば、これこそが聖なる奇き跡せき。ワタクシが神にふさわしき存在であるという聖なる証左にほかならないのです！」

「そんな戯ざれ言ごと、通じると思っているのですか！」

「残念ですね、教皇猊下。あなたとはわかりあえないようです」

　リースがゆっくりと、教皇に向かって足を進めていく。その表情は、あいかわらず穏やかに微笑ほほえんだままだ。アンジュはそんなリースの様子を見て、クッと息を漏もらし、覚かく悟ごを決めたように飛び出した。

「お待ちなさい、リース卿！」

　教皇の前に飛び出すアンジュ。その手には、腰こしから抜いた騎士剣けんがにぎられていた。

「これ以上の暴挙は、見過ごせません。教皇猊下は、我々ジュヴレーヌ王国が保護します！　まだ戦うというならば、我々が相手です！」

　堂々と叫ぶアンジュ。それに少し遅おくれ、使節団の面々がアンジュと共に教皇を護まもるような位置に展開しつつ、リースを包囲した。

　アンジュはまっすぐリースを睨にらむが、リースはあらあらと、穏やかに微笑みながら小首をかしげている。まるで、聞き分けのない子供を見つけたような様子だった。

「ワタクシはジュヴレーヌと事を構えるつもりはないのですが」

「ならば、今は矛ほこをおさめてください。教皇側との対談の席を、我々が用意します。要求すべきことがあるならば、その席で改めて交こう渉しようしてください！　ともかく、これ以上の戦せん闘とう行こう為いをわたしは認めません」

「騎士とは、本当に愚おろかとしか言いようがありませんね」

　リースが平然とアンジュに近づいてくる。アンジュは騎士剣を構えているのに、それを全く恐れた様子がない。

　いや──アンジュは、自覚した。恐れているのはむしろ自分の方だ。気づけばアンジュの額にはびっしりと、汗あせが浮かび上がっている。アンジュとて、実戦の経験は何度もあるし、自分では敵わないような強敵と対峙したことだってある。けれど今回は格別だ。眼の前のリースは、強さがどうこうというより、なにより得体がしれない！

「そのような凶きよう器きを構え、他人を力ずくでねじふせ、従わせて、それで世界は本当に平和になるのだと、本気で信じているのですか？」

「あなただって、やっていることは同じでしょう！」

「聖なるワタクシの使命を、暴力と同列にされては困ります」

　リースは、ついにアンジュの眼の前まできた。互たがいに手を伸のばせば届くくらいの近きん距きよ離り、完全にアンジュの間合い。アンジュがその気になればいつでも相手の首を斬きり落とせる必殺の間合い。

　だが、額に汗を浮かべるアンジュは、剣を構えたまま硬こう直ちよくしていた。躊躇がある。このまま自分は武器をふるっていいのかという、迷いが。仮にリースをこの場で斬り殺しても、事態はなにも変わらない。そもそも、リースは首を斬り落とされても死なないのだ！　アンジュにいったいなにができるというのだ！

　静かに、リースがアンジュの剣の先をつかんだ。アンジュは硬直のあまり、反応が遅れた。リースはそのまま剣の先を、豊かにふくらむ自分の胸へと導いた。

「人を殺していいのは、殺される覚悟があるものだけです。あなたにその覚悟があるのならば、ワタクシを殺しなさい」

「覚悟なら、あります！」

　アンジュは、思わず叫んでいた。そうだ。アンジュだって、いつまでも学生気分の騎士見習いではない。命のやり取りの経験だってあるし、自分がいつ死ぬかもわからない立場であることも自覚している。

「いいえ、あなたにはありません、聖なる覚悟が、あなたたち騎士にはないのです！」

　リースの声が朗々と響く。

「眼の前に凶器を持った敵が現れたとき、あなたはどうしますか？　反撃しますか？　身を護りますか？　あるいは逃げますか？　説得しますか？　──そんな選択肢は、全て甘えです。ワタクシは、なにもしません。相手が狂きよう気きと殺意をもってやってきたならば、ワタクシは甘んじてそれを受け入れます。なぜならば、ワタクシは聖女ですから」

　リースが、自ら一歩前に出た。アンジュの剣が、自然リースの胸に刺さる。アンジュはなにもできないまま、ただ立ちつくして眼を見開くだけだった。

「ワタクシには聖なる使命があります。全ての人々に救済を与あたえるという使命が。その使命のためならば、ワタクシは命さえ惜おしくありません。それが聖女たるワタクシの聖なる覚悟」

　アンジュの剣は、完全にリースの心臓を貫つらぬいていた。それでもリースは平然としている。アンジュは、もはやわけがわからず、悲鳴と共に剣から手を離はなし、その場に尻しりもちをついてしまった。カラン、同時にリースの胸からアンジュの騎士剣が落ちた。リースの胸には、もはや傷きず跡あと一つ残っていなかった。

「アンジュ卿！」

　ジュヴレーヌの騎士たちが、一いつ斉せいにリースに立ち向かっていく。リースを倒たおすことはできなくとも、拘こう束そくすることはできるはずだ。皆みんなそう考えていた。だが──

『ルウウウウウウウアアアアアアアアアアアア!!』

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きようとともに、大聖堂の壁かべが粉々になった。巻き起こる爆ばく風ふうが、壁の破片をまきちらし、衝しよう撃げき波はが聖堂内にいた人間を吹き飛ばしていく。

　ただ一人、リースだけはその爆風の中を平然と立ったまま、破は壊かいされた壁の方向を見た。

「ルー。来てくれましたか、待っていましたよ」

「あぁ、姉者。待たせたな」

　現れたのはリースの妹、ルケだった。重厚な鎧よろいを身につけた長身の少女は、壁を粉ふん砕さいして聖堂内へと乗り込んできたのだった。

「ではルー。あなたに頼たのみたいことがあります。これは、あなたにしかできない、聖なる使命なのです。やっていただけますか？」

「あぁ、任せろ、姉者。姉者の頼みなら、なんだってやってやるさ」

「さすが我が聖なる妹です──では、地下へ行きましょう」

「ま、待ちなさい──」

　衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされたアンジュは、幸い無事だった。もちろん無傷とはいかず、全身に細かな傷が刻まれていたが、大きなケガはない。

　アンジュは、自分を恥はじていた。一いつ瞬しゆんとはいえ、リースの異様さに吞のみ込まれてしまった自分の未熟さが、恥ずかしかった。だからその汚お点てんをぬぐいさろうと、再度剣を構えて立ち上がった。しかし──

「ルウウウウウウウウウ!!」

　ルケが雄お叫たけびと共に、甲かつ冑ちゆうに包まれた拳こぶしを床に叩たたきつけた。次の瞬間、床が粉々に砕くだけ、爆ばく砕さいされた。衝撃波が聖堂内をかけめぐり、なにもかも吞み込み、破壊していく。アンジュは再度後方へと弾き飛ばされた。

「アンジュ卿、ご無事ですか！」

　と、弾かれたアンジュを受け止めてくれたのは、ジュヴレーヌの騎士だった。

「アンジュ卿、いったいなんなのですか、あの女は！」

　相手はアンジュよりだいぶ年上の男性騎士だった。なのにその顔は恐きよう怖ふと困こん惑わくに吞み込まれ、半分泣いているかのようだった。

「いったいあんな女を相手に、我々はどう戦えばいいのですか！」

　幸いというか──眼の前の騎士の狼ろう狽ばいする姿が、逆にアンジュの冷静さを呼よび戻もどした。今のアンジュはジュヴレーヌ王国の代表。自分がしっかりしなくては、自分を信しん頼らいしてくれたリュリシアに申し訳が立たない！

「落ちついてください。教皇猊下は、ご無事ですか!?」

「こちらにいらっしゃいます！」

　と、別の騎士が声を張り上げる。リースに弾き飛ばされた教皇は、ジュヴレーヌの騎士によって介かい抱ほうされていた。教皇は苦しそうに顔を歪ゆがめてはいるものの、見たところ大きなケガはなさそうだった。

「これ以上ここにいるのは危険です。脱だつ出しゆつしましょう」

　そう判断するアンジュ──リースとルケ（主おもにルケだが）のせいで、大聖堂は半はん壊かい状態である。大聖堂は古い建造物ではあるが、その構造は頑がん丈じようだ。一角が破壊されて残った区画まで崩くずれ去る、という危険は今のところなさそうだ。

　とはいっても、こんな状態の建物の中にいつまでもとどまる理由はない。今後どのような行動をとるにせよ、まずは安全な場所まで退たい避ひするのが先決だ。

「ダメです。あの魔ま女じよを、このままにしておくわけにはいきません！」

　教皇が、ヒステリックな声を上げた。教皇の立場を考えれば、その意見はもっともだ。しかしアンジュとしても、このまま教皇を危険な場所に置き去りにするわけにはいかない。

「教皇猊下。ここはいったん退たい却きやくして、態勢を立て直しましょう。この大聖堂の外にも、貴国の兵士は残っているはずです。まずはその兵士を集結させ、しかるべき後、大聖堂を奪だつ還かんするのが上策です」

　アンジュは論理立てて説得をした。

「もちろんそのときは、わたしたちも協力させていただきます。ですから、今はいったん退却を」

「くっ、それは……」

　アンジュに諭さとされて、教皇も口ごもった。アンジュの言葉が正論だと気づいたためだろう。

「さぁ、皆みなさん、速く撤てつ退たいを！　とりあえず、我々が拠きよ点てんにしていたホテルへ向かいましょう。同時に、教国側には、教皇猊下を保護していることを大至急知らせてください！」

　破壊された大聖堂から脱出しつつ、アンジュは味方の騎士に指示を飛ばした。

　と、そこで思いだし、アンジュは魔ま導どう端たん末まつを操作した。もちろん、いったん別れたソフィーやミュスカ、シュンたちのことが気になったからだ。

　だが三人とも端末には出なかった。大気中の〈魔ス元ク素レ〉が乱れると、通信がうまくいかない場合がある。今回もたぶんそうなっているのだろうが、この状じよう況きようで三人と連れん絡らくが取れないのは痛手だった。

　大聖堂を脱出したアンジュたち使節団は、教皇とともに夜の聖地を足早に進んでいく。と、そこでまたおさまったかと思った地じ震しんが発生。聖地全体が震しん動どうし、傍かたわらの家の壁に亀き裂れつが走った。アンジュはわずかによろけながらも足を広げてバランスを保ちつつ、揺ゆれ動く聖地を見まわした。

　この地震も、まさかリースたちが原因なのだろうか、とつぶやくアンジュ。

　アンジュは、背後にある崩れた大聖堂を振ふり返った。

　自分は、態勢を整えるために一時退却したのである。

　自分自身に言い聞かせるように、アンジュは繰くり返した。

　そう、自分は決して──あのリースという女性に恐怖して逃にげ出したわけではないのだ。




　ルケと合流したリースは、大聖堂の地下へと侵しん入にゆうしていた。

　リースの予測通り、聖地の地下には大きな空間が広がっていた。それはコロネティア世遺教が秘宝を隠かくすために生みだした太古の宝ほう物もつ庫こなのだ。

　正確な入り口の位置はわからなかったが、問題はない。今のルケならば、どんなに頑丈な壁も破壊できる。もっとも、肝かん心じんの秘宝まで埋うまってしまってはもともこもないので、そこは加減する必要があるが。

　地下に降り立つと、天てん井じように自動的にあかりがついた。『魔導灯』である。奥へと続く通路があかりによって浮うかび上がった。車が余よ裕ゆうですれ違ちがえるくらいに大きな通路である。その突つき当たりには、大きな扉とびらが見えた。

「ルー、行きますよ」

　リースは自ら率先して前に進む。ルケも姉に従った。

　突き当たりの扉は、金色の巨きよ大だいな扉だった。重厚な金属で作られ、表面には幾き何か学がく的な模様が幾いく重えにも彫ほり込まれていた。

「間ま違ちがいありません、封ふう印いんの扉です。この先に聖なる至し宝ほう、『ファムアテルの果実』が存在するのです！」

　リースはゆっくりと、その手を扉に伸のばした。だが──バジッ、火花が飛び散り、リースの手は弾はじかれてしまった。

「姉者！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「さすが、数千年もの間、外敵を拒こばみ続けた封印ですね」

　リースは手に持った長ちよう杖じようの先せん端たんを扉に向けた──が、バジッ、と杖も火花によって弾かれてしまう。

「ワタクシの聖なる力もこの封印には通用しないようですね……ルー。あなたならば、これを開けることができますか？」

「あぁ、まかせとけ、姉者！」

　言うや、ルケは扉に近づくと、そのまま無造作に扉の出っ張りを摑つかんだ。バチバチッ、火花が飛び散り、紫し電でんがルケの体を襲おそう。だが、鎧姿のルケは平然と立っていた。

　やはり──リースは内心で思った。ルケの能力の前では、封印もどうしようもないようだ。

　ルケの《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》は最高の防ぼう御ぎよ力を誇ほこる鎧。それが現在は〈神覇融合インモルテル〉によって極限まで強化されている。その防御力はもはや絶対的だ。ルケがその力に目覚めてくれたからこそ、リースは封印を解くことができるのである。

「ルウウウウウウウウウウ!!」

　雄叫びをあげるルケ。鎧に包まれたその肉体の筋肉が盛り上がり、爆ばく発はつ的な力を生みだしていく──ギッ、キシッ、ミシッ──重厚な扉から、軋きしむような音が響ひびいた。

「そのまま扉をこじ開けなさい、ルー。姉妹一の怪かい力りきを誇るあなたならば、この程度の封印は腕うでずくでこじ開けることができるはずです！」

「ルウウウウウウアアアアアアアアアアア!!」

　ズズズ──ゆっくりとだが、扉が手前に動き出した。巨大な扉は見るからに重そうだ。単純な重量だけでも、大型車何台分もあるだろう。それをルケは、たった一人でこじ開けているのであった。

「嗚あ呼あ、素晴らしいですね、ルー。数千年もの間ビクともしなかった封印をこじ開けるとは、あなたの力はもはや、聖なる神の領域に到とう達たつしています。さすがは我が聖なる妹です」

　妹の活かつ躍やくを、リースは恍こう惚こつの表情とともに眺ながめていた。

「嗚呼、そしてこの力がもうすぐワタクシのものになるのですね。なんということでしょう。まさに聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな！」




「これは……いったいどうなっているの!?」

〈魔弾テイリユル〉を補給し、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう高速走行で山を越こえ、なんとか聖地へと戻ってきたシュンは、聖地の惨さん状じようを目まの当たりにして思わず息を吞んでいた。

　歴史の重みを感じさせた街並みが、半壊状態だった。街中に無数の残ざん骸がいが散乱し、家の窓ガラスは割れ、壁かべは砕け、道は崩れている。

「先ほどの、ルケ姉さんが引き起こした地震の影えい響きようでしょうか」

　同じく戻ってきたソフィーがつぶやいた。なるほど、確かに街の様子は、まるで地震が発生した直後のような有様である。

　そして聖地の中心にそびえていた、エシュヌ教国を代表する建造物、ラ・ロマネティ大聖堂も崩れていた。こちらは、周囲の建物よりもひどく破は壊かいされていることが遠目からでも確認できた。

「いったいなんで……アンジュさんたちはどこにいるの!?」

「待ってください、今連絡を取っています……」

　ソフィーが魔導端末を操作していた。シュンも自分の端末を操作してみると……なにやら、着信履り歴れきがたくさん入っていた。相手は……アンジュとクロロだった。特にアンジュからの着信が多い。うわぁ、とシュンは思わずうめく。クロロがなぜこのタイミングで連絡してきたのかはよくわからないけれど、とりあえずアンジュにこちらから連絡してみる。

「……あれ？　つながらない？」

「〈魔ス元ク素レ〉が乱れているせいですね。ジュヴレーヌと違って、エシュヌの通つう信しん網もうは完備されていないようです」

「ソフィー卿きようにシュナブラン君。こっちよ」

　と、ミュスカが道の向こうから、こっちに来るよう手招きをしていた。シュンたちはあわててミュスカの元へといく。

「とりあえずわたしたちが滞たい在ざいしていたホテルへいくわ。そこがダメだったらジュヴレーヌの大使館にいきましょう」

「なるほど、アンジュ卿たちがいるとしたら、おそらくそちらのほうですね」

　ソフィーもうなずいている。シュンたちは、ミュスカの案に従って街中を移動することにした。

　その間も小規模な地震が何度か発生し、街全体を揺さぶっていた。真夜中だというのに、街中には多くの人が出歩いていた。緊きん急きゆう事態なので、避ひ難なん場所へ移動しているのだろうか？

　いや。よく見れば、街中にいるのはほとんどがなんらかの制服を着た、エシュヌ教国の公務員らしかった。よくよく考えれば、聖地は内乱でいつ陥かん落らくするかわからない状態まで追い込まれているのだ。無関係な一いつ般ぱん市民は、とっくの昔に脱出しているはずである。今残っているのは国の関係者や、教皇に付き従う一部の人間のみなのだ。

「シュナブランさん、ソフィー卿、ご無事でしたか！」

　と、そこで聞き覚えのある声。見ると、道の向こうから数人の騎き士しを従えたアンジュが走ってくるところだった。

「アンジュさん、いったいなにが……」

「シュナブランさん！　あなたのお姉さんはいったいなんなのですか!?」

　と、顔を合わせるやシュンの襟えり首くびをつかまんばかりの勢いで詰つめ寄よってくるアンジュ。ちょっと落ちついて、とシュンは後じさりながら手を振った。

「ルー姉さんが、またなにかやったの？」

「いえ、彼女よりも、聖女を名乗るリースという人のほうです！　彼女はいきなり現れて、大聖堂を占せん拠きよしたのです。我々は教皇猊げい下かを保護して退たい却きやくしてきたところです」

　リースがいないと思っていたら、聖地にきていたのか、と驚おどろくシュン。同時に、なぜリースがこんなところにいるのかと疑問に思った。

「リース姉さんが占拠？　何かの間違いじゃないの？」

「事実です！」

　シュンはますます困こん惑わくした。なぜならば、リースはシュンの意見に賛同して、これ以上の戦せん闘とうは望まないと言っていたのだ。なのになぜ、そんな混乱を広げるようなマネを……

「……アンジュ卿、少し落ちついて。そしてできるだけ簡潔に、あなたの持っている情報を教えて」

　と、興奮するアンジュをなだめたのはミュスカである。アンジュは、失礼しました、と咳せき払ばらいをする。

「わたしも詳くわしくは知りませんが、大聖堂には教国の秘宝が封印されているそうです。そして、あのリースという女性は、それが目的でやってきたのです。わたしが聞いた限りでは、この国で起きた内乱も全て、その秘宝を手に入れるために彼女が画策したそうです」

「そんな……何かの間違いでしょ？　姉さんがそんなことのために……」

　シュンがつぶやいた瞬しゆん間かん、背後で突とつ然ぜん爆ばく発はつが起こった。一瞬遅おくれて、熱風とともにガレキの破片が飛んでくる。

「今度はなに!?」

「地面が爆発したようです！」

　聖地の一角の地面がふっとび、そこに建っていた家々が崩くずれて地面に吞のみ込まれていく光景が見えた。先ほどから立て続けに起こる地じ震しんと相まって、地じ盤ばんが沈ちん下かしているのだろうか？

「おや、そこにいるのは我が聖なる弟と妹ではありませんか」

　ゾクリ──背筋が、ひやりとした。聞き覚えのある声が、爆発によって発生した黒こく煙えんの奥から聞こえたのだ。

　ゆったりとした動きで現れたのは、シュンの予想通り、リースだった。あいかわらず、露ろ出しゆつ度どの高い修道服を着た姿。爆発の中から現れたというのに、白い肌はだには汚よごれ一つついていなかった。顔には上半分を隠すような白い仮面をつけている。リースが信者の前に出るときの姿だ。そして片手で長杖を持ち、反対の手には輝かがやく球状の物体を持っていた。

「ルウウウウウ……シュンと、ソフィーか」

　さらにリースの背後から現れたのは、先ほど別れたばかりの姉、ルケだった。暴走しかけていた先ほどとは違ちがい、若じやつ干かん冷静さを取り戻もどしたのか、今は大人しくリースの背後に付き従っていた。

「リース姉さん、これはどういうことなの!?　姉さんは、なんでここにいるの？　姉さんの目的は、いったいなんなの!?」

　リースはそんな弟の態度を見て、あらあら、と小首をかしげた。

「そうですね、ちょうどいいタイミングで会ったのですから、教えてあげましょう。聖なるワタクシがこの国に来た本当の目的──それはこの宝玉、『ファムアテルの果実』を手に入れるためです」

　リースが、右手の球体を掲かかげ持った。大きさはリースの手のひらに収まる程度。暗くら闇やみの中でも明あか々あかと虹にじ色いろに輝いていた。その独特な輝きは、ひどく幻げん想そう的だった。この世の物とは思えない不思議な雰ふん囲い気きがその球体からは感じられた。

「姉さんが、それを手に入れるためにこの国で内乱を起こしたっていうのは本当なの!?」

「この秘宝を手に入れるのに、三年もかかってしまいました。ですがおかげでワタクシは聖なる目的を果たすことができます」

　リースが平然と答える。シュンには、もはやリースの考えがさっぱりわからなかった。

「姉さん、なんでそんなことを……そもそもその秘宝って、なんなの？」

「コロネティア世遺教の創世記を知っていますか？」

　唐とう突とつに、リースが尋たずねてくる。残念だが、信者でもないシュンは知らなかった。

「世界は十三柱ちゆうの神々が生み出したという、神話ですか」

　だがソフィーはあっさりと答えてくれた。さすが優ゆう秀しゆうな妹は、神話のたぐいまで詳しいらしかった。

「神話ではありません。実話です」

「まさか、そんなこと……」

「では《滅神咒具エスカトロイ》をどう説明しますか？」

　リースが静かに告げる。

「神々を殺し、その血を吸ったことで神の権能を宿したという呪のろわれた武具、《滅神咒具エスカトロイ》──この武具が存在することを、聖なるワタクシは知っています。ならば、神と呼ばれる存在もまた、実在したと考えるべきです」

　それは……言われてみればそうかも、とシュンはうなずいた。考えてみれば、シュンは自分が使っている《滅神咒具エスカトロイ》についてすら、詳しく知らない。

「《滅神咒具エスカトロイ》によって神々は死亡しました。しかし神は不ふ滅めつです。権能を失いながらも、神々の魂たましいは地上に残りました──数千年前、とある人間がその魂を回収しました。それによって神の力を手に入れた人間は、その力でコロネティア世遺教という宗教を作り、自身が初代教皇になったのです」

　リースの説明を聞き、シュンははっと気づいた。つまり、その魂とは……

「聖地の地下に封ふう印いんされた秘宝、『ファムアテルの果実』とはすなわち、権能を失った神々の魂が結けつ晶しよう化したものなのです」

　リースが手に持った虹色の宝ほう玉ぎよくを掲げた。彼女の話が本当なら、それこそが神の魂そのものということになる。

「神の権能を宿した《滅神咒具エスカトロイ》、そして神の魂たる『ファムアテルの果実』。それらが聖なるワタクシの手にそろったとき、ワタクシは聖なる神の頂いただきへと至るのです！」

「ボクには、姉さんの考えがわからないよ！　なんでそんな神様になんてなりたいの？」

「それは、今のワタクシでは救済できない人に聖なる救済をほどこすために……」

「平行線ですね、話になりません」

　と、つぶやいたのはソフィーだ。ソフィーは彼女の《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》を構えて一歩前に出た。

「悠ゆう長ちように議論をしていてもラチがあきません──リース姉さん。大人しくしてください」

「ソフィーたん──まさかあなたまで、ワタクシの聖なる使命をジャマする気ですか？」

「姉さんの使命など、正直どうでもいいです。ですが、これ以上混乱を継けい続ぞくさせるというなら、容よう赦しやはしません──あと、ソフィーたんはやめてください！」

　さすがに恥はずかしいらしく、ソフィーが少し頰ほおを赤らめていた。

　ソフィーの言葉にあわせ、アンジュとジュヴレーヌの騎士たちもまた、リースに向けて剣を構えた。

「ご同行いただけますか、リース卿」

　と、告げたのはアンジュだ。リースは、聞き分けのない子供を見るような顔になった。

「どうやら、あなたがたはワタクシの聖なる計画を信じてはいないようですね」

「それは……」

　言われて、アンジュがわずかにとまどった──当然だ。いきなり神の魂などと言われたところで、それを現実の物と受け入れられるはずがない。

「いいのです。人間とは疑うたぐり深い生き物。聖なるワタクシの言葉も、現実離ばなれしていれば所しよ詮せんは絵空事──ならば、見せて差し上げましょう。あなたがたに、神が生誕する瞬間というものを」

　リースが手を持ち上げた。なにを、とシュンも身構える。

　そして次の瞬間──リースは、片手に持っていた『ファムアテルの果実』を口にした。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。『ファムアテルの果実』はリースの小さな口に一瞬で吸い込まれたあと、コクリ、小さな音とともに嚥えん下かされた。

「なにをしてるの、姉さん！」

「驚くことはありません。神の魂を聖なるワタクシの体内に取り込むことで、合一化するのです」

　平然と答えるリース──シュンも、リースが手に入れた神の魂をどうするのかは疑問だったが、まさかそのまま丸吞のみするとは、ストレートすぎて逆に予想外だった。

「そんなもの食べて……その、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「えぇ、もちろんです。むしろとても気分がいいです──あぁ、なんという高こう揚よう感かん。今ワタクシの中が聖なる力によって満たされていきます。すばらしい」

　リースの体が輝いていく──文字通り、リースの体の内側から虹色の輝きが漏もれ出てきたのだ。常識では考えられない現象である。それと同時に、リースを中心として〈魔ス元ク素レ〉が高まっていくのがシュンにも感じられた。

「では、あなたがたにも見せてあげましょう──聖なる神の力というものを」

　リースが、手に持った長ちよう杖じようを掲げた。その杖自体も七色の輝きに包まれている。そのまま、無造作に杖を振ふるリース。その瞬間。

　バアアアアアンッ

　なにかが砕くだけるような音が響ひびく。見れば、リースの眼の前の空間が割れていた。

　えっ、と間ま抜ぬけな声を漏らすシュン。次の瞬間、空間に亀き裂れつが走り、その亀裂が一瞬で周囲一帯を埋うめ尽つくした。

「まずい、みんな逃にげて!?」

　とっさに叫さけぶシュン。叫びながら、シュンはその場から飛び出した。ソフィーやアンジュたちも、本能的に危険を悟さとったのだろう。全力で離り脱だつしていく。

　そして──背後ですさまじい崩ほう壊かいが起こった。

　先ほど起こった地震の比ではない。地震によって半はん壊かい状態だった街並み、その全てが、一瞬で粉々に粉ふん砕さいされていったのだ。

　逃げながらも、シュンは背後の光景をウソだ、と思いながら見つめた。街が一瞬で砕かれてしまった。幸い周囲に教国の人間は見あたらなかったので人的な被ひ害がいはさほどでもないだろうが、街の一部、数百戸こ以上の家々が今の一瞬で破は壊かいされ、地面は砕け、空は崩壊してどす黒く変色していた。

「なんなの、今の攻こう撃げきは!?」

「わかりません……おそらくは、リース姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》の力かと思います」

「その通りです」
















　リースの声が響く──その声は、頭上から聞こえた。

　見れば、リースは空を飛んでいた。文字通り、空中のなにもない空間に立っている。虹色に輝くその姿は異様を通り越こして、もはや神こう々ごうしささえ感じられた。

「これがワタクシの聖なる《滅神咒具エスカトロイ》、《至タ聖ン空プ杖ル》の力です──その真の力を解放した今、ワタクシはついに、神の領域に到とう達たつしたのです！」

「あぁ、すげぇぜ、姉者！」

　と、大声を張り上げるのは地上にいるルケだ。ルケは、破壊された街並みを見て歓かん声せいをあげていた。

「とんでもねぇ力じゃねぇか、姉者！　こいつはいい！　アタシと姉者、二人がかりならもう誰だれにだって負けやしねぇ！　それこそ神様だってぶっ殺してやるぜ！　さぁ、どうするんだ、姉者！　アタシはこのあと、なにをすればいい！　小生意気な人間どもを根ね絶だやしにするか？　バーガントを海の藻も屑くずにするか？　いっそこの世界全てを消しよう滅めつさせるか？　今のアタシらに不可能なんてねぇぜ!!」

　興奮したように笑い声を響かせるルケ──その顔は、戦せん闘とうへの意い欲よくとともに喜き悦えつに染まっていた。

「そうですね、ルー。では、聖なる神となったワタクシの目的を果たすとしましょう」

　と、宙に浮うくリースは、地上に立つシュンやソフィー、そしてルケという弟てい妹まいの姿を見回した。

「シュ～たん、ルー、そしてソフィーたん。あなたたちにお願いがあります。




　あなたがたの持つ《滅神咒具エスカトロイ》をワタクシに渡わたしてください」




「な!?」「なん!?」「どういうことだよ、姉者！」

　一番大きな反応を示したのは、意外にもルケだった。ルケ自身初耳だったらしく、驚おどろいた表情で姉の姿を見上げている。一方のリースは、落ちついた物もの腰ごしで態度に変化はない。

「言葉通りの意味です。ワタクシは聖なる神です。《滅神咒具エスカトロイ》は、神であるワタクシが使うにふさわしい道具。あなたがたよりも有意義に使ってみせます」

「そんなことは不可能です！」

　ソフィーが思わず叫んでいた。

「《滅神咒具エスカトロイ》は、それぞれの持ち主が決まっています。持ち主以外では《滅神咒具エスカトロイ》の力を引き出せません。実際、昔、シャル姉さんが試したとき、自分の《滅神咒具エスカトロイ》以外は、うまく使えなかったはずです」

　シュンは思い出した──以前シュンがソフィーの《聖堂光剣カセドラル》を使ったことがある。あのときはそれでペルデを倒たおすことができた。ただ──本来の持ち主であるソフィーと比べると、シュンは《聖堂光剣カセドラル》の力を引き出せていたとはいえない。あのときは《凱旋門兜ドウリオンフ》の力を上乗せして、ペルデを倒したようなものだった。

「忘れたのですか。聖なるワタクシには『ファムアテルの果実』があるのです」

　リースは、豊かにふくらんだ自分の胸を押さえた。

「果実とは神の魂。それすなわち、《滅神咒具エスカトロイ》に宿る権能の、本来の持ち主です。果実さえあれば、聖なるワタクシは全ての《滅神咒具エスカトロイ》を使用できるのです──もちろんこのあと、ワタクシは他の姉妹とも会うつもりです。そして全ての《滅神咒具エスカトロイ》を回収し、ワタクシは、全ての神の力を手に入れるのです！」

　そんなこと──できるはずがない、シュンはそう思った。理り屈くつではない。実際に《滅神咒具エスカトロイ》を使用している者として、そう直感できた。

「……姉者」

「ルー。あなたの《滅神咒具エスカトロイ》を渡しなさい。その《要塞鎧冑フオルトレス》も、聖なるワタクシならばもっとうまく使いこなすことができます」

「……いや、だ」

　ルケが後じさりながら、小さく首を横に振った。

「いくら姉者でも、こいつは渡せねぇよ」

「ルー、どういうことですか？」

　リースとルケの間に、なにやら不ふ穏おんな空気が流れ出した。事情はどうあれ、これはチャンスだ。

「兄さん、今のうちに……」

　ソフィーがシュンに合図をしてきた。シュンもうなずいてみせる。

「とりあえず、この聖地はもう危険だね。アンジュさんたちは、できるだけ速く脱だつ出しゆつして──もちろん教皇さんとか、教国の人と一いつ緒しよにね」

「はい、すでにホテルで待機している騎き士しには連れん絡らくをしておきました」

　アンジュとミュスカがうなずいている──さすがである。シュンがわざわざ言わなくても、すでに手は回しているようだ。

「しかし聖地を失えば、教皇側に逃げ場はありませんが……」

「小さな町でも村でもどこでもいいから、とにかくこの聖地から逃げて。たぶん、これ以上ここにいるほうが危ない」

「そうですね、今ならば教皇猊げい下かも説得に応じてくれるでしょう」

　教皇が追おい詰つめられても聖地から逃げなかった理由の一つは、『ファムアテルの果実』である。その封ふう印いんが破られてしまった以上、ここにとどまる理由も消えたことになる。

「兄さんは？」

「ボクはこのままリース姉さんたちを止めるよ、そのためにここに来たんだから」

「ですね、兄さんならそう言うと思いました。むろん、私も手伝います」

　そこでソフィーはふと、胸むな元もとを押さえた。

「どうかした、ソフィー？」

「いえ、端たん末まつに着信が。こんなタイミングでどこの誰が……クロロ？」

　ソフィーの端末にクロロから連絡があったようだ。そういえば、シュンも思い出す。シュンの端末にもクロロの名前が履り歴れきに残っていた気がする。

「ボクにもクロから連絡あったっけ」

「なにかあったのでしょうか？」

「かもね」

　そういえば、クロロはシュンたちがエシュヌにいることを知っているはずだ。なにか伝えたい情報でもあるのかもしれない。

　が、今はそんなことを確認している余よ裕ゆうはない。眼の前のリースたちをどうにかするのが先だ。

　そしてそのリースたちは──いつのまにか、口論をしていた。

「もう一度言います、ルー。あなたの《滅神咒具エスカトロイ》を渡しなさい」

「……カンベンしてくれよ、姉者」

　ルケが、震ふるえる声で告げる。その顔は、苦しげに歪ゆがんでいた。シュンは、ルケがそんな表情を浮かべる姿を初めて見た。

「姉者のためならアタシはなんだってする。姉者のためなら命だって惜おしくねぇ。けど、こればっかりはダメだ。だって──この《滅神咒具エスカトロイ》は、アタシが死んだオフクロから受け継ついだ、たった一つの形見なんだぜ？　姉者だって、それくらいわかってるだろ？」

「ルー……ワタクシと争う気ですか？」

　リースの声こわ色いろが変わった。穏おだやかな声ではあるのだが、底冷えのするような冷たさがそこからは感じられた。

「そうじゃねぇ。アタシは戦う気なんて……」

「ならば、渡しなさい。あなたには他の選せん択たく肢しなどないのです」

　リースが、ゆっくりとルケに近づいていく。ルケは、何かにおびえるような表情を浮かべた──だがそれは一いつ瞬しゆんのことだ。次の瞬しゆん間かん。

「ルウウウウウウウ!!」

　雄お叫たけびとともにルケは、リースを力一いつ杯ぱい殴なぐった。

　姉妹一の怪かい力りきを誇ほこるルケ。その拳こぶしはもはや凶きよう器きを通り越して兵器である。シュン自身、何度もその拳を味わったため、その恐おそるべき威い力りよくは身をもって知っていた。

　だが──その拳を、リースは額で受け止めていた。リースの細い体は、微び動どうだにしない。ルケ自身、驚いたように眼を見開いている。

　殴られたリースは平然と直立したまま──ゾクリとする声を響かせた。

「神ワタクシに逆らうのですか、この愚ぐ妹まい」

　次の瞬間、ルケの体が弾き飛ばされた──弾だん丸がんのような勢いで吹ふっ飛び、半分破壊された家の壁かべに激げき突とつ。そのまま家を貫かん通つうし、轟ごう音おんとともにルケの姿は見えなくなった。

「リース、姉さん？」

　シュンは思わず名を呼んだ。リースが振ふりかえる。顔にはやはり変わらず、穏やかな笑み。だが仮面の奥のその眼はちっとも笑っていなかった。

「姉妹最強と謳うたわれたルーすらも、今のワタクシの前では赤子同然──神と化した聖なるワタクシの前では、〈神覇融合インモルテル〉すらもはや児じ戯ぎに等しいのです！」

　次の瞬間──リースの体から強きよう烈れつな〈魔ス元ク素レ〉の波動が解き放たれた。それは物理的な衝しよう撃げき波はとなって、周囲にあるものを根こそぎ弾き飛ばしていく。

「これは……」

　シュンとソフィーはとっさにふんばってその場にとどまった。が、吹き荒あれる衝撃波は嵐あらしのようで、建造物は破は壊かいされ、リースを中心にして、聖地の地面が削けずりとられていった。

「なんと、聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな！　この解放感！　体のうちから無限に力がわき上がってきます。すがすがしくも神聖なる心地ここち！　素晴らしい！」

「ダメだよ、姉さん！　それ以上、その力を使ったらダメだ！」

　シュンは、思わず叫さけんでいた。

「よくわからないけど、なにか、すごく危ない気配を感じる……それ以上その力を使えば、きっと姉さんは、今のままじゃいられなくなる」

「シュ～たん……神ワタクシに意見するとは、ずいぶん思いあがったものですね」

　ゾクリと、冷たい声──やはり、リースはおかしい。シュンは確信した。シュンの知るリースは、どこまでも優しい姉だった。家事が下へ手たで人の話をよく聞かないところがある人ではあったけれど、こんな、問答無用で弟や妹に手をあげるような人ではなかった！

「姉さん、眼を覚まして！」

「聖なる神ワタクシの前で、不届きですね」

　バアアアンッ

　リースの眼の前の空間が、割れた。その亀き裂れつは一瞬で周囲に広がり、シュンすらも吞のみ込み──次の瞬間、粉々になった。

「ゴッ、ハッ！」

　口から、血が噴ふき出た。シュンは、うめきながらその場に崩くずれ落ちる──全身を粉ふん砕さいされたような激痛が駆かけめぐっていた。体の内側と外側、両方から同時に、メチャクチャに斬きり刻まれたような気分──シュンは、ドサリ、地面の上に倒れた。

「兄さん!?」

　ソフィーが駆け寄ろうとする──だが、そのソフィーの眼の前の空間にまで亀裂が走った。

「無む駄だですよ。天空の神〔神しん空くうシュール・ベーズ〕の権能を宿した《至タ聖ン空プ杖ル》の力を、今のワタクシは完全に引き出しています。聖なるワタクシは、今や全ての空間を自在に操あやつることができるのです」

　ソフィーの眼の前の空間が砕くだけると同時に爆ばく発はつを起こした。ソフィーは、とっさに握にぎりしめる《聖堂光剣カセドラル》を前につきだした。

「《聖堂光剣カセドラル》──光速化！」

　ジャキジャキジャキジャキジャキ──〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされ、ソフィーの肉体が光の粒りゆう子しと化す──瞬間的に破壊された空間を回かい避ひ。ソフィーは、そのままシュンへと駆け寄った。

「なるほど、確かに速いですね、ソフィー──それでも聖なる神ワタクシにはおよばない」

　シュンへ駆け寄ったソフィーの体が、押しつぶされた──グッと、胸の中の空気が強制的にはき出される。ソフィーはなすすべなく地面の上でつぶされた──まるで、見えない空気が塊かたまりとなってソフィーの全身に重圧をかけているようだった。身動きがとれない。

「あぁ、本当に素晴らしい──まだ力がふくれあがっていきます。かつて、十二の《滅神咒具エスカトロイ》を操った〈魔王コシユマル〉。神ワタクシはそれに加えて神の魂たましいの力まで併あわせ持つのです。聖なる神ワタクシは、もはや〈魔王コシユマル〉を超こえたといっても過言ではないでしょう。嗚あ呼あ、聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな……」

「ルウウウウウウアアアアアアアアア!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、地上が爆発した。その爆発の中心部から飛び出す人ひと影かげ──ルケである。鎧よろい姿のルケには、ダメージはなさそうである。ただ、苦しげな表情で姉を見つめていた。

「姉者!!　いったいどうしちまったんだよ！　なんだか変だぜ!?」

「変？　とんでもありません。いたって正常です。しかし、さすが最高の防ぼう御ぎよ力を誇る《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》。神ワタクシの一いち撃げきをもってしても無傷ですか」

　リースが、右手を前に差し出した。その手のひらの上の、大気が歪ゆがむ。

「空間を圧縮」

　リースの手のひらに、小さな黒点が生み出された。漆しつ黒こくの点のような物体は、渦うず巻まきながら周囲の空気を飲み込んでいる。

「極小サイズの闇崩落ブラツクホール──無限の重力の底に沈しずんで、大人しくしていなさい、ルー」

　リースが、手のひらの黒点をリースめがけて投げつけた──いや、投げつけようとした。だが、それはできなかった。

「う……くっ、こほっ！」

　腕うでを振りかぶったリースは、次の瞬間口元を押さえ、空中で身をよじって苦しみだしたのだ。ルケが、思わず姉に駆け寄ろうとする。

「姉者、どうした！」

「こんな……力が、あふれて……ごほっごほっ」

　咳せき込んだリースが地上に落ちて、うずくまる。そして──バアアアアンッ、と、なにもしていないのにリースを中心とした空間に亀裂が走った。

　そして次の瞬間、聖地全土を巻き込むほどの大崩ほう落らくが始まった。これまでとは比べものにならないほどの大規模な破壊。聖地全土にあるあらゆるものを巻き込んで、空間が破は砕さいされ、地上がねこそぎ粉砕されていく。それはまさに天変地異とでもいうべき有様だった。

「な、にが、起きたの？」

　全身を血まみれにしたシュンが、なんとか体を起こした。すさまじい震しん動どうが周囲をゆさぶり傷が激しく痛むが、そのせいで多少意識がはっきりしてきた。シュンは、傍かたわらに転がっていた騎き士し剣けんを杖つえがわりにして起き上がった。

　見上げると、空が割れていた──ガラスにヒビが走ったかのように、上空全体に亀裂が走っているのだ。その影えい響きようなのか、地上を何度も衝しよう撃げきと震動が襲おそい、断続的な爆発があちらこちらで発生していた。これは、リースの能力だろうか？　シュンが少し倒たおれている間に、いったいなにがあったのだろう？

「ぁぁああああああああああ!!」

　誰だれかの絶叫が聖地に響ひびいた。見ると、それはリースだった。リースの体が宙に浮うかび上がるのがシュンにも見えた。だが、様子が変だった。リースは絶叫しながら頭を抱かかえ、体を弓なりに反そらしていた。明らかに尋じん常じようではなかった。

　状じよう況きようがどうあれ、シュンのとるべき行動は決まっていた。もちろん、苦しむリースを助けるのだ！

「姉さ……ぅ、あっ！」

　駆け寄ろうとした瞬間、シュンの体が吹っ飛び、地面を転がる。近寄ろうとしたら、見えない壁にぶつかったかのように弾かれてしまったのだ。いったい、なにがどうなっているのだ？

「ああああああああああああ[image: ]」

　空中で絶叫するリース──修道服の背中が破れた。真っ白なリースの背中がむき出しとなる。そしてその背中から、大きな光の翼つばさが広がった。

　リースの体の数倍はありそうな、光でできた巨きよ大だいな翼。それが三対つい六翼よく、左右に大きく広がり、リースの体を空中で固定した。そして──絶叫が止まり、リースはゆっくりと、地上を睥へい睨げいした。

『……………………』

　リースの顔、白い仮面の奥の赤い瞳ひとみがシュンをとらえる──違い和わ感かんをおぼえるシュン。リースの眼の色が変わった？　その冷たい眼まな差ざしは、明らかにシュンの知るリースではなかった。そして次の瞬しゆん間かん──バアアアアンッ、リースの手のひらから空間に亀裂が走り、一瞬のうちにシュンを周囲の空間ごと飲み込んだ。これは、先ほども見た空間の破砕攻こう撃げき。しかも、先ほどより明らかに規模が大きい。逃にげられない──

「大バカ野や郎ろうっ！　なにボーッとしてやがる！」

　と、いきなり横手から飛び出してきた人影が、シュンを蹴けり飛ばした。ルケだ。ルケに蹴り飛ばされたシュンはそのまま後方の地面を転がったが、ルケ自身は空間の破砕に飲み込まれてしまった。

「ルー姉さん!?」

「……いちいち叫ぶんじゃねぇよ。この程度、なんでもねぇさ」

　ケッ、と地面につばを吐はき捨すてるルケ。シュンが一撃で戦せん闘とう不能になった空間破砕攻撃が直ちよく撃げきしたというのに、ルケにダメージはないらしかった。けたはずれの防御力である。

「兄さん、ご無事ですか！」

「ソフィー。みんなは？」

「わかりません。脱だつ出しゆつが間に合ってくれていたらいいのですけれど……」

　聖地はもはや、廃はい墟きよも同然の状態にまで破壊されていた。それも一瞬のうちに──シュンは、ソフィーとルケ、妹と姉の間に立って、うめき声を漏もらした。

「リース姉さんは、どうしちゃったの？　いくらなんでも、こんなのひどすぎるよ!?」

「アタシだって知らねぇよ！　ゴチャゴチャわめいてんじゃねぇ！」

　いらだちとともに、ルケが足を踏ふみならした──それだけで地面が砕けてしまう。こちらも、あいかわらずの怪かい力りきである。

「リースの姉者、なんか変だったな。急に苦しみだしたと思ったら、なんか、急に気配が変わったっていうか……中身が入れ替かわった、って感じか？」

　ルケの言葉に、まさか、とシュンは息をのむ。

「それで、リース姉さんは？」

「あそこです」

　ソフィーが、空を指差した。リースの体はいつのまにか、はるか上空に舞まい上がっていた。周囲の山よりも高い場所。輝かがやく光の翼があるおかげで、どこにいるかは一目でわかった。リースを中心に空が割れていき、断続的な震動と衝撃が地上にまで到とう達たつしている。

「姉さんは、聖地から遠ざかっていきます……あの方角は、新教徒軍の野営地ですかね？」

「姉者、戻もどる気か？　まぁいい」

　ルケはそうつぶやくと、一人で前に進み出した。待って、と思わずシュンは呼び止める。

「ルー姉さん、どうする気!?」

「姉者の様子が変だったからな──とりあえず追いついて、軽く頭をぶん殴なぐりゃ、眼が覚めるだろ」

　そんな、古い機械じゃないんだから叩たたいたって直らないよ、とシュンは内心で思った。

　プルルル──と、そこでその場の空気に不ふ釣つり合いな呼び出し音が響いた。振ふりかえると、ソフィーが魔ま導どう端たん末まつを取り出していた。

「クロロから着信ですね──はい、私ですが」

　と、端末を耳に押し当てて会話を始めるソフィー。そういえば、シュンにもさっきクロロから連れん絡らくがあったんだと思い出した。

「えぇ、そうです。今エシュヌにいます……え？　あなたもこの国に来ている？」

「え？」

　ソフィーの口から出た言葉に、シュンもまた驚おどろいた。







　　　第二章　弟と不器用な姉と初めての頼たのみ事







　リースが暴れた結果、聖地はほぼ壊かい滅めつ状態──一つだけ幸いなことは、もともと聖地に人は少なかったし、ルケが引き起こした地じ震しんが発生した段階で大多数の人間が避ひ難なんを始めていたため、人的被ひ害がいは最小限で済んだということだった。

　アンジュたち、ジュヴレーヌ王国の使節団も無事だった。ギリギリではあるが、聖地が崩ほう壊かいする直前に脱出は完かん了りようしていたらしい。

　脱出したシュンたちは、聖地から少し離はなれた場所、車で一いつ刻こく足らずの距きよ離りにある村へと退たい避ひしていた。この村も、内乱の影響で住人の多くがすでに逃げ出したらしく、施し設せつなどに余よ裕ゆうがあるため、聖地を脱出した人間を受け入れることができていた。

「それで、教皇さんは？」

「奥でお休みになっています」

　村で一番大きな家を借りたシュンたちは、とりあえずそこを新たな拠きよ点てんとしていた。教皇の様子を見てきたアンジュが、シュンたちのいる部屋へと戻もどってきた。

「側近のかたの話によれば、教皇猊げい下かはもう何日もまともな睡すい眠みんをとっていない状態だったそうです。そこで先ほどの、聖地崩壊事件です。ショックで、今眠ねむっておられます。医者によれば、過労によるものらしいので、今はお休みになるしかないでしょう」

「そっか……ごめんね、ボクの姉さんのせいで」

「別にあなたが謝ることはないはずですが」

「でも、結局はボクの身内のせいだからね、ほんとゴメン」

「そこまで責任を感じる必要はないです。それよりも、これからどうするかを話しあわねばなりませんが……」

　アンジュがチラリと、シュンの背後を見た。シュンも振ふりかえる──そこにはルケがいた。長身の少女は、部屋の壁かべに背中を預け、腕うでを組んだ体勢でたたずんでいた。その顔はいかにも不ふ機き嫌げんそうで、話しかけるな、近づくな、というオーラを発していた。

「彼女は？」

「ルー姉さん。ボクの、姉」

「……彼女があの、〈巨神騎ラ・モルテル〉なのですよね？」

「そう呼ばれていたね。新教徒側の大将軍だったみたい」

「なんでそんな人を連れてきたのですか!?」

「いや、だって……ねぇ？」

　シュンは頭をかきながらアンジュの顔を見つめた。

　リースが飛び去って取り残されたシュンたち。ルケは、すぐにもリースの後を追って飛び出していきそうだった。だがクロロから連絡を受けたソフィーの様子をながめているうちに、シュンたちについていく、と急に意見を変えたのだ。

　幸いというか、現在のルケは落ちついているようで、戦場で会ったときのようにメチャクチャに暴れる、ということはなさそうである。

　だが、ルケの実力の一いつ端たんを以前見せつけられたアンジュは、若じやつ干かん怖こわがるような眼でルケのことを見ていた。

「……大だい丈じよう夫ぶなのでしょうね、シュナブランさん。敵を自らの懐ふところに呼び寄せて、このあとどうなるかわかっているのですか？」

「姉さんは敵じゃない──と思うよ、たぶん、そう思いたい」

「不安な言い方ですね」

　正直なところを言えば──シュンのルケに対しての思い出は、理り不ふ尽じんに殴られたことくらいしかない。子供のころから、とにかく理由もなく殴られた。正直言えば、一番苦手な姉である。

　だがそれでもシュンにとっては大切な家族だし──それに、シュンは知っている。ルケは理不尽なところがあるけれど、決して悪人ではない。ごくたまにだけれど、優しい眼まな差ざしで家族を見つめることがあったことを、シュンはおぼえていた。

「……おい、そこの女」

「え？　わたしですか？」

　そのルケが、ジロリ、アンジュのことを睨にらんでいた。いかにも剣けん吞のんな眼差しである。

「なに人のことジロジロ見てんだよ。なんか用か！」

「い、いえ、用というほどのものはありませんが……」

「用もないのに見てんじゃねぇ、殺すぞ！」

　バンッ、ルケが足あし踏ぶみをしたら、それだけで家の床ゆかが砕くだけた。ビクリ、破は壊かい音に、室内にいたジュヴレーヌの騎き士したちは体を震ふるわせ、思わず剣けんを抜ぬいてルケめがけて構えていた。

「まぁまぁまぁまぁまぁまぁまぁ、みんな落ちついて！」

　シュンはあわてて前に進み出た。

「今のは悪ふざけ、姉さんがちょっと悪ふざけしただけですから気にしないでください！　ほら、姉さんも、ダメだよ？　床壊こわしちゃって」

「………………ケッ」

　不機嫌そうにうめき、ルケはシュンたちから視線をそらし、また壁にもたれたまま微び動どうだにしなくなった。

　シュンが愛想笑いで同どう僚りようの騎士たちをなだめると、みな剣を下げ、なんとかおさまったようだった。

「どういうことですか、シュナブランさん」

「ごめんね。ルー姉さんって、見ての通り血の気けが多いんだ」

「ソフィー卿きようなどとは正反対ですね……ともかく、彼女のことはあなたに任せますから、眼を離さないでください」

「わかったよ」

　アンジュも納得はしていないだろうが、ここで変に騒さわぎ立てると面めん倒どうなことになりそうだと思ったようで、ルケのことをシュンに丸投げしてきた。シュンも、自信はないが自分がやるしかないか、と決心する。

　そして一方のルケ──壁にもたれ、いかにも不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめているが、じつは内心ではこんなことを考えていた。

（うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、緊きん張ちようしたぁぁぁぁぁぁぁ。ここにいる奴やつらって、たぶんシュンの同僚とかだよな？　シュンの姉あね者じやとして、ビシッとアイサツしとかねぇといけないって思ったけど、大丈夫だったよな？　今みたいな感じのアイサツで、うまくいったよな？）

　もちろん大失敗だ。

（リースの姉者のことは心配だけど、シュンとソフィーがボロボロにケガしてて、こっちも気になったんだよなぁ……けどこの分なら、大丈夫そうか？）

　室内の様子をうかがうルケ──極度のあがり症で恥はずかしがり屋なルケは現在、見知らぬ人間の中にいるため、かなり緊張していた。それで表情がこわばっているのだが、知らない人間が見れば、室内にいる人間をどう皆みな殺ごろしにするか画策する殺さつ人じん鬼きのような顔にしか見えないだろう。

（クッソォ、しかしリースの姉者、いったいどうしちまったんだよ。さっきの姉者、まるで姉者じゃないみたいだった。あれじゃ、まるで……）

「ただいま戻りました」

　と、室内に入ってきたのはソフィーである。ルケやリースとの戦いで負傷した彼女だが、応急手当を受け、現在はそれなりに回復していた。そんなソフィーは、端たん末まつを片手に少し外出していたのである。その目的は──

　バタタタタタタタタ「妹蹴撃シスター・キツク!!」

　ソフィーの背後から飛び出した小さな人ひと影かげが、甲かん高だかい叫さけびとともにシュンに飛びかかった。

「うわっ、クロ？　危ないな」

　小さな黒い人影が跳とび蹴げりを放ってきたのを、シュンは片手でキャッチした。シュンにダメージはない。

「なにしやがるのです！　離せ、なのです！」

　片足をつかまれてギャーギャーわめくのはシュンの妹、クロロである。いつもどおり、ひらひらした黒のドレスを着た金きん髪ぱつのかわいらしい少女。黙だまっていれば人形のように愛らしい少女だというのに、口の悪さとやかましさが全てを台無しにしていた。

「出会い頭がしらに跳び蹴りするの、いいかげんやめてよね。危ないよ」

「シュンが悪いのです！　人がせっかく連絡してやったのに全然出ないし、エシュヌ語を教えてやった恩も忘れてナマイキなのです！」

　つかんでいた足を離すと、クロロは腕を組んでプリプリしながらかわいいほっぺたをふくらませていた。なるほど、つまり……

「あ、ごめんね。通話に出なくて、さみしかったんだね、クロ」

「ばっ!?　そんなわけね～のです。シュンなんかと話せなくてもさみしくなんてねーのです。ただ、シュンのヤツが教国で野垂れ死にしたかと思って、面白そうだったから見に来てやったのです」

「うん、ボクを心配してきてくれたんだね？　ありがとう、クロ。うれしいよ」

「だ～か～ら～、そんなんじゃねーのです！」

　クロロは騒がしいけれど、シュンを心配してきてくれた、というのはよくわかった。うれしかったので、シュンは小さな妹の頭をなでてあげた、絹糸のように繊せん細さいな金髪の触しよつ感かんが柔やわらかい。

「う～、頭をなでるんじゃね～のです！」

「クロロも、くるならもう少し早く連れん絡らくをしなさい」

　そんなシュンたちのやりとりを見ているソフィーは、少し不機嫌そうに告げた。

「一人でこんなところに来て、危ないでしょう。おまけに居場所をつきとめるのにも手間取りました」

「へっ、ソフィーなんかに文句を言われる筋合いじゃねーのです！」

　ベーッ、クロロはソフィーに向かって舌をつきだした。ナマイキ盛りなお年とし頃ごろだ。

「シュンたちがどんな間ま抜ぬけな失敗をするか見物に来てやったのです。本当は昨日には到とう着ちやくしている予定だったのですけど、国境で列車が止められて散々だったのです！」

　エシュヌは現在内乱状態である。その影えい響きようで、エシュヌへの出入国は制限され、無関係な人間は基本的に入国不可能である。

「でもクロ。ボクを心配してくれるのはうれしいけど、だからってこんな危ない国にくるのは感心しないよ」

「ふんっ、どーせシュンたち程度じゃ手に負えなくなってるだろーから、大天才であるこのあたくし様が手伝ってやろーと思って来たのです。なにしろこの国にはあの性しよう悪わる詐さ欺ぎ女のリースと、脳ミソ筋肉なルケのバカが……」

「……うるせえな、クロ」

　と、背後から、不機嫌そうにルケがつぶやいた。えっと、硬こう直ちよくするクロロ。おそるおそるシュンの背後を見て、そこにルケがいるとわかった瞬しゆん間かん、ぎゃああああああああああ、クロロはすさまじい悲鳴を上げていた。

「ルルルルルル、ルケがなんでこんなとこにいやがるのですか!?」

「うん、合流したんだ」

「聞いてねーのです！　知ってたら絶対こんなとここなかったのです！」

　クロロがシュンに体当たりしてきた。なにを、と思ったら、クロロはそのままシュンを盾たてのようにかざし、腰こしのあたりにしがみつきながらルケの視線から身を隠かくしている。いつもえらそうな態度をとる妹が、今は珍めずらしく青ざめた顔でガタガタ震えていた。その顔を支配するのは、恐きよう怖ふという感情だった。

「ソフィー卿？」

「はい？」

　部屋の片かた隅すみでは、こっそりアンジュがソフィーに近づいていた。

「あの子は、確かあなたの妹さんのクロロちゃんですよね？」

「えぇ、そうですが」

　アンジュはクロロと面識があるのである。

「あちらのお姉さん、ルケ卿？　のことをずいぶん怖がっている様子ですが……」

「クロロはルケ姉さんが苦手らしいです」

　ソフィーは肩かたをすくめてみせた。

「我が家では昔、姉たちは妹の面倒を見るのが仕事だったのです。クロロが幼いころ、ルケ姉さんがその面倒を見たことがあって──まぁ、いろいろあったんです」

「いろいろとは？」

「そんなに知りたいですか？」

　ソフィーが嘆たん息そくした。

「『クロロキャッチボール事件』『クロロ焼き肉事件』『クロロ戦場で運動会事件』『クロロ火口置き去り事件』『クロロドラゴン丸まる吞のみ事件』……どれから聞きます？」

「いえ、なんとなく、事件の名前を聞いただけで納得しました」

「それはよかった」

　クロロはルケへの恐怖が染みついているらしく、シュンの陰かげに隠れて震えていた。シュンはそんなクロロを見て、まぁまぁ、となだめる。

「クロ、どうかしたの？　ルー姉さんだよ。三年ぶりだよね。ほら、前に出なよ」

「いやなのです、あんな筋肉ダルマにさわられたら、筋肉菌きんに感染しちゃうのです！」

　わめくクロロを、ルケは無言でじっと見つめていた。内心ではこんなことを思っている。

（あぁ、クロか……やっぱかわいーな。アタシみたいなゴリラ女とちがって、あいつはちっちゃくて可愛くて、うらやましーなー）

「ほら、姉さんも、クロが来たよ、こっちに来なよ」

　シュンに呼ばれ、ルケがノソリと壁かべから離はなれて歩み寄ってくる。シュンに押されて前に出たクロロは、がたがた震えながらルケを見つめている。

（クロのやつ、アタシを怖がってんのか？　ま、ムリもねーか。アタシってデカくて無愛想だもんな……けど、三年ぶりに可愛い妹に再会したんだ。ちょっと頭をなでてやるか）

　クロロの小さな頭に向かって手を伸のばすルケ──が、その視界を、小さな黒い点が横切った。

　それは小さな羽虫だった。どこから飛んできたのか、クロロの周囲を一いつ匹ぴきの羽虫が飛び回っているのだった。

（おいおい、なんだ、この虫野や郎ろう。アタシの可愛い妹の柔やわ肌はだを刺さして、血でも吸う気か？　ゆるせねーな）

「ルウウウウウウウウウウウウウ!!」バァァァァァァンッ

　轟ごう音おんとともにルケの轟ごう拳けんが床ゆかを打ち砕くだいた。羽虫は、当然ひとたまりもなくつぶされた。床に突つき刺さった腕を引き抜ぬくルケ──その眼の前では、クロロが床の上に座り込んでいた。なぜか、その顔は恐怖にひきつり、歯がカチカチ鳴っている。尻もちをついたクロロが広げた足の間には、ルケがあけた大穴が存在していた。ハラリと、ルケの拳こぶしがかすめてちぎれたクロロの金髪が数本、周囲に散った。

「い、い、い、今、ルケのやつ、あたくし様を、殺そうとしたのです……」

「姉さん、いきなりどうしたの!?」

（ち、違ちがう、アタシは、クロロを刺そうとしていた虫野郎をぶっ殺しただけだ）

　ルケはあわてて事情を説明しようとした。だがあわてすぎて顔がこわばって、あたかもそれは、警察に追おい詰つめられたときの連続殺人犯のような表情となってしまった。

「へっ──ちょっと、目め障ざわりな虫ケラをひねりつぶしてやろうと思っただけだ」

「ここここここ、殺されるのですぅぅぅぅぅぅ!!　こいつあたくし様をひねりつぶす気なのですぅぅぅぅ!!」

　とうとう泣き出したクロロはシュンの後ろに回り、ルケに向かってシュンの体をグイグイ押し出した。

「殺すならシュンを殺すのですぅぅぅ、あたくし様は小さいから食べても美お味いしくないのですぅぅぅ!!」

　半はん狂きよう乱らん状態で叫ぶクロロ。よほど怖こわかったのか、めずらしく錯さく乱らんしているようだった。

（クッソ、なにやってんだアタシ。クロを余計怖がらせちまった。ヤベー。とにかく、あたしは怖くねーって、アピールしねーと）

　ルケはそう考えたが、なにをすればいいのかわからない──そうだ、とルケの脳のう裏りであるアイディアがひらめいた。

（そうだ、クロを怖がらせないようにするには、クロと同じ目線に立たなきゃダメだよな。となると──よし、クロが大好きな、あのネタをここで披ひ露ろうしてやろう）

「おい、クロ」
















「はひぃぃ!!」

　返事が悲鳴になってしまうクロロ。そんなクロロを怖がらせないようルケは微笑ほほえみを浮うかべたが、それはどう考えても野や獣じゆうがキバを剝むいた表情にしか見えなかった。

「よく見てろよ──妹蹴撃シスター・キツク!!」「ぶべっ!!」ズバァァァァンッ

　クロロがシュンに対してよくやる跳び蹴りをマネして、ルケも蹴り技を披露してやった。ただ問題があるとすれば、小こ柄がらで体重も軽いクロロとは違って、ルケには姉妹最強と言われる桁けた外はずれの怪かい力りきがあったということである。

　結果、ルケの放った蹴りは強きよう烈れつな回転蹴りであり、その蹴りはシュンの肉体を直ちよく撃げき。シュンは、砲ほう弾だんが命中したかのような轟音とともに吹ふっ飛ばされ、部屋の壁を突き破やぶって消えてしまった。

「ひ、ひ、ひ……」

　眼の前で盾にしていた兄を一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつさせられたクロロの恐怖は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものであった。もはやいつ失神してもおかしくないほど追い詰められたクロロはまばたきもせずに立ちつくし、蹴りを放って脚あしをふりあげたままのルケを見ていた。

（蹴りはアタシの得意技だ。クロも好きみてぇだし、アタシの必殺技を教えてやってもいい。それをキッカケに、クロともっと仲良くなろう）

「クロ──お前も、こうなりたいか？（意い訳やく：お前もアタシみたいな蹴り技を使いたいか？）」

「ひぃぃぃぃぃ、ごめんなのです、死にたくないのです、なんでもするから命ばかりは助けて欲しいのですぅぅぅぅぅ!!」

　クロロは床に膝ひざをつき、泣きながら命いのち乞ごいを始めた。ルケは、あれ、なんでさっきより怖がっているんだろう、と内心で首をひねった。室内にいたジュヴレーヌの騎き士しとアンジュは、大あわてで壁の向こうに消えたシュンを救出していた。

「ルケ姉さん、いったいこれはどういうことですか!?」

　と、さすがに看過できず、ソフィーが声を荒あらげて姉に詰め寄よった。

「いきなりなんの理由もなく兄さんを蹴り飛ばすとはどういうワケですか!?」

（やっべ、軽く蹴っただけなのに、力の加減失敗しちまったよ、どうしよ～、アタシってば、またシュンやソフィーに嫌きらわれちまったぁぁぁぁぁ）

　内心ではげしく後こう悔かいしているルケだが、そこは絶望的に不器用な彼女である。内心とは裏腹に、その表情は、自分に嚙かみついてきた妹をどう料理してやろうかと企たくらんでいるようにしか見えなかった。

（いや、落ちつけアタシ、今のはどう考えてもアタシが悪かった。だからここは素直に謝ろう。恥はずかしいけど、悪いのはアタシだもんな、謝るしかねぇ）

　ルケはそんな風に決意を固めた。

「ソフィー」

「なんですか」

　ルケと対たい峙じしても、ソフィーは一歩も退ひかずににらみ返した。たいした胆たん力りよくである。

（よし、ここで謝れ、アタシ、ただ一言、すまない、って謝って、頭を下げるんだ。それで全部を水に流してもらうんだ。恥ずか死にそうだけど、それくらいならアタシにだってできるはずだ、がんばれアタシ）

「……す、す、すま、すまね……」

「なにが言いたいのですか、姉さん？」

　緊きん張ちようのせいで思いっきりどもってしまうルケを、ソフィーは怪け訝げんな表情で見つめる。

「すま、ねぇ……ルウウウウウウウウアアアアアアアアア!!」

　いきなり絶ぜつ叫きようするや、ルケは頭を思いっきり下げた。それこそ、額が床につくくらいに。一つ問題があるとすれば、ルケは並外れた怪力と、並外れて頑がん丈じような肉体をもっていたということである。

　すなわち、鋼鉄よりも硬かたいルケの頭ず突つきが隕いん石せきのように打ち付けられた結果、床板はあっさりと砕け、家全体が震しん動どうで激しくゆれた。

　いきなり頭突きで床を破は壊かいした姉を目まの当たりにして、さすがのソフィーもすこしタジタジしていた。

「い、いきなりなにを……」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ、なのです!!」

　クロロは、一層おびえた表情でルケから遠ざかっていく。

「まだまだこの程度じゃすまさねぇ、って意味なのですか!?　ルケのやつ、今度こそあたくし様たちを皆みな殺ごろしにする気なのですぅぅぅ!!」

（なんか思いっきり誤解されちゃってるよぉぉぉぉぉ、アタシどうすればいいんだ、助けてくれよ、リースの姉者ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ）

　恐怖のために半泣き状態のクロロだが、ルケも内心で泣きたい気持ちになっていた。

「ま、待ってよ、クロ、落ちついてよ！」

　と、そこでようやく復活したシュンがルケの前に飛び出してきた。

「ソフィーもクロも冷静になってよ。ルー姉さんは今、すまないって言ったでしょ？　きっとごめんなさいって謝ったんだよ」

（おぉ、さすがシュン、アタシの弟だ。そうだよ、アタシは今謝ったんだよ！）

　だが、おびえたクロロが必死に反論してきた。

「シュンの脳みそはノー天気すぎるのです！　その筋肉バカが、そんな殊しゆ勝しようなセリフ言うはずがねーのです！」

「そんなことないよ、ね、姉さん？」

（あぁ、そのとおりだ、アタシは謝りたかったんだ）

　ルケはうなずきながら答えた。

「アタシは、あやめたかったんだ」

（やべっ、嚙んじゃった）

「ひぃぃぃぃ、殺あやめたかったなんて、やっぱり殺されるのですぅぅぅぅ!!」

　泣きじゃくるクロロ、怖い顔のまま仁に王おう立だちしているルケ（内心泣いている）、オロオロするシュン、警けい戒かいするソフィー、そんな姉兄妹きようだいたちの様子をながめてどう対応したものかと悩なやむアンジュたち。室内はもはや混こん沌とんそのものというべき状じよう況きようだった。

　そんな中、バタリと、部屋の扉とびらを開けて入ってくる人物がいた。

「失礼します。新たな情報を入手しました……えっと、なにかあったのですか？　なぜ床に穴がいくつも開いているのですか？」

　と、部屋の中の惨さん状じように眼を剝いたのは、中年の男性だった。

「ロッシュ卿きよう。それはあまり気にしないでください」

　と、アンジュが応対する。やってきたのはジュヴレーヌ王国所属、エシュヌ教国の大使を務める騎士、ロッシュであった。メンバーの中でエシュヌにもっともくわしい彼は、聖地を脱だつ出しゆつしてこの村に退たい避ひした後、情報収集のために動いていたのである。

「それよりロッシュ卿。なにがあったのですか？」

「はい、先ほど入手したばかりの情報ですが──聖女と呼ばれるリース卿は、新教徒側の野や営えい地に帰き還かんしたようです」

「なるほど。まぁ当然でしょう」

「問題なのは、それと同時に新教徒軍が壊かい滅めつしたということです」

「どういうことですか？」

「情報が錯さく綜そうしていて確認が取れていないのですが、新教徒側が大混乱に陥おちいっているのは事実です。本隊が大打だ撃げきを受けたことは、少なくとも間ま違ちがいないと思われます──不確定な情報ですが、帰還したリース卿が突とつ然ぜん味方の軍勢を攻こう撃げきして壊滅させた、とも言われています」

「本当ですか!?」

「なにぶんこの状況では、確認に時間がかかります。ただ、重要な情報だと思いましたので、大急ぎでお伝えしたのです」

「ふざけんなっ!?」

　と、怒ど鳴なり声をあげたのはルケである。ルケは肩かたをいからせながらロッシュに近づくと、そのえり首を摑つかんで吊つり上げてしまった。

「姉者がそんなことするわけねぇだろ！　デタラメ言ってんじゃねぇぞ！」

「そ、そんな、わたしはただ……」

「姉さんやめて、落ちついてよ！」

　あわててシュンがルケの腕うでにしがみつき、強引にロッシュを引き離はなした。ロッシュは軽く咳せき込みながら、ルケを睨にらむが、ルケがもっと怖い顔で睨むと視線をそらしてしまった。不ふ機き嫌げんなときのルケの眼がん力りきはそれこそ魔ま獣じゆうもはだしで逃にげ出すほどの迫はく力りよくがあるのである。

「ロッシュ卿。情報の確認にはどれだけかかりますか？」

「わたしの部下を総動員していますが、新教徒側が混乱しているせいで、誤情報が飛び交っている状況でして……」

「やーれやれ、どうやらここはあたくし様の出番みたいなのですね」

　と、進みでたのはクロロだった。たった今までルケにおびえて泣きじゃくっていたはずなのに、腰こしに手を当て、得意そうな顔で室内にいる騎士たちを見まわしている。

「そうですね、せっかくクロロと合流できたのですから、あなたにも働いてもらいますか」

「ふふん、無能なシュンやソフィーやルケにかわって大天才であるあたくし様が一働きしてやるのです」

　どうやら、自分の得意分野の話題が出てきたので、普ふ段だんの調子を取り戻もどしたらしい。よかった、と内心胸をなで下ろすシュン。

「えっと、大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　と、アンジュがシュンに尋たずねてきた。

「彼女にはいったいなにができるのですか？」

「うん、アンジュさんはクロロの能力を知らないっけ？」

　前回アンジュがクロロと会ったときは、説明していなかったようだ。

「まぁ見ていればわかるよ。クロロは情報戦のプロだからね」




　シュンの姉妹は誰だれもがなんらかの天才的な才能を持っている。それを利用してソフィーたちは人間社会にとけ込むと同時に出世して、各国の重職についていた。

　それはクロロも同様である。

　クロロ・ロロゼ・ダンシュ。家族の前では態度の大きい毒どく舌ぜつな十歳の子供。その肩かた書がきは、ヴィジョン魔ま導どう国家所属、国際情報統とう括かつ官である。

　ヴィジョン魔導国家はバーガント東部に位置する国であり、名前の通り、魔導工学の発展によって国力を大きくした国である。

　その国において、クロロはバーガント大陸全土の外交情報の収集と分ぶん析せきを行うための専門家として普段は活かつ躍やくしているのだった。

　クロロのような子供がどうやってそんな職業についたのかまではシュンも知らないが、クロロの能力を考えれば天職だろう。おまけに、情報収集のため、という名目で、クロロは比ひ較かく的てき自由に他国へ行き来できるからこそ、シュンたちと会うこともできるのである。もっとも、そんなクロロでも内戦中のエシュヌへ入国することは難しかったようだが。

「こっちの配線をつなげるのです」

「はいはい」

　そして現在、シュンはクロロの指示に従って、部屋に用意した魔導モニタの配線をつなげているところだった。大型のモニタが家の中にあったので、みんなが集まっている部屋まで移動させたのである。

「じゃ、こっちもつなげるのです」

　と、クロロは自分の魔導端たん末まつをモニタと接続して、なにやら操作をしていた。どうなるのかな、と様子をうかがっていると、やがてモニタに映像が映った。

　画面はずいぶんと暗いが、なにか映像が映っていた。夜の光景だからだろう。ところどころ、なにかが燃えているらしく炎ほのおが上がっている。その光のおかげで周囲の様子がかろうじて判別できた。

「なに、これ？　破壊されているの？」

「新教徒軍の野営地があったらしい場所の映像を映しているのです」

「すごいですね。どこから映像を持ってきたのですか？」

「むこうの兵士が持っていた端末に介かい入にゆうして、カメラの映像を見ているのです。大気中の〈魔ス元ク素レ〉を媒ばい介かいにしてここまで引っ張ってきたのです」

　言いながらもクロロはモニタにつなげた端末の上で指を動かし、なにやら操作している。

「これは一分前の映像なのです。もっとさかのぼって、以前の映像を見るのです」

　と、映像が逆再生されていった。燃え上がっていた炎が消え、破壊された何かの残ざん骸がいがもとの天幕の形へと再構成されていく。そして──

「なんですか、あれは？」

「まさか、リース姉さん？」

「一いつ刻こくほど前の映像なのです」

　映像が停止した。夜の野営地は暗いが、警戒のため、要所要所に灯とう火かが設置されている。しかし明らかに不自然な形をした明かりが上空に浮うかび上がっていた。それは、翼つばさを広げた人間が虹にじ色いろに輝かがやく姿だった。

「これ、絶対リース姉さんだよ」

「映像を再生するのです」

　そのあとの光景は、おおむね予想通りだった。バアアアアンッ、というなにかの破は砕さい音とともに、野営地が一いつ瞬しゆんで破壊され、逃げまどう新教徒の兵士たちを背景に、一いつ切さい合がつ切さいがあっというまに破壊されていく光景が映し出されたのだった。

「……決定的ですね」

　と、ソフィーが肩をすくめる。

「姉さんが自らの手で新教徒軍を壊滅させたのは確実です」

「でも、どうしてそんな……」

「どうなってやがるんだ、チクショウ!!」

　バンッと、なにかが砕くだける音。見れば、ルケが力任せに壁かべを殴なぐって、壁に穴が開いていた。

「姉者はなぁ、こんな、何の理由もなく暴れるような奴やつじゃねぇ。そんなことはアタシが一番よくわかってる。さっきから、姉者の様子が変だ。いったいどうなってやがる!?」

　ルケは自分が慕したうリースの行動がわからず、苛いら立だっているようだった。とりあえず成り行きでルケをここに連れてきたのはシュンだが、これ以上暴れるようだとまずい気がする。

「シュナブランさん、ちょっと」

「ん？　なに」

　アンジュに呼ばれた。なにやらアンジュも難しい顔をしている──まぁ状況を考えればとても明るい表情ではいられないか。

「私も行きます」

　と、ソフィーもシュンについてきた──たぶん、ジュヴレーヌの関係者としての話だろうから、ソフィーがいてもいいだろう。というか、本来クロロとルケみたいな部外者がこの場にいることがおかしいのだ。責任者であるアンジュがシュンたちの事情を理解してくれているから許してもらえているのである。

「まずいことになりましたね」

「そうだね」

　三人で隣りん室しつに移って話し合いをする。アンジュは、同期二人の顔を見た。

「状況は悪化しています……が、ここだけの話、最悪の事態にはまだ至っていません」

「そう、かな？」

　シュンにとっては充分最悪な状況なのだが。

「シュナブランさんたちの心境には、同情します。ですが、わたしたちがこの国へ来た本来の目的を思い出してください」

「……内乱をおさめるためかな？」

「その通りです。我々にとって最悪の状況は、内乱が一方的に終しゆう了りようしてしまうこと。すなわち教皇側が完全敗北して政権がひっくり返ることです。聖地は失いましたが、現在教皇猊げい下かは我々が保護しています。状況はわかりませんが、新教徒側も壊滅的な被ひ害がいを受けたということは、内乱の決着は先延ばしになったといえます。むしろ双そう方ほうの継けい戦せん能力が失われたのならば、我々が仲立ちとなって休戦協定を結びやすくなったともいえます」

　アンジュがわかりやすく情報をまとめてくれる。なるほど、確かにジュヴレーヌにとっては必ずしも悪いことばかりではないのか。

　だがそれはあくまでシュン個人の立場を抜ぬきにしたときの話。シュンとしてはもちろん、リースの問題を何とかしないといけない。

「リース卿きようの強さは異常です。残念ですが、わたしや使節団のメンバーが束になっても、彼女には敵わないでしょう」

　アンジュはその事実を認めた。大聖堂で対たい峙じしたときに感じたリースの異常さ、アンジュでは太た刀ち打ちできなかった。

「わたしにできることは、このまま本国からの援えん軍ぐん到とう着ちやくを待ち、戦力を整えた後、改めてリース卿と交こう渉しよう、もしくは戦せん闘とうすることだけです」

「……それは、少し待ってもらえないかな？」

　アンジュの立場上、そうせざるを得ないのはわかる。だがそれはシュンにとって最悪の選せん択たく肢しである。

「リース姉さんと闘たたかうことだけは、待ってもらえないかな？　なんとかボクが……」

「いいえ、ボクたち、ですよ。兄さん」

　ソフィーに訂てい正せいされ、シュンは、ごめん、と妹に謝った。

「そう、ボクたち家族が姉さんを止めて、この国の問題も全部解決してみせる。だから、ほんの少しだけ待ってもらえないかな？」

「えぇ、あなたならおそらくそう言うだろうと思っていました」

　予想通りです、とうなずくアンジュ。

「わたしだって、リース卿と事を構えたいわけではありません。彼女が大人しく交渉の席に戻ってくれるのなら、なにも問題はありません」

「任せておいて。絶対姉さんを説得してみせるから」

「……なにか、手伝えることはあるかしら？」

　いつのまにか、隣となりの部屋につながる扉とびらの前にミュスカがやってきていた。

「わたしにできることならなんだってするわよ。今回は一応わたし、あなたたちの護衛係だしね」

「シュナブランさん。手伝いが必要なのでしたら、わたしにも」

　と、アンジュも手を挙げてくれる。二人の申し出は、正直すごく嬉うれしかった。嬉しかったけれど──シュンは、首を横に振ふった。

「気持ちは嬉しいよ。アンジュさんも、ミュスカ先生も、本当にありがとう……だけど、手伝いはいらないです。ボクたちだけで何とかしますから」

「……やっぱり、わたしたちじゃ足手まといかしら？」

「シュナブランさん、なにを今いま更さら言っているのですか」

　と、アンジュが顔を紅潮させた。

「ここまで巻き込んでおいて、今更蚊か帳やの外というのは納得できませんね。それは、わたしでは力不足かもしれませんが、なにか力になることはできるはずです」

「あぁ、ごめんね。別にアンジュさんたちが力不足、って言いたい訳じゃないんだ。むしろ手伝ってくれるなら心強いよ」

「なら……」

「でも、手伝いはいりません」

「なぜですか!?」

　詰つめ寄よるアンジュに、シュンは、すこしだけ悲しそうな顔で答えた。

「リース姉さんはボクの家族だから」

「どういう、意味ですか？」

「そのまんまの意味だよ。リース姉さんとルー姉さんはボクの家族だから、その家族がこの国で事件を起こしてみんなに迷めい惑わくをかけたんだとしたら、家族であるボクたち自身の手でその問題は解決しないといけないんだ。それがケジメだと思うから」

「…………」

　アンジュはその説明を聞いて、うまく反論ができずに口ごもってしまった。

　なんだろう、この気分──アンジュは、自分でもよくわからずに混乱していた。今まで散々迷惑をかけてきたシュンが、急に殊しゆ勝しようなことを言うなんて気持ち悪いというか、けれど芯しんの通ったことをきっぱり言ってのけるシュンが妙みように男らしく見えるというか……

「……わたしでは、あなたの助けになれないのですか」

　自然、アンジュの口からそんな言葉が漏もれていた。自分でも意識して口にした言葉ではなかったので、なんでそんなことを言ったのかわからず自分で驚おどろくアンジュ──いや、これはただ、同期の同どう僚りようとしてシュンを気き遣づかっただけで、決して深い意味はない。

　ソフィーが、おや、となにかを察したような眼でアンジュを見つめてきた。アンジュは咳せき払ばらいをしてごまかす。シュンは、特に深く考えず、アンジュに告げた。

「気持ちは嬉しいよ。そうだね、もし手伝ってくれるっていうなら、悪いけど、リース姉さんの攻こう撃げきに巻き込まれた人たちの救きゆう援えんをお願いできないかな？　ボクたちも、リース姉さんをなんとかした後、戻もどってきたらそっちを手伝うから」

　行こう、とシュンはソフィーを伴ともなって部屋を出る。そのまま、クロロやルケと共に家を出て行った。

　残されたアンジュは、妙に落ちつかない気持ちでシュンたちのいなくなった室内を見まわした。急に自分一人だけ置き去りにされてしまったような、そんな違い和わ感かんを覚えたのだ。室内には仲間の騎き士したちがいるというのに、アンジュにとって、シュンやソフィーの存在は自分で考えている以上に大きくなっていたのだと再認識した。

「アンジュ卿。我々もそろそろ」

　そんなアンジュを見て、ミュスカが静かに先をうながす。わかっています、とアンジュもうなずいた。今は一時の感傷に浸ひたっている余よ裕ゆうすらない。アンジュたちが為なすべきことはいくらでもあるのだ。

「全員集まってください。今後の我々の行動について、再確認します」







「それで、リース姉さんは、なんであんなことになったの？」

　尋たずねるシュンに答えたのは、クロロである。

「この状況じゃ手がかりが少なすぎるのです──ま、大天才であるあたくし様は、すでに推測を完かん了りようしているのです」

　ふふん、と得意げな様子のクロロ。さっきまでは散々ルケにおびえていたのに、だいぶ調子を取り戻したようだった。

「リースは急に苦しみだした後、無差別攻撃を始めた──確かそうだったのですね？」

「うん」

「『ファムアテルの果実』──現物を見ていないから、あたくし様でもその正体はわからねーのです。ただ、リースの言うとおり、その果実が神の魂たましいだとするのなら、リースの肉体が神にのっとられた可能性が高いのです」

「それって、もしかしてけっこうヤバくない？」

「ちょーヤベーのです」

　クロロの顔が曇くもる。

「世界を創造した神々が実在した場合、その力は当然、あたくし様たちの常識外のレベルだったはずなのです。そんな連中の魂を直接体内に取り込んだりして、いくらリースでも制せい御ぎよできるはずがねーのです」

「だよね……しかもリース姉さん、直接丸吞のみしていたし」

「別にその方法は間ま違ちがってねーのです。むしろ理にかなっているのです」

　え、そうなの？　と驚くシュンにクロロが説明してくれた。

「魔ま族ぞくは元々、経口摂せつ取しゆしたものを吸収する能力が高いのです──たとえばペルデの奴やつは、モニカを丸吞みすることで、モニカの所有していた《滅神咒具エスカトロイ》を〈神覇融合インモルテル〉レベルまで強化した上に自分の能力として使用していたのです。リースだって魔族の血が流れてるのですから、神の魂を自分のものにするために吞み込む行こう為い自体は間違ってねーのです──ま、結果的には失敗だったのですけどね」

　ペルデの件は、言われてみれば確かにその通りだった。

「小難しい話はいいんだよ」

　不ふ機き嫌げんそうに声を漏らしたのは、ルケである。ルケに睨にらまれ、ひぃっ、とクロロは震ふるえあがっていた。

「姉者を助けるにゃ、どうすりゃいいんだよ？　それが一番大事なとこだろうが」

　もっともである。クロロは、ちょっとビクビクしながら答えた。

「それは……わからねーのです」

「ふざけんじゃねーぞ！」

　大声を出すルケ。

「てめぇ、アタシなんかよりよっぽど頭いいんだろ？　ならいい方法を考えろよ！」

「で、ですけど……」

「いい方法が思いつかねえってなら……思いつくまでアタシがお前のこと、かわいがってやろうか？（意訳：思いつくまでアタシがなんでも手伝うぜ）」

「ひぃぃぃぃぃ、殺されるのですぅぅぅぅ」

「まぁ、落ちついて。ルケ姉さんも、そんな怖こわい顔しないでよ。クロがおびえてるよ」

　と、慌あわてて仲裁に入るシュン。ルケは、チッ、と舌打ちすると、シュンたちに背中を向けた。

「めんどくせぇ、もういい。元々、グダグダ考えるのは苦手なんだ」

　肩かたを怒いからせ、単身進んでいくルケ。待って、とシュンはルケを呼び止めた。

「どうする気なの!?」

「姉者はアタシ一人で助ける」

「でも、どうやって助ける気なの!?」

「ゴチャゴチャ難しいこと言ってたけど、要は、姉者が悪いもん食ったから調子が悪くなったってことだろ？」

　思わず脱だつ力りよくするシュン。そんな言い方をしては身も蓋ふたもない。

「なら話が早はえぇ。とりあえず、姉者の腹を思いっきりぶん殴なぐれば、悪いもんを吐はき出すだろ。それで全部解決だ」

「……さすがにそんな簡単にいくのかなぁ……」

　行き当たりばったりな作戦を考えるのはシュンの得意分野だが、ルケの前ではその分野でも負けてしまう。というか、いかに脳天気なシュンでも、ルケの乱暴な作戦が成功するとは思えなかった。

「ゴチャゴチャしゃべってたってなにも変わらねえんだよ。ダメだったらそんときだ。アタシは一人でやるぜ──お前らは、アタシのジャマすんじゃねーぞ。ジャマしたら、お前らからぶっ殺すからな！」

　ルケの全身を〈魔ス元ク素レ〉が包み込んだ。次の瞬しゆん間かん、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による高速移動であっというまにルケの姿が見えなくなってしまった。

「行っちゃった……どうしよう？」

「いいのではありませんか」

　と、答えたのはソフィーである。ソフィーは終始ルケを止めようともしなかった。

「ルケ姉さんは、知っての通り、私たちと連れん携けいをとるようなタイプではありません。もちろんあの圧あつ倒とう的てきな強さは惜おしいですが、共きよう闘とうできない以上、頼たよりにはできません」

「それは……そうだけど」

「ルケがいなくなって清々したのです！」

　クロロまでそんなことを言い出した。確かにルケとは昨日激しく戦いあった関係で、ソフィーとしても簡単に受け入れられない事情はわかる。けど、ルケは間違いなくシュンたちの家族なのだ。このままの状じよう況きようはよくないと、シュンは感じた。

「それでリースの件なのですけど」

　と、クロロが端たん末まつを操作しながら説明する。情報を常に収集しながら移動しているようである。

「リースは今、ここから西南西に川を三つ越こえたあたりの位置にある街を襲しゆう撃げきして、それを破は壊かいしたようなのです」

「……なんで、街を壊こわすんだろう？」

　シュンとしては、そこが一番わからなかった。

「さっき言ったとおり、リースの肉体は神の魂が占せん拠きよしているのです。おそらくですけど、リース本人の意思は残っていないはずなのです」

「それだと、つまり神様が街を破壊してるの？　それこそなんで？」

「そんなこと、あたくし様にわかるわけねーのです。あたくし様はまだ神様になったことがねーのですから」

「まぁそうだよね……で、クロ。姉さんを止めるには、どうすればいいの？」

「繰くり返すのですけど、あたくし様も『ファムアテルの果実』の現物を見たことがないから、リースが実際どんな状況なのかわからねーのです。今、〈魔ス元ク素レ〉を伝達させて遠えん距きよ離りからリースを観察してるのですけど、ほとんど解かい析せき不能状態なのです」

　腕うでを組んで、小さな口をとがらせるクロロ。

「説得して、それがムリなら力ずくでリースをとっつかまえて、開腹手術で飲み込んだ果実を取り出せば意識だって取り戻す……気がするのです」

「なんだか、結局ルー姉さんの結論と大差なくない？」

　そこでなぜかクロロが、ガーンなのです、とショックを受けていた。

「大天才であるあたくし様が、よりによって脳みそ筋肉なルケと同程度なんて……」

　どっちにしろ、クロロでも妙みよう案あんが思い浮うかばないなら、シュンではそれよりいい案なんて思いつかない。下へ手たに考えるより行動に出た方が速い──ってこれも結局ルケと同じ結論な気がする。シュンとルケの思考回路は似たり寄ったりなようだ。

「ソフィー。ケガは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「えぇ。問題ありません」

　すまし顔で答えるソフィー──ルケとの戦いでだいぶ消しよう耗もうしたし、ソフィーだって全快状態ではないはずだが、少なくとも表面上はそれを出さずに平然としていた。

「まぁいいのです。とにかくシュンとソフィーは、リースと直接戦って、データを収集するのです！　それをあたくし様が解析して、打開策を考えてやるのです」

　シュンとソフィーが前で戦って、クロロが後方支し援えん──いつもの配置である。だが、それでいい、とシュンは思った。いつも、重要な局面ではこの配置でやってきたのだ。今回もこれできっとうまくいく、シュンはそう信じていた。

「いこう。ボクの……いや、ボクらのリース姉さんを取り戻そう！」




「ルウウウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　ルケの雄お叫たけびが大気を震しん動どうさせた。同時に大爆ばく発はつが起こり、周囲に砕くだけた岩がん盤ばんが飛び散った。

　すでに夜は明け、周囲は明るくなっている。場所はエシュヌ教国の領土内、周囲を山に囲まれた盆ぼん地ち状の地域。そこでルケとリース、姉妹は激しくぶつかり合っていた。

『……………………』

　リースは、しゃべらない。輝かがやく翼つばさを広げた状態で空中に静止しており、赤く輝く瞳ひとみで静かに地上を見下ろしている。

　その視線の先には、ルケがいた。《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》を装備した戦せん闘とう態勢。しばらく前から二人は戦闘状態に突とつ入にゆうしていた。

「リースの姉者！　アタシの声が聞こえねぇのか!?」

『……………………』

　ルケの叫さけびにも、リースはなんの反応も返してこない。ちっ、と舌打ちするルケ。クロロも言っていたとおり、リースにはすでに以前の意識はないようだった。

　だったらしかたない。当初の予定通り、リースをぶん殴ってでも大人しくさせるしかない。うらまないでくれよ、とルケは内心でつぶやいた。

『……………………』

　宙に浮かぶリースが手の杖つえを持ち上げた。《至タ聖ン空プ杖ル》である。《至タ聖ン空プ杖ル》の先が輝くと同時に、バァァァンッ、リースの眼の前の空間が破は裂れつした。同時に亀き裂れつが空間を伝わって、一いつ瞬しゆんのうちにルケを吞み込んでしまう。

「ルウウウウウウウウ!!」

　ルケは、ひるまない。雄叫びと共に、視界を覆おおう空間の亀裂めがけて正面から突つっ込こんでいった。

　全身に衝しよう撃げき。破壊された空間というものは、物理特性を無視してあらゆる物質を破壊してしまう。ルケのように正面から突っ込めば、それこそ全身バラバラになってしまうのだ。

　だがルケの《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》は、最高の防ぼう御ぎよ力を誇ほこる鎧よろいである。ルケの頰ほおにわずかな切り傷ができたものの、鎧に包まれた肉体は無事だった。空間の亀裂を力ずくで突とつ破ぱしたルケは、そのまま地面を力一いつ杯ぱい蹴けって跳ちよう躍やく。

　砲ほう弾だんのような勢いで飛び上がったルケの体が一直線にリースへと迫せまる。

『……………………』

　リースが手をかざした。その手のひらに黒点が生みだされる。圧縮空間によって生みだした疑似闇崩落ブラツクホールである。正面から迫るルケめがけて、リースは闇崩落ブラツクホールを叩たたきつけた。

「そんなものぉぉぉぉぉぉっ!!」

　叫び、ルケは鎧に包まれた拳こぶしで眼の前に迫る黒点を、力一杯殴なぐり飛ばした。バチバチッ、ルケの拳がはげしく震動。腕が弾はじき飛ばされそうな強い反発力。稲いな妻ずまが周囲に飛び散る。だがルケはそのまま雄叫びと共に全身の力を腕に集中させ、強引に腕を振ふり切った。殴り飛ばされた闇崩落ブラツクホールはあらぬ方向へ弾き飛ばされ──やがて、彼方かなたにある山に命中。地面が球状にえぐり取られ、山の稜りよう線せんが歪ゆがんでしまった。

『……………………』

　そしてルケが闇崩落ブラツクホールの対処にわずかに気をとられたスキに、ルケの眼の前にリースが迫っていた。リースはそのまま《至タ聖ン空プ杖ル》の先せん端たんを、ルケめがけてつきだした。

「ルアアアアアアアアアアアア!!」

　ルケは深く考えず、その杖を左手で殴り飛ばした。が──ガギンッ、固い激げき突とつ音。リースは目前に浮いたまま微び動どうだにしない。反対にルケの手に鈍にぶい痛みと痺しびれが伝わってきた。桁けた外はずれの怪かい力りきを誇るルケの拳を、リースはあっさり受け止めてしまったのだった。

　リースの《至タ聖ン空プ杖ル》が光る、瞬間、ルケの体が地面めがけて発射された。跳躍したとき以上の勢いで落下するルケは、まともに受け身すらとれずに地面に激突。その衝撃で周囲に小規模の地じ震しんが発生した。

「まだだっ！」

　が、ルケはすぐさま跳とび跳はねるように起き上がり、さらにリースに立ち向かおうとした。が、そのルケが思わず動きを止める。

「おい、マジかよ、姉者!?」

『…………………………』

　空中で静止したままのリース。その周囲を、無数の黒点がとりかこんでいたのだ──疑似闇崩落ブラツクホール。それが数百個近く、リースの周囲の空間に浮いているのである。

　あの数を全て殴り飛ばすのは、さすがのルケでもムリだ。それくらいの計算はできる。そもそも、山を消し飛ばすほどの威い力りよくがある攻こう撃げきを数百も同時に放たれれば、このあたりの地面そのものが消しよう滅めつしてしまう。

「姉さん、大丈夫なの!?」

　聞き慣れた声に、ルケは思わず眼を見開いた。先ほど別れたはずのシュン。そのかたわらにはソフィー。弟てい妹まいがルケの戦場へとやってきたのだった。

「バカ野や郎ろうが。来るなって言っただろう！」

「でも、リース姉さんとルー姉さんを放っておけないよ！」

　シュンが叫び返してくる。ルケは舌打ちしながら上空を見上げた。

『……………………』

　リースもまた、この場に現れたシュンとソフィー、二人の存在を認識していた。だが、その表情は人形のように微動だにしない。ただ、静かに杖を振り下ろした。次の瞬間──数百もの闇崩落ブラツクホールが地上に降り注いだ。

「なっ!?」

　シュンたちも、凄すさまじい攻撃がリースから放たれるのを認識した。すぐに反応し、シュンとソフィーはそれぞれが退たい避ひ行動に移った。だが遅おそい──ルケの眼にはそう映った。

　なにしろ数百もの攻撃。逃にげる場所などほとんどない。さらにリースの空間攻撃は、命中すれば問答無用で大ダメージを負ってしまう。ルケが耐たえられるのは、防御に特化した《滅神咒具エスカトロイ》を持っているためだ。シュンとソフィーでは、それこそ攻撃がかすめただけでも致ち命めい傷しようになるだろう。

「お前ら、そこを、動くなっ！」

　ルケは叫び、シュンたちの前に躍おどり出た。それこそ自分の体を盾たてにするようにして二人をかばう。

　無論ルケも、なにもせず攻撃を食らうだけではない。眼の前に迫る闇崩落ブラツクホールを、殴り飛ばす。それこそ眼にも止まらぬ速さで動きながら、シュンたちに命中しそうな黒点を瞬しゆん時じに見み極きわめ、弾き飛ばしていく。

　右手で殴った黒点は、だが重い。大きさは爪つめの先ほどの小さな点だというのに、城じよう塞さいでも殴っているかのような重い手て応ごたえ。それでもルケは強引に殴り飛ばすが、一つを殴り飛ばす間に何個もの新あら手てが自分たちに迫っていた。

　左手も、両足も使って弾いていくが、それでも足りない。ルケは咄とつ嗟さに体で闇崩落ブラツクホールを受け止めた。腹部に命中した闇崩落ブラツクホールは、ルケの全身を瞬間的に押しつぶすべく、圧力を増す。が、ルケはその攻撃に耐えた。いや、耐えたと思ったが──ゴフッ、喉のどの奥から血が噴ふき出た。

《要塞鎧冑フオルトレス》は大だい丈じよう夫ぶ。最強の鎧は、闇崩落ブラツクホールの直ちよく撃げきであっても傷一つなかった。だが、それを着るルケ自身は生身の存在である。ルケの肉体は、ノーダメージとはいかなかったようである。

「姉さん！」

　シュンが叫び、ルケを助けようと飛び出してきた。が。

「ジャマだ、バカ野郎！」

　口くち汚ぎたなく吐はき捨すて、近寄ってきたシュンをルケは逆に殴り飛ばした。悲鳴を上げるヒマもなく地面に叩きつけられる寸前のシュンを、ソフィーが受け止め、二人はたがいにからまって地面に転がった。

　そんな二人の様子を見たルケは、それでいい、と内心で思った。

　二人に動き回られたらかえって面めん倒どうなのだ。地面に倒たおれたまましばらく動かないでいてくれた方がルケには都合がいい。

　空中にはまだ百個以上の闇崩落ブラツクホールが残っているのだ──その攻撃から弟妹を護まもるには、自分の体を盾にするしかない。ルケは覚かく悟ごを決めた。

　ルケの全身に闇崩落ブラツクホールが命中。圧縮空間はルケを紙切れのごとく押しつぶそうとしてくる。ルケにはもう、その攻撃を弾くだけの余力がなかった。ただ自分の頑がん丈じようさを信じて、全てを肉体で受け止めることしかできない。そして──




「ルー姉さん!?」

　シュンの眼の前で、ルケの体が無数の黒点に吞のみ込まれるのが見えた。地面が黒点に触ふれるだけで消滅していく。小さな見た目に反して圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力を誇ほこるその攻撃は、直撃すればシュンなどひとたまりもないだろう。

　その攻撃を、ルケは全て体で受け止めていた。

「まさか、あのルケ姉さんが、私たちをかばってくれたのですか？」

　その行動に驚おどろいているのはソフィーである。普ふ段だんのルケの言動からは、その行動は予想できなかったのだろう。

　だがシュンは知っていた。ルケが、本当は優しい姉であることを──なぜなら、ルケはシュンの姉なのだから！

「ルー姉さん！」

　攻撃が、止まった。地面が消滅して、どれくらいの深さがあるか想像もつかないほど深く、巨きよ大だいな穴がそこに生みだされていた。

　その穴の淵ふち、ギリギリの位置にルケは仁に王おう立だちしていた。ルケが立つその位置より背後の地面だけは全くの無傷だった。全ての攻撃をルケが受け止めたからこそである。

「姉さん!?」

「……うるせぇぇぇっ！」

　駆け寄ったシュンを、だがルケは振り向きざまに殴り飛ばした。まさかまた殴られるとは思ってなかったシュンはまたも無ぶ様ざまに地面に転がった。

「なにしてるんだよ、お前ら」

　ルケは、不ふ機き嫌げんそうにシュンとソフィーを見つめる──その顔が、鮮せん血けつで赤く染まっていた。唇くちびるの端はしから血がこぼれている。頭もケガをしたのか、顔全体を血が伝わって血まみれだった。ルケの鎧は無傷だったが、その下の肉体はすでにボロボロだった。

「ルー姉さん、ひどいケガだよ、すぐに手当しないと!?」

「うるせぇ、大きなお世話だ！　アタシのジャマをするな！」

　邪じや険けんに手を振って、シュンたちを追おい払はらおうとするルケ。

「言ったはずだ。リースの姉者はアタシが止める。お前らはジャマだ！　これ以上ジャマするなら、お前らをぶっ殺すぞ！」

「姉さん、そんな言い方はないと思います」

　と、さすがのソフィーも気け色しきばむ。

「うるせぇ、アタシのジャマをすんなっ！」

　叫さけぶルケ──その瞬間、シュンたちの頭上から凄まじい圧力が襲おそいかかった。

「な！」

　なすすべなくシュンとソフィーは地面に倒れ、そのまま身動きがとれない──まるで、見えない壁かべが上からのしかかってきたかのようである。ミシミシバッ、圧力で地面そのものがつぶされ、地割れができる。

『……………………』

　上空には、光の翼つばさを広げたリースが浮ういていた。その手の《至タ聖ン空プ杖ル》が輝かがやいている。これもリースの攻撃か。シュンはうつぶせのままうめいた。とんでもない圧力だ。うつぶせのまま、指一本動かせない。それどころか、呼吸さえもまともにできない。口を開けても、胸の中に空気が入ってこない。苦しい。

「姉者ぁぁぁぁぁぁっ!!」

　だがそんな圧力が同じくかかっているはずなのに、ルケだけは一人仁王立ちのままだった。すでに全身血まみれなのに、両足を踏ふん張ばってルケは圧力に耐えている。ボゴッ、圧力で、ルケの足がスネまで地面に埋うもれた。だがそれでもルケは倒れない。

　両足を踏ん張ったまま、ルケは雄お叫たけびをあげながら両りよう腕うでを足あし下もとの地面に突つき刺さした。いったいなにを、と見守っていると──ボゴリ、地中に埋もれていた岩をルケは引き抜ぬいた。シュンの何倍もの大きさがある岩だ。それを両手であっさりと持ちあげたルケは──

「ウルアアアアアアアアアア!!」

　空中のリースめがけて力任せに投げつけた。

『…………』

　微動だにしないままのリースに大岩は命中──いや、リースが杖を前につきだし、その先せん端たんで岩を受け止めた。岩は、空中で一度静止し、地面へと落ちていった。

「うっ……圧力が、消えた？」

「助かりました」

　シュンとソフィーもすぐさま飛び起きる。ルケのおかげで、ダメージも最小限度に止とどめられていた。

「姉者、まだ思いださねぇのかよ！」

　ルケは、リースに向かって声を張り上げた。負傷のせいで血まみれのルケは、まさに血の滲にじむような声を張り上げていた。

「アタシはあんたの妹のルケだ！　あんたにいっつも迷めい惑わくかけてばっかのダメな妹だ！　ついでにそっちにいるのはシュンとソフィー！　あんたが昔からかわいがってきた弟妹だ！　まだ思いださねぇのかよ！」

『…………』

　リースに変化はない。それでもルケは声を張り上げ、姉に語りかけていた──やっぱり、ルケにとって、リースはなによりかけがえのない姉なのだ。ルケがこんなに必死になっている姿を、シュンは初めて目まの当たりにした。

　だからこそ、絶対にリースを助けなくてはならない！

「クロ！　聞こえる!?」

『聞こえてるのです』
















　魔ま導どう端たん末まつでクロロに連れん絡らく──端末は最初から起動していて、そこから伸のばしたイヤホンを耳に入れている状態である。端末を操作しなくても後方にいるクロロとは自由に会話できる状態だった。

「解かい析せきはどうなったの!?　リース姉さんは、どうやったら助けられるの？」

『今やってるのです……あぁ、けどこれ、かなりヤベー状態なのです』

　イヤホンから漏もれるクロロの声が暗い。

「なにがあったの？」

『……解析中なのですが、リースの肉体がすでに変質して〈魔ス元ク素レ〉の結けつ晶しよう体が細さい胞ぼうの間に侵しん食しよくをはじめているのです。その結果としてエスカル効果が発生して、リボルト核かく酸さんが電位反応を示して……』

「ごめん、なんのことだかさっぱりわからない！」

『……つまり、リースが吞み込んだ『ファムアテルの果実』とリースの肉体がすでに融ゆう合ごうしている、ということなのです』

「それって……」

「つまり、当初計画していたように、リース姉さんの腹を切り開いても果実は取り出せない、ということですか？」

　ソフィーが割り込んできた。端末の向こうで、クロロがうなずく気配があった。

『二つが融合したら、物理的に二つを分けることは不可能なのです。ワインとビールを混ぜてカクテルを作ったら、もう元には戻もどらないのと同じ理り屈くつなのです』

「そんな……なんとかならないの!?」

『今考えてるのです！　もう少し時間をよこせ、なのです！』

　クロロの怒ど鳴なり声が耳元で響ひびく──こんな反応を見せるとは、クロロにしては珍めずらしい。つまり、かなり追い詰つめられているということか。

「姉者ぁぁぁぁぁぁぁ!!」

『…………』

　ルケの絶ぜつ叫きようと同時に、地面が爆ばく発はつした。それに巻き込まれたルケの体が弾はじき飛ばされていく。ルケはなんとか足から着地してみせたが、地面にヒザをついた姿勢から、立ち上がることができないでいる。

　そもそもルケだって昨日からの連戦である。その疲ひ労ろうと、リース変へん貌ぼうのショック、そしてダメージが重なって、さしものルケも限界だった。

「兄さん、このままではダメです！　一時撤てつ退たいしましょう」

　ソフィーの提案。確かにそれしか選せん択たく肢しはない。だが──

「ダメだよ、ここでリース姉さんを止められなかったら、手て遅おくれになる！」

「ですが……」

「これ以上リース姉さんが暴れたら、それこそこの国は滅めつ亡ぼうするし、なによりリース姉さんの正体がバレる！」

　そうだ──リースが暴れる姿はすでに何百、何千人もの人間に目もく撃げきされた。リースの行動は、もはや人間業わざではない。ならばリースの正体はなんなのかと、誰だれもが疑問に思うだろう。そこから連れん鎖さ的に《滅神咒具エスカトロイ》や、母である〈魔王コシユマル〉のことまでバレるかもしれない！　それが知られてしまえば、リースもモニカと同様、二度と人間社会に出ることはできなくなる。

　もう手遅れかもしれない。けれど、今のシュンがやるべきことは、どんな手段を使ってでも、リースをここで大人しくさせることなのだ。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》!!」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭部に黄金の兜かぶとが装着される。シュンの《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》である。

【　警告、警告。　】

　と、装着した瞬しゆん間かん、シュンの脳のう裏りで警けい鐘しようが響く。

【　敵性個体を確認。　】

【　ファムアテル第二階かい梯てい十二級八位〔神しん空くうシュール・ベーズ〕本体と認定。　】

【　撤退を勧かん告こくします。　】

「逃にげることなんてできない！　リース姉さんを取り戻すんだ！」

【　当システムでの撃げき破ははきわめて困難。　】

「倒たおす必要はないんだ！　リース姉さんの体と意識を取り戻すだけでいい！　なにか方法はないの!?」

　そうだ。クロロでもいい案が思いつかない。シュンの脳みそでは当然いい考えなんて思い浮かばない。ならばもう、頼たよりになるのはこの《凱旋門兜ドウリオンフ》しかいないのだ。

【　………………………………………………………………………………………………　】

　シュンの脳裏に沈ちん黙もくが続く。考え込んでいる？　それともやっぱり、《凱旋門兜ドウリオンフ》でもリースを助けることは不可能なのか？

【　……………………一つだけ方法があります。　】

「本当!?」

【　輪廻機関アンフイニを使用すれば、あるいは。　】

　その名前には聞き覚えがある──昨夜、ルケと戦ったときに使った技だ。ソフィーのもつ《聖堂光剣カセドラル》に〈魔ス元ク素レ〉を譲じよう渡とすることで、あのルケの重装そう甲こうをも破るほどの破は壊かい力を発揮した技だ。

【　輪廻機関アンフイニは複数の《滅神咒具エスカトロイ》を並列接続し、〈魔ス元ク素レ〉を励れい起きさせます。　】

「それを使えば助けられるんだね？」

【　助けられる可能性がわずかに存在するだけです。　】

【　推すい奨しようできません。　】

「可能性があるなら何だってやる！　どうすればいいの!?」

【　……敵性個体の持つ《至タ聖ン空プ杖ル》に触ふれてください。　】

【　後はこちらで処理します。　】

「わかった！」

　叫ぶシュン。同時に全身を駆かけめぐる〈魔ス元ク素レ〉を両脚に集中──一気に放出させるとシュンは宙を舞まった。

　大気中にも〈魔ス元ク素レ〉は存在する。脚あしに〈魔ス元ク素レ〉を集中させることで、空中の〈魔ス元ク素レ〉をつかみ、それを足場にして進む。結果、シュンは見えない足場を走るようにして空中を駆け抜けた。

　そのまま全速力で、空中にいるリースに接近する。が──

　ガンッ「うっ！」

　近づいたところで、見えない壁にぶつかってはじかれてしまった。空中で体勢を整えながら、もう一度駆ける。が、結果は同じ。見えない壁がリースを囲っており、どうやっても近づけない。

『……………………』

　リースは、チラリと一いつ瞬しゆんだけシュンを見た。次の瞬間──バァァァァンッ、シュンを囲む空間が破は裂れつした。シュンの全身がメチャクチャに斬り刻まれると同時に、衝しよう撃げきで跳はね飛ばされる。

【　警告。　】

【　敵性個体の空間破は砕さい攻こう撃げきが直ちよく撃げきしました。　】

【　深刻なダメージ。戦せん闘とう続行は困難です。　】

「まだだよっ！　この程度で！」

　思わず叫さけぶシュン。気づけば、全身が血まみれだった。体温がみるみる下がっていくのが、自分でもわかる。まずい、ともすれば意識を持っていかれそうになる。シュンは、自分の唇くちびるを思いっきり嚙かんだ。歯が肉に食い込み、口の中に鮮せん血けつの味が広がる。痛い。その痛みが、ほんの少しだけ意識を現実に引き戻した。

「まだ、この程度じゃ……」

「兄さん、なにをやっているのですか！」

《聖堂光剣カセドラル》を構えるソフィーが駆け寄よってくる。見ると、ソフィーもシュンほどではないが、全身に大小の傷を負っていた。まずい。ほんの少し戦っただけなのに、実力の差は明らかだった。リースを大人しくさせるどころか、近づくことさえできないなんて！

「ソフィー、それにクロ──ボクは、リース姉さんに近づかないといけないんだ」

『いきなりなにを言ってるのですか？』

「どういうことですか？」

「ボクに考えがある」

　シュンはそう断言する──本当は《凱旋門兜ドウリオンフ》が考えた作戦なので、こう言うとシュンがその手て柄がらを横取りしてしまったような感じだが、説明している余よ裕ゆうがないので今は気にしないことにする。

「とにかく、姉さんを助けるには、ボクがリース姉さんに手が届くくらいの距きよ離りまで近づかないといけないんだ。なにか方法はない？」

「……難しいですね」

　ソフィーの顔は苦しげに歪ゆがんでいた。

「先ほどから試していますが、そもそもリース姉さんを攻こう撃げきするどころか近づけません」

『ソフィー。お前の《滅神咒具エスカトロイ》、〈神覇融合インモルテル〉使えたとか言ってなかったのですか？』

「とっくに使いました」

　あっさりソフィーが告げる。

「光速移動と光速化で接近してみましたが、近づく前に跳はね返されました。しかも〈魔ス元ク素レ〉を使いすぎて、〈神覇融合インモルテル〉はこれ以上ムリです」

　ソフィーも昨夜から連戦だし、ダメージも大きい。シュンたちだけの力では、状じよう況きようを打破できないのか。

『可能性があるとすれば……』

「なに？」

「ルウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　と、やはりリースによって弾き飛ばされたルケの体がシュンたちのすぐ近くへと落下してきた。ルケは叩たたきつけられてもすぐさま起き上がった。肉体はとっくに限界のはずなのに、気力だけでなおも戦おうとしている。まさに執しゆう念ねんだ。

『可能性があるなら、ルケのバカ力で強引に突とつ破ぱするくらいしか……う～、あたくし様の頭脳でも力押ししか思いつかないなんて、屈くつ辱じよくなのです！』

　端たん末まつの向こうでクロロが頭を搔かきむしっているようだ。よほど悔くやしいらしい。けれど──シュンも、結局はクロロの意見に賛成だった。

「ルー姉さん、お願いがあるんだ！」

　何度跳ね返されても、まだ立ち向かおうとしているルケを呼び止めた。

「ボクを、リース姉さんのところにまでつれていって！」

「あ[image: ]ん？」

　思いっきり睨にらまれた。それも、視線だけで生き物を殺せそうなくらい凶きよう悪あくな顔だった。

「ジャマすんなっ！」

　ルケが近づいてきたシュンを弾き飛ばそうと、腕うでをふるった。シュンは、ルケの腕を手で受け止めた。すさまじい怪かい力りきに、体がそのまま持っていかれそうになる。とっさに脚に力をこめ、地面に足首を埋うめ込ませるようにふんばって、ようやくルケの腕を受け止めることができた。受け止めた腕がしびれてしまい、感覚がない。

　ルケは自分の腕をつかむシュンの顔を睨んでいる。シュンも、姉の視線の圧力に負けじと睨み返した。

「ボクに考えがあるんだ。けどそのためには、リース姉さんに近づかないといけない。そして、ボク一人じゃ近づくこともできない。だからお願いだよ。ルー姉さん、力を貸してよ！」

「……なんでアタシにそんなことを頼たのむ？」

「ボクは知っている。ルー姉さんは、力持ちで、すごく強い。けどそれだけじゃない。ルー姉さんが、本当は家族思いで優しい人だってことも知っている」

　昔はシュンもルケのことが苦手だった。けれど、ルケは決して、粗そ暴ぼうなだけの存在ではないのだ。

「さっきだって、ボクらをリース姉さんの攻撃からかばってくれた！　ジャマをするなってくりかえしているのも、ボクらをこの戦いに巻き込みたくないからだ！」

「……そんなの知らねぇよ」

「なにより、そんなにボロボロになっているのに、ルー姉さんはまだ立ち上がり続けている！」

　ルケの顔は、流れ出た血液が固まって変色し、赤黒く汚よごれていた。鎧よろいは傷つかなくても、生身の肉体は無傷ではいられない。すでにルケのダメージはかなりのもののはずなのに、その闘とう志しはまだ衰おとろえていない。

「リース姉さんを助けたいから、ルー姉さんはそんなになってもまだ戦うんでしょ？　そんなルー姉さんが家族思いでないはずがないよ！」

「…………」

「ルー姉さん。お願いだよ。リース姉さんを助けるためなんだ。ボクに、力を貸して！」

「……アタシに、どうしろってんだよ」

「ボクは、リース姉さんの近くまで行きたいんだ。だからルー姉さん。ボクをそこまでつれてって！」

「……初めてだ」

　ルケがつぶやく。なんのことだろうか。

「お前が、アタシに頼み事をするなんて、初めてじゃねーか？」

「そう、だっけ？」

　言われてみればそうかもしれない──そもそもシュンは、ルケとマトモに会話をしたことさえあまりなかった。昔から、長く話すと殴なぐられそうになったからだ。

「へっ、お前がなにを考えてるのかは知らねぇけど、アタシのジャマをしねぇならいいさ。姉者のとこまで連れていってやる」

「いいの!?」

「あぁ、任せろ。そのかわり、お前は余計なことするんじゃねえぞ」

「ありがとう、ルー姉さん！」

『うわ～……あのルケがシュンの言うこと聞くなんて、明日あしたは雪なのです』

　などと、端末の向こうでやり取りを聞いていたクロロが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「行くぞ、ウルアアアアアアア!!」

　気合いの叫びと共に、ルケが飛び出した。足に〈魔ス元ク素レ〉を集中させ、空気を足場にするようにして上空のリースへと迫せまる。いきなり飛び出した姉に遅おくれないよう、シュンもすぐさまその背中を負った。

『……………………』

　リースはこれまでと同様、自分に迫る敵を撃げき退たいすべく杖つえをふるった。バアアンッ、空間の亀き裂れつがシュンとルケを吞のみ込んでいく。

「ルウウウウウウウウウウ!!」

　その亀裂にルケは正面から激げき突とつ、両手でその亀裂を殴った。ルケの両りよう腕うでから稲いな妻ずまが周囲に放出され、一瞬後、亀裂が散ちり散ぢりとなって消しよう滅めつした。ルケが今なにをやったのか、近くで見ていたシュンにもよくわからない。そもそも、空間の亀裂を殴るなんて芸当、普ふ通つうはできない。

　ルケは亀裂を突破してさらに突とつ進しん。リースに肉にく薄はくする──かに見えた。だが、リースへと届く寸前、見えない壁かべに激突。ルケの突進もそこで強制的に停止させられてしまった。シュンも弾はじかれた、リースの鉄てつ壁ぺきの防ぼう壁へきである。

「ルウウウウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　ルケは雄お叫たけびをあげながら不可視の壁に両腕を叩きつけた。バァァァァンッ、激突音が周囲に響ひびき、稲妻が火花のように飛び散る。バチバチッ、ルケは、力任せに壁を打ち破ろうとしていた。

『……………………』

　かなりの近きん距きよ離りまで迫ったルケに対し、リースが、杖を向ける。その杖の先に黒点が生みだされた。マズイ、シュンは感じる。疑似闇崩落ブラツクホール。山を消し飛ばすほどの破は壊かい力を秘めた反則級の攻撃。だが、今のルケはそれを回かい避ひするだけの余裕がない。

「兄さん、姉さん！」

　叫んだのは、ソフィーだ。自分も少しでもシュンたちの助けになろうとしているのか、シュンたちとは別の方向からリースに接近しつつ、《聖堂光剣カセドラル》の先から光撃ビームを放った。放たれた光撃ビームは、だが、空中で軌き道どうが曲がり、リースとは別の方向へと飛んでいってしまった。空間がねじ曲げられている？

「ソフィー!!　アタシのジャマすんなって、言っただろうがっ！」

「で、ですが……」

「ルウウウウウウウウウウウウアアアアアアアアアアアアアアア！」

　そんなソフィーの援えん護ごすらも横やりと感じたのか、ルケが怒いかりの叫びをあげながらさらに力を込める。リースはそんなルケへ、黒点を投げつけた。疑似闇崩落ブラツクホール。壁を破るのに全力を注ぐルケは、避さけられない。

「ウルアアアアアアア!!」

　だがあろうことか、ルケは、目前に迫った黒点を額で受け止めた。というか、思いっきり頭ず突つきを放った。バァァンッ、ルケの顔面で爆ばく発はつが起きた。ルケの額が裂さけ、流れ出る血潮でその顔がたちまち真っ赤になってしまった。

「姉さん!?」

　思わず叫ぶシュン──シュンは、ルケの背後にいる。リースからの攻撃は、ルケが全部受け止めてくれているため、シュンにはほとんどダメージがない。けれど、これでいいのか？　姉に護まもられているだけのこの状況が、何とも歯がゆい。

「兄さん！」

『シュン、このままで大だい丈じよう夫ぶなのですか!?』

　ソフィーとクロロも、緊きん迫ぱく感かんのある声を漏らす。シュンがここでルケに加勢して、二人がかりでリースへの道を切り開くべきなのか？　いや──

「ボクは、ルー姉さんを信じている！」

　叫ぶシュン。それは半ば、自分自身を納得させるための言葉でもあった。

「ルー姉さんは、リース姉さんのところまで連れていってくれるって約束してくれた。ボクに余計なことをするなって言った。だからボクはこのままなにもしない！　なぜなら、ルー姉さんは絶対にリース姉さんへの道を切り開いてくれるってボクは信じているからだ！」

　ギリッ、拳こぶしが、痛い。シュンの握にぎり締しめた拳の中から血がこぼれた。手を強く握りすぎて、爪つめが手のひらに食い込んでいるためだ──言葉では納得しようとしているけれど、傷ついたルケを見ているのはつらい。ルケだってシュンの大切な家族。できるものなら今すぐ加勢したい。

　けれど、ルケは余計なことをするなと言った──その本心は、シュンを攻こう撃げきに巻き込まないようにするため、気き遣づかってくれたのだ。その証しよう拠こに、ルケは全ての攻撃を自分の肉体で受け止め、背後のシュンを護ってくれていた。なのに、ここでシュンが前に飛び出せば、その姉の心意気を無む駄だにしてしまう！

「よく、言ったぞ、シュン」

　血まみれになったルケが、小さな声でつぶやく。シュンの位置からは、ルケの背中しか見えない。シュンは、だがそんな状態でも、ルケが今少しだけ笑ったことがわかった。

「今の言葉だけで、アタシは、充分に報むくわれた──だから、絶対に、お前のことも約束も護ってやるよ!!」

　ルケの体が大きくなった──いや、ルケの体から立ち上がる気き迫はくが、大きくなったように見せたのだ。そして次の瞬しゆん間かん──ビシビシッ、空間に亀裂が走る。今度は今までとは違ちがう。ルケが腕をめり込ませる不可視の壁、その壁からリースのいる方向に向かって亀裂が走ったのだ。

「ルウウウウウウウウウウアアアアアアアアアアアアア!!」

　さらなる雄叫び。ルケの全身から煙けむりが噴ふき出る。いや、それは蒸気？　すさまじい熱気と共に白いもやのようなものがルケから放出されている。そして──

　ビビビビビ、バリンッ

　破は裂れつ音とともに、ルケの眼の前の空間が破壊された。リースを護る防壁が今、解除されたのだ。

「シュン！」

「わかっている！」

　前に飛び出すシュン。シュンのその背中に、ルケの手のひらが添そえられた。

「約束は護ったぞ、だから──お前は絶対、姉者を助けてみせろよ！」

「当然だよっ！」

　ルケの豪ごう腕わんが、シュンの背中を力ちから一いつ杯ぱい押した。姉の加勢を背中に受け、シュンはそのまま撃うち上げられた砲ほう弾だんのようにリースへと突進する──その背後では、ついに限界が来たか、ルケの体が地上に向けて落下を開始した。

　ルケの全身を包む《要塞鎧冑フオルトレス》が消滅し、ルケは無防備な姿となって落下していく。全身血まみれ、まさに満まん身しん創そう痍い。そんな状態であるにもかかわらず、力なく落下するルケの顔には、なぜか満足したような表情が浮うかんでいた。

「ルケ姉さん！」

　地上に先回りしたソフィーが、落下するルケを両手でキャッチ。だが勢いを殺しきれず、二人は互たがいにもつれるように地上を転がった。

「いたたた……姉さん、大丈夫って、ひどい傷！　こんな状態で今まで戦っていたのですか！」

　そもそもルケはシュンやソフィーと昨日はげしく戦ったばかりである。あの時はソフィーたちも手加減する余よ裕ゆうなどなく、全力でルケを攻撃して、その段階でルケはかなりの重傷を負っていたはずである。

「クロロ、すぐに車を手配してください。病院と、医者の準備も！」

『わかってるのです──それで、シュンはどうなったのですか!?』

「そうでした、兄さんは……」

　リースに接近していったシュンの姿を追い求め、ソフィーは視線をあげた。そして──
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「いたたたたた……あれ？　ここは？」

　シュンは唐とう突とつに眼覚めた。

　気づいてみれば見なれない場所にいた。白い部屋だ。壁かべも床ゆかも天てん井じようも、全てが白。一点の汚よごれもない完全な純白。扉とびらも窓もなにもない部屋の中にシュンはいた。全面を白い壁で囲まれていると、方向感覚がなくなりそうだった──そもそも、扉がない部屋にどうやって入ったのか、シュンはそんな疑問を浮うかべた。

「気がつきましたか、シュン君」

　声をかけられた。なんとなく、聞き覚えのある声だ。振ふりかえると、部屋の中央に少女がいた。真っ白いなにもない部屋に唯ゆい一いつ存在する大きなイス。そこに腰こし掛かけた、髪かみの長い美少女──そう、美しい少女だった。それこそ、この世のものとは思えないほどの美しさ。なめらかでうぶ毛一つ見あたらない白い肌はだ。風もないのに自然となびくサラサラの金きん髪ぱつ。一目見れば、思わずため息をついてしまうような、そんな芸術品のように整った顔立ち。女性らしく成熟した肢し体たい。胸むな元もとの大きく開いた露ろ出しゆつ度どの高い衣装。

「こんにちは、シュン君。お久しぶりです」

「君は……」

　つぶやくシュン。その声には、確かに聞き覚えがあった。

「えっと……」

「覚えてないようですね」

　少女がつぶやく。と、ふるんっ、震しん動どうで大きな胸元がゆれた。

「悲しくて僕の胸は張はり裂さけそうです。けれど、これも運命。この悲しみは僕の胸に納めておくことにしましょう」

　大きくて柔やわらかそうな胸を自分で押さえる少女。

「結局は世界の法則にあらがえないのですよ、シュン君。そう、人間では、この世界にいる間の記き憶おくをとどめることができないのです。僕とこうして出会った記憶も全て、あなたはこの部屋を出れば忘れてしまう。それは摂せつ理りなのです。僕も、その事実には胸を痛めているのですが……」

　悲しげにつぶやく少女を前に、シュンは、なんと声をかければいいのか少し悩なやんだ──が、悩んでもしかたないと思い、シュンは口を開いた。

「えっと……クゥちゃんだよね？　この前も会ったよね？」

「……………なんで覚えてるんですか！」

　少女──クゥが、なぜか怒おこってシュンに詰つめ寄よってきた。シュンは、タジタジしながら下がる。

「いや、なんでって、約束したじゃない？　友達のことは忘れないって」

　そう、モニカの事件の時も、この不思議な部屋にシュンは来たのだった。その時クゥに会って、クゥの助力でペルデを倒たおした。

「ボクも、この部屋に来たらなんだか急に思い出したんだよね」

「おかしいです。人間の肉体はこの世界の情報を記憶することが物理的に不可能なのに……胸に落ちません」

　ブツブツ、クゥは胸を押さえながらつぶやいている。

「システム再設定のバグ？　過去の自分に打ち勝つ《凱旋門兜ドウリオンフ》の設定が、シュン君を次の段階へ進化させたのですか？」

「えっと……クゥちゃんの声って、あれに似てるよね。《凱旋門兜ドウリオンフ》に」

　そうだ。いつも脳のう裏りに響ひびく女性の声。誰だれかに似ていると思っていたけれど、それはクゥのものにそっくりだった。

「もしかして、いつもしゃべってるのってクゥちゃんなの？」

「違います」

　あっさり否定するクゥ。

「あの声はあくまで《滅神咒具エスカトロイ》の管理システムの一部。僕本体と直接的なつながりは現在ありません」

「違うんだ？　じゃぁ、クゥちゃんって何者？」

「何者か、当てたら僕の胸を触さわらせてあげますよ。前にもそう約束したはずです。というか、当てないと僕は君の友達にはなりません」

　ふるり、クゥの胸が重そうにゆれた。シュンは、ちらりと胸に視線を走らせ、あわててそらす。以前会ったときにそんな約束をした覚えがある。どう答えればいいのか、悩むまでもない。シュンの中では最初から答えは決まっていた。

「クゥちゃんの正体は知っているよ。キミはボクの友達だよね。他の正体なんて、ボクには関係ないよ」

「……そうでしたね。シュン君はそういう性格でした。まぁいいです。この件も胸の奥にしまっておきます。ボクのことを覚えていた点に免めんじて、友達になってあげます」

　少し偉えらそうなクゥ。けど、これよりもっとナマイキで偉そうな妹が身近にいるので、シュンはとくに気にしない。

「それよりボク、何でこんなところにいるの？　確か、ボクは……」

　ルケの助力でリースに接近したシュンは、そのままリースの《至タ聖ン空プ杖ル》に触ふれることに成功したのだ。そこまでは覚えている。だが次の瞬間意識が闇やみに沈しずみ、気づけばここにいたのだ。

「リース姉さんは、どうなったの？」

「システムが輪廻機関アンフイニを起動し、《至タ聖ン空プ杖ル》を強制接続したのです」

　クゥが説明してくれる……が、シュンにはさっぱりだった。知らない単語が多すぎる。

「よりわかりやすく言うと、《滅神咒具エスカトロイ》を媒ばい介かいにして、シュン君、あなたの意識とリースの意識を直接つなげたのです」

「よくわからないけど……つまり、この近くにリース姉さんがいるの？」

　周囲を見回すが、白い部屋の中にはクゥ以外の存在は見あたらない。

「『ファムアテルの果実』は、神と呼ばれる存在を永遠に残すための予備情報バツクアツプ。リースがそれを肉体に取り込んだために、リースの意識は神の意識へと書き換かえられました。故ゆえにリースの魂たましいは、消しよう滅めつしてしまったのです」

「それじゃぁ、リース姉さんを助ける方法はないの？」

「あります。そのために《凱旋門兜ドウリオンフ》は君をここに送り込んだのです」

　クゥが指をぱちりと鳴らした。とたん、シュンの眼の前に扉が現れた。その扉が、自動的に開く──扉の向こうには、未知の空間が広がっていた。

　暗い闇の中、無数の輝かがやく星々が見える。まさに夜空、あるいは宇宙そのものともいうべき空間が、扉の向こうには無限に広がっていた。

「その空間は、多た異い相そう無む窮きゆう界かい。生命の無む没もつ識しきが集積されて織りなす根源世界です」

「……もっとわかりやすく！」

「無意識に分類される精神が集まってできた世界、ということです」

　クゥが扉の奥を指さした。そこには無数にまたたく星のような輝きがある。

「あの輝きの一つ一つが人間の無意識です。あらゆる生命の意識がここにはあります」

「それって、つまり……」

「リースの魂もここにあります。現実でリースの魂が上書きされても、この集合無意識の世界にはまだその断片が残っているはずです」

「つまり、それでリース姉さんを助けられるってことだね」

「それはどうか、僕でも胸を張って保証することはできません」

　クゥは肩かたをすくめて見せた。

「この空間には過去現在未来、あらゆる意識が集合しています。この中からあなたのお目当ての意識を探し出すことは、ほとんど不可能です」

「確かに……星の数ほどあるよね」

「とんでもない。星の数など所しよ詮せん有限。過去現在未来、人間どころか多次元世界のあらゆる無意識が集合しているのです」

「……つまり、無限？」

「無限でも足りません。無限の生命を内包する異世界が無限に存在し、それらが無限の時間を存続しています。無限の無限乗じよう、さらにそれ以上……」

　つまり、シュンなどでは想像もできないほど大量ということか。

「君の求めるリースの魂はこの中のたった一つ。それを探すことができますか？」

「えっと……クゥちゃんは手伝ってくれないの？」

「胸が痛みますが、できません。僕はこの部屋の外には出られないので」

　クゥは頼たよれない。だが、ここで手をこまねいていても仕方がない。シュンは、とにかくやるだけやってみようと思って扉に近づいた。

「ちなみに、その世界で道に迷えば二度と元の世界に戻もどれませんよ」

「ならどうすればいいの!?」

　見たところ、星の広がる空間には、なんの目印もない。扉に入って少し進めば方向感覚なんて消し飛んでしまうだろう。

　とりあえず、耳を澄すませてみた……扉の向こうからは、なんの音も聞こえない。静せい寂じやくがひたすら広がっている。匂においもないし空気の流れも感じられない。本当に、何の手がかりもなさそうだった。

　いや、待て……シュンは、意識を集中させた。音は聞こえない。けれど、なにか、音ではない、振しん動どうのようなものが聞こえた気がした。たとえるなら、それは脳裏に直接響く声のような……

「なにか、声みたいなものが聞こえた気がする」

「可能性があるとすれば、それはシュン君。君の絆きずなの力です」

　クゥが、静かに眼を閉じ、自分の胸に両手を置いた。

「あなたが一番大切にしている家族の絆。その絆が本物であるならばあるいは、無意識体であっても互たがいに呼び合うことができるかもしれません」

「そうか！」

　言われて、眼を閉じて意識を扉の向こうに集中させてみる──眼を閉じているのに、人々の鼓こ動どうが伝わってくるような気がした。その一つ一つが生命の鼓動。それが無限に存在することが、肌はだを通じて感じ取れる。

　そしてそんな無数の存在の中、明らかにシュンを呼ぼうとしている存在を感じる。それがきっとリースだ！

「……あれ？　二つある？」

「どうかしましたか、シュン君」

「えっと……右と左、両方にボクを呼ぶ存在がある、そんな気がするんだ」

　どうなってるの、とクゥを振ふりかえると、クゥは、胸に手を当てたまま静かに告げた。

「どちらかがあなたの求めるリースです。正しい選せん択たくをしなければ、あなたは永遠にこの世界をさまよい続けることになります」

　……そうだ。どっちかはわからないが、手がかりは得ることができた。右か左の二択たく。さっきの、無限の中から見つけ出せ、と言われた状じよう況きようと比べれば、選せん択たく肢しが出てきただけまだ未来がある。

「決めた、右だ！」

　シュンは、断言した。クゥが静かに尋たずねる。

「いいのですか。シュン君。この部屋を出れば、僕はもうあなたの手助けはできませんよ」

「いいよ。むしろありがとう、クゥちゃん。いろいろ教えてくれて」

「僕はなにもしていません。あなたの活かつ躍やくを、僕はこの部屋から胸を躍おどらせながら見守っています」

　クゥに別れを告げ、シュンは扉とびらをくぐり抜ぬけた。

　くぐり抜けた瞬しゆん間かん、背後の扉は消滅してしまった。文字通り退路は消えたわけだ。

　一瞬どうしようかと思ったけれど、帰りのことは帰るときに考えよう、という前向き思考でシュンは先に進んだ。

　無限に広がる闇の中、星のように人の無意識がきらめく空間。シュンが足を前に出すと、足の裏に足場の感覚があった。そのまま普ふ通つうに走って進むことができる。

　前に進むたびに、シュンは熱を感じていた。それはシュンの口元を熱くさせる。指で触れてみると、自分の唇くちびるが熱くなっているのがわかった。

　シュンは、なにも適当な方向に進んでいるわけではない。シュンを呼ぶような声をかすかに二方向から感じたとき、右側の方を向くと唇が熱くなったのだ。だからそちらにリースがいると確信できた。

　なぜならば、昨夜、ルケと戦うためにシュンがリースと別れるとき、リースはシュンに優しく口づけをしてくれたのだ。姉の柔やわらかな唇の感覚は、今も残っている。

　シュンが前に進むたびに、その唇が熱くなるのだ。これはすなわち、この先にリースがいるに違ちがいないということだ。シュンは確信とともに全力で空間を駆かけ抜けていった。

　もしかしてリースは、こうなることを見み越こしてシュンにキスをしたのか──いや、さすがにそれは考え過ぎか。シュンは、そんなことを考えながら先を急いだ。

　やがて──シュンの正面にひときわ強い輝きが見えた。唇の熱が最高潮に達している。シュンは足を止め、その星のように輝く物体を観察した。

　じっと眼をこらすと、それは人の形をしていた。そしてその顔立ちは、シュンが見み間ま違ちがえるはずもない、リースのものだった。やった、と思わず拳こぶしを握にぎりしめるシュン。リースは眼を閉じたまま空中に浮うかび、微び動どうだにしない。意識がないのだろうか？　無意識の世界なのだから当然か。

「リース姉さん！　ボクだよ、シュンだ！　迎むかえに来たよ！」

　シュンは声を張り上げ、両手を広げてリースに向かって呼びかけた。

「眼を覚ましてよ、姉さん！　もう大だい丈じよう夫ぶだよ、助けに来た！　みんなが待っているから、早く元に戻ろう……」

『……侵しん入にゆう者を発見』

　と、突とつ然ぜん声が聞こえた。静寂が支配するこの世界の中で、自分以外の声が聞こえた事実にシュンは驚おどろく。

　その声はリースから聞こえた。いや、違う。リースの魂、その背後から巨きよ大だいな影かげが現れたのだ。

　大きい。シュンの何倍もの大きさ。家よりもさらに巨大な体たい軀く。体は金属色に輝いている。長大な脚が六本のび、それらが複雑に折れ曲がりながら常に動いている。さらに巨大な尻尾しつぽがひときわ大きく発達しており、その尻尾の先がリースの体に絡からみついていた。

　その怪かい物ぶつじみた姿は、たとえるなら機械仕じ掛かけのサソリ、とでもいうべき存在だ。気の弱い人間なら一目見ただけで失神してしまいそうな、生理的嫌けん悪お感かんを感じる。

　リースの体にからみつく尻尾が、不気味な脈動をくり返している。そしてリースの体が端はしのほうからゆっくりと、空気中に溶とけるようにして消えていくのがシュンの眼に見えた。

「なにをやっているの!?」

『神しん摂せつ理り複製機構『ファムアテルの果実』は正常に稼か働どう中。対象の意識を、保存された神摂理に上書き中』

　それはつまり、この奇き妙みようなサソリが、リースの魂を書き換えておかしくしている張本人なのか!?

『作業完かん了りようまで残り時間八七三九二ＣＴ』

「姉さんの魂を、これ以上好きにさせてたまるか!!」

　シュンは叫さけび、そのサソリめがけて飛びかかった。瞬間的に頭に血が上り、真っ正面からつっこんでいくシュン。

『侵入者の妨ぼう害がい行動を検知。迎げい撃げきします』

　サソリの尻尾がリースから離はなれ、重々しい足音を響ひびかせながらサソリがシュンへ向かってくる。速い。瞬間的に加速したサソリは、それこそ風のよう。その巨きよ体たいと相まって、高速鉄道のようだ。シュンも、攻こう撃げきをしようとして──腰こしに差していた剣けんがないことに、そこで気づいた。

　それでも素手で攻撃しようとしたが、予想外に相手の行動が速く、シュンはあっさりとサソリの巨大なハサミ状の腕うでで弾はじき飛ばされてしまった。

「いったぁぁぁぁ……って、えっ!?」

　バァァァァァァンッ、という破は砕さい音。気づけばシュンの周囲の空間に亀き裂れつが走っていた。まさかこの攻撃は──気づいたときには遅おそかった。次の瞬間、全身をズタズタに引き裂さかれるような激痛。カハッ、と息を吐はきながら倒たおれるシュン。

　今のは、リースが使っていた空間破は砕さい攻撃──こいつも、同じ技が使えるのか。

『侵入者を無力化します』

　サソリが、無機質に告げる。シュンもとっさに叫んでいた。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！」

　叫び、《滅神咒具エスカトロイ》を使──おうとしたが、使えなかった。

「なんで!?」

　いつもは呼べばすぐに現れる《凱旋門兜ドウリオンフ》が今回は全然出てこない。どういうことだ？　まさか、この無意識の世界の中だと《滅神咒具エスカトロイ》は使えないのか？

『侵入者を排はい除じよ』

　サソリの両腕から、光撃ビームが放たれた。すさまじい光の奔ほん流りゆうが、周囲を吞のみ込んでいく。シュンはとっさに走りながら跳ちよう躍やく。ギリギリで回かい避ひしたが、光撃ビームがかすめ、体が焼かれ、鈍にぶい痛みが広がる。

「こんなの、どうすればいいのさ!?」

　思わず叫ぶシュン。相手は、強い。少なくとも、神と化したリースと同等の戦せん闘とう力を持っている。現実世界でリースに手も足も出なかったシュン。だというのに、今度はその相手と《滅神咒具エスカトロイ》なしで戦わねばならない。どう考えても絶体絶命、絶望的にどうしようもない状況だ！

　サソリの足がスライドし、その中から無数の針のようなものが射出された。その針が、一いつ斉せいにシュンめがけて飛んでくる──たちまち全身が傷だらけになる。

　シュンは、防ぼう御ぎよしようにも素手ではどうしようもないと気づき、ひたすら逃にげ回ることしかできなかった。

「なんでこんなことをするの！」

　サソリのはげしい攻撃をかいくぐりながら、シュンは叫んだ。

「なんでリース姉さんの魂を書き換かえるんだ！」

『それが当とう該がいシステムの主目的であるため』

　意外にも、サソリは無機質な声で律りち儀ぎにシュンに答えてくれた。

『全てはファムアテルの神摂理を永久のものとするために──大いなるファムアテル、バルドスによって滅めつ亡ぼうを余よ儀ぎなくされた。ファムアテルの神摂理を複製、保管し、バルドスの脅きよう威いが過ぎ去りし遠い未来において、ファムアテルを復活させる。それが当該システムの使命』

　バルドス？　なんだかその単語には聞き覚えがある……そうだ、思い出した──以前シュンがクゥと会話したとき、クゥは魔族のことをバルドスと呼んでいた。

　ファムアテルというのが神様を指すらしい、というのはなんとなくシュンでもわかった。つまり、神様は魔族によって滅亡させられた？　そんな話は初耳だ。いや──神は《滅神咒具エスカトロイ》で殺されたという。そして十二個の《滅神咒具エスカトロイ》を以前所有していたのは、シュンたちの母である〈魔王コシユマル〉だ。そこから推測すると、魔族が神を殺したという話は本当なのかもしれない。

『しかるに、現在の地上には未いまだバルドスの脅威が健在。にもかかわらず当該システムが起動された。不測の事態として、当該システムは地上に残るバルドスの掃そう討とうを開始。バルドス掃討に成功し次第、ファムアテルの神摂理を全解放する』

「つまり、リース姉さんが今暴れているのは、地上の魔族を倒すためだってこと？」

『おおむねにおいて肯こう定てい』

「そんなくだらないことのためにリース姉さんを操あやつっているの!?」

『バルドスの脅威は甚じん大だい。その存在は過去に幾いく万もの種族を絶ぜつ滅めつへと追いやってきた』

「だとしても、今地上にいる人々を攻撃していい理由にはならない！」

『これ以上の対話は無意味。排除する』

　サソリの全身から光撃ビームが放たれ、周囲をメチャクチャに焼き払はらっていく。無意識世界に浮かぶ星の輝かがやきがその光撃ビームに巻き込まれ、消しよう滅めつしていくがサソリは気にもとめない。

「やめろぉぉぉぉ!!」

　叫び、シュンはサソリに向かってダッシュ。当然反はん撃げきしてくるが、体が大きいだけあって、攻撃は大おお振ぶりで隙すきのあるものが多いことに気づいた。走りながら細かくステップを踏ふみ、空中の見えない足場を使って多角的な軌き道どうをえがいて相手を翻ほん弄ろう。サソリの脚あしをかわし、その胴どう体たいの上に飛び乗ることに成功した。

　そのまま力任せに胴体を殴なぐるが──重い手て応ごたえ。見た目通り、恐おそろしく硬かたい。おそらく鋼鉄などよりもさらに硬い。フルパワーで殴ったらシュンの指がねじれた。たぶん骨折した。無意識世界で骨折したらどうなるのかと一瞬考えたけど、考える必要もなかった。普通に痛い。現実世界とあまりかわらない。

　けど、指の骨折程度、ここまで負ってきた他のキズに比べればかすり傷みたいなものだ！

「リース姉さん、眼を覚ましてよ！」

　サソリがシュンを振ふり落とそうと、激しく暴れ出した。シュンは、サソリの背中のわずかなでっぱりをつかんで、必死に張り付いている状態だった。

「姉さん、このままでいいの!?　このままじゃ姉さんの意識は消えて、わけのわからない神様に体をのっとられちゃうんだよ！　それでもいいの、姉さん、それが姉さんの望みなの！」

　未だ微動だにしないリースの魂に向かって、シュンは叫んだ。上空に浮かぶリースは、やはり眼を閉じたまま全く動かない──が、シュンの耳に、リースの声が聞こえた。

（それが、ワタクシの聖なる願い──）

「願い!?　願いってなんなの!?　そんなに神様になりたいの!?　神様なんかになって、なにがしたいのっ!!」

　そう叫んだ瞬しゆん間かん──シュンの視界が、光で埋うめ尽つくされた。




　──次に気づいたとき、シュンは暗くら闇やみの中にいた。そこは森である。黒々とした葉を生おい茂しげらせた木が無数に並ぶ森。時刻は夜。暗闇に包まれた森は、ひどく不気味だった。

　だが、不思議とシュンはその光景を見て、落ちついた気分になった。なぜだろう、少し考えて、その理由に気づいた。

「あぁ、この森、いや、この山、ボクらが昔住んでいた……」

「母上！　……ダメ、だ。死んでいる」

　聞き覚えのある姉の声に、シュンはそちらを振りかえった。

　見ると、そこには数人の人ひと影かげ──暗闇の中でも間ま違ちがえようがない。シュンの姉たちだ。

「誰だれがこんなことを……」

　姉たちが見つめる森の奥──暗い地面の上に横たわる人影。シュンは気づいた。この光景は三年前、すなわち、シュンたちの両親が殺された、あの日の光景だ！

　シュン自身がこの光景を見るのは初めてである。なぜなら、両親の死体を確認したのは姉たちであり、まだ幼いシュンや妹たちがその事実を知らされたときにはすでに両親の死体は姉たちの手で回収されていた。シュンが見ることができたのは棺かん桶おけに横たわる両親の姿だったからだ。

　場面が切りかわった──今度は、家の中だ。

　視界には、木の扉とびらが存在していた。特別なものではない、木の板を加工して作られた、何の変へん哲てつもない扉。だが見覚えがある。これは、シュンの部屋の扉だ。

「シュ～たん。出てこれませんか？」

　リースの声──シュンは気づいた。これは、リースの視点だ。つまり、リースの記き憶おくをシュンは見ているのだ。

「…………」

　扉からは何の反応も返ってこない。リースはそれからも何度か声をかけたが、やがてあきらめ、その場を後にした。

（シュ～たんは父上たちが死んでからもう三日も部屋から出てきません。今のワタクシでは、シュ～たんを救うことができないのです）

　リースの考えが、シュンに流れ込んでくる。

（父上と母上は強かった。〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉。その二人がそろえば誰にも負けないとワタクシは思っていた──けれど負けた）

　リースの独白じみた考えが、次々とシュンの中に流れ込んできた。

（あれだけ強かった父上たちが殺されたのです。それは聖なる運命だったのでしょう。残されたワタクシたちは、この運命を乗り越こえねばなりません）

　リースはちらりと、背後のシュンの部屋を振りかえった。

（そしてワタクシは、この悲劇を決して繰くり返さないという使命を担になわねばなりません）

　リースは穏おだやかな表面とは裏腹に、内心には強い感情のうねりがあった。

（あんなに強かった父上や母上でさえ、殺されてしまったのです。この世に永遠の存在はない。聖なるワタクシでさえも、いつかは死ぬ運命──ですがそうなったとき、誰が残された弟てい妹まいたちを護まもってくれるのでしょう）

　リースの決意が固まっていく。

（ならばワタクシは、この悲劇を二度と繰り返さないために自らを永遠とします。そう、ワタクシは〈天聖騎士エヴアンジル〉や〈魔王コシユマル〉を超こえた存在──聖なる神そのものになってみせましょう。なぜならば、それこそが、この聖なるワタクシに課せられた、聖なる弟妹たちを護るための、聖なる使命なのですから）

　リースは前へ進んでいく。

（どんなに困難であろうと、ワタクシは必ずこの使命を成し遂とげてみせます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから）

「……ボクの、せいなの？」

　シュンは、自分の口から漏もれた声が震ふるえていることに気づいた。

「姉さんが、神様なんかになるって言い出した原因は、ボクがあのとき引きこもっていたからなの!?」

　もしあのとき、シュンがもう少し早くショックから立ち直り、部屋の外に出ていれば、リースのその後の歩みはまた少し変わっていたのかもしれない。

「ボクが……ボクがリース姉さんの人生を狂くるわせてしまったの!?」

　シュンは、ショックのあまり視界が真っ暗になった。

「姉さん。ごめんなさい。ボクのせいで……ボクがふがいないせいで、姉さんを追おい詰つめてしまったんだね」

『……理解不能』

　声が響ひびく──気づけば、シュンを巨きよ大だいなサソリが見下ろしている。いつのまにかシュンはサソリの体から振り落とされ、星の海の上に転がっていた。サソリの機械じみた眼が、シュンをとらえている。

『家族という概がい念ねん、理解不能』

「わからないの？　だろうね。だってキミは、見るからに機械だもんね。家族とは無む縁えんだよ」

『家族という存在に、どんな意味がある？』

「家族は……ボクの、大切な存在だよ」

『理解不能。家族──血けつ縁えんを基本とした小規模な共同体の総そう称しよう。だが家族という共同体は必ず崩ほう壊かいする』

　サソリの声が響く。

『人間は必ず死ぬ。これは必ひつ定じよう。故ゆえに、家族という共同体もやがては必ず崩壊する。血縁を仲立ちとした相そう互ご関係も、理解不能。人間は、たとえ親子でも、互たがいに殺し合うことをためらわない生命体』

「そんなことはない！」

　思わず反論するシュン。

「確かに中には互いに憎にくみ合う家族もいる。ボクの家族も、一時バラバラになった──けど、ボクはそれを必ず元通りにするって決めたんだ！　家族は、ボクの源みなもとだから！」

『しかるに、貴様は今一人』

　サソリが脚を広げ、シュンを覆おおい隠かくすようにその巨きよ体たいを乗り出してくる。シュンは、思わず身構えた。だが、武器はなにもない。反撃のしようがない。

『貴様の言う大切な家族。リースという娘むすめを助けるにも貴様は今一人。家族という存在が、今の貴様にとって、どれだけ助けになろうか』

「違ちがう、違うんだよ！」

　シュンは、反論しようとした。

「ボクが今ここにいるのはみんなのおかげなんだ！　エシュヌで助けてくれたソフィーやクロ、ルー姉さん、みんなの助けがあったからボクは今ここまで来ることができたんだ！　ボクが存在することこそが、家族の証あかしなんだ！」

『しかるに、貴様は無力』

　無機質な声が、シュンを追い込んでいく。

『今の貴様は一人。無力な存在。大切な家族一人を救うこともできず、地を這はうことしかできない存在』

「そんなこと！」

　シュンは、反撃しようと立ち上がった。だが──ビシビシッ、空間の亀き裂れつがシュンを吞み込んだ。同時にサソリの全身から光撃ビームが放たれる。シュンは、回かい避ひどころか防ぼう御ぎよすらマトモにできず、全身がバラバラになりそうな衝しよう撃げきとともに吹っ飛ばされ、星の海を転がっていく。

『貴様の言う家族はなんの力にもならない。故に、貴様は無力』

「そんな、こと……ない。家族は、ボクにとって、力の源だ！」

『貴様の言葉には説得力がない』

　確かに、今のシュンは無力だ。《滅神咒具エスカトロイ》も武器もなく、たとえ立ち上がってもシュンには打つ手がない。まさに絶望的としかいいようがない。

「それでも──ボクはあきらめない！　リース姉さんを助けるまでは、絶対に……」

『ならば、貴様を、排はい除じよする』

　サソリがハサミ状の両りよう腕うでを振り上げた。その手に光が収束されていく。シュンは、その光景をなすすべなく眺ながめた。そのとき。

「……なにをしている？」

　新たな声が、シュンの耳に届いた。サソリでもリースでもない、全く別の、第三者の声。

「そこでなにをしている、シュン」

　その声に、シュンは聞き覚えがあった。あぁ、だが、そんなことがあるはずがない──こんな場所で聞こえるはずのない声が、シュンには聞こえた。これは、幻げん聴ちようなのだろうか？

「なんだ、泣いているのか、シュン」

　言われて気づく。シュンの両眼から涙なみだがこぼれていた。けどこれは、悲しいから泣いているわけではない。むしろ、嬉うれしくて泣いているのだ！

「……そうか、貴様か」

『謎なぞの気配を感知。索さく敵てき中……』

　サソリが、新たな声に反応する。機械の眼が巨体の表面で動き、周囲の様子を探っている。だが、相手の姿が見えない。

　そして、声の主ぬしが告げる。




「我たしの弟をいじめていたのは貴様か！」




　次の瞬しゆん間かん、ズバァァァンッ、サソリの胴どう体たいが大爆ばく発はつを起こした。鉄てつ壁ぺきの装そう甲こうをもつ機械仕じ掛かけのサソリが、初めてよろめき、そのまま倒たおれてしまった。

　爆発の煙けむりの向こうに、人影が見えた。それは、たった今まで存在しなかったはずの人影である。

　すらりとした長身を、仕立てのいいスーツで包んでいる。くっきりとした眼鼻立ちは、誰もが美人と認めるだろう。だがその冷たい眼まな差ざしは見る者を凍こごえさせる力を秘めていた。どことなく冷笑的で、厭えん世せい的な雰ふん囲い気きが全身にまとわりついている。

　シュンは、誰よりもその人物のことを知っていた。思わずその名前を叫さけんでいた。

「モニカ姉様!?　モニカ姉様だよね!?」

「当然だ。それ以外の誰に見える？」

　シュンの姉、姉妹の四女、モニカという名の少女は、口元を歪ゆがめて冷たい微び笑しようを浮うかべた。

　ペルデとの戦いでシュンたちが救出したモニカは、現在昏こん睡すい状態となって眠ねむり続けていたはずである。そのモニカがなぜこんな場所にいるのか、シュンにはわからず混乱した。

「嬉しいけど……なんでこんなところにいるの？」

「我わたしにもわからんな、それは」

　肩かたをすくめてみせるモニカ。モニカにしてはサバサバした態度だった。

「気づいたら我たしはこの世界にいた。それでどうしたものかと思案していたが、なんとなくお前の声が聞こえた気がしたのでな。声の聞こえた方角に進んだら、お前が節せつ足そく動物のバケモノと遊んでいるのを発見した、というわけだ」

　説明しつつ、モニカは周囲を見回した。

「確かペルデとの戦いで……ペルデは倒したのか？　我たしは結局助かったのか？」

「それは……」

「いや、待て」

　モニカはつぶやき、手を持ち上げた。と、モニカの細長い人差し指と中指の間に、突とつ然ぜん棒のようなものが現れた。それは、葉巻シガールだった。モニカが以前愛用していたものである。

　葉巻を薄うすい唇くちびるにくわえるモニカ。と、なにもしていないのに葉巻の先せん端たんにボッと、火がついた。そのままゆっくりと息を吸い込み、紫し煙えんをモニカは吐はき出した。

「……なるほど。欲しいと思ったら、その瞬間に現れた。となると、やはりここは現実世界ではないのか。死後の世界、にしてはなにやら感覚がおかしいな……ふむ、となると、ここは集合無意識の世界に分類されるのか」

「す、すごい……」

　シュンはなにも言っていないのに、モニカは推測だけで回答にたどり着いていた。さすがモニカ。頭の回転の速さは、シュンなどとは段だん違ちがいだ。

「現実世界の我たしが昏睡状態にあるとすると、その意識は現実には存在しない。こうやって思考している我たしという存在は、現実に存在しない以上、無意識下の世界に存在することが推測される。それが我たしの存在証明か」
















　葉巻をくゆらせるモニカを見て、シュンもまた気づいていた。

　そうだ、この世界に入るとき、シュンを呼ぶ声が左右、二つの方向から聞こえた気がした。片方はリースだったわけだが、もう片方はモニカだったのだ！

「だいたいの状じよう況きようは理解したぞ、シュン──一つ理解できんのは、なぜお前がこんな世界にいるのかということだ」

「それは……」

『新たな侵しん入にゆう者を発見』

　ギギギギ──重い音とともに、爆発で倒れたサソリが起き上がってきた。

『妨ぼう害がい行こう為いを確認。新たな侵入者も排除対象に含ふくめる』

　自分の何倍もの巨体を誇ほこるサソリが目前に迫せまっても、モニカは眉まゆ一つ動かさないまま葉巻をくゆらせていた。

「で、シュン。状況が見えんが、この巨大な節足動物はなんだ？」

「えっと……とにかく簡単に説明すると、リース姉さんが今危ないんだ！　で、リース姉さんを助けるには、そのサソリを倒さなきゃいけない状況なんだよ！」

「リース？　あの詐さ欺ぎ女がいるのか!?」

　モニカが頭上を見上げた。そこには、眼を閉じたまま微び動どうだにしないリースの魂たましいがあった。そんな姉の姿を見て──モニカは、喜き悦えつの笑みを浮かべた。

「あれがリースか？　こいつはまた、面白い姿になったものだな。さんざん詐欺を働いてきたツケが回ってきたわけか！」

「モニカ姉様、そんな言い方はないよ……」

『侵入者を、排除する』

　サソリが巨大な腕うでを振ふり上げ、シュンたちに叩たたきつけてきた。シュンとモニカはそれぞれ跳ちよう躍やくして、素早くその攻こう撃げきを回避する。

「とにかく姉様、会ったばかりで悪いんだけど、あのサソリを倒すのを手伝ってもらえないかな？」

「シュン。知っているか？　我たしには大だい嫌きらいなものが一つある──それは宗教屋という連中だ」

　モニカが、皮肉げな笑みを浮かべた。

「実在もしないものをごたいそうにあがめ奉たてまつり、やくたいもない説法をさも高こう尚しようそうに語り、精神的弱者をだまして金を巻き上げる宗教屋どもは、詐欺師も同然だ。我たしはそうやって金かね儲もうけをする人間のことが、世界で一番赦ゆるせんのだ！」

　力説するモニカ──超ちよう現実的な性格のモニカにとって、確かに宗教は相あい性しようが最悪だろう。

「つまりリースは、我たしがもっとも嫌う人種ということになる。そんなリースを、我たしが助けると思ったか？」

「でも、リース姉さんは、ボクらの姉さんだよ？　家族だよ？」

「そもそも思い出せ、シュン──我たしがペルデに処しよ刑けいされかけたとき、リースは助けに来てくれたのか？」

「それは……」

「だというのに、リースのピンチの時は我たしが助けねばならんのか？　それこそ助ける義理がないというものだ」

『それが家族という存在か』

　二人の会話を聞いていたのか、サソリがつぶやく。

『やはり理解不能。家族という存在に価値を見いだすことはできない』

「そんなことはない！」

『だが、貴様は家族を見捨てようとしている』

　サソリがモニカを指し示した。葉巻をくわえたまま、モニカはサソリをにらみ返す。

『血のつながりなど、所しよ詮せんは無意味。肉親を見捨てる者、肉親を自らの手で殺す者、人間社会にはそういった存在がいくらでもいる。家族など、所詮は無価値』

　サソリが、巨きよ大だいな尻尾しつぽをのばした。その先には、リースの魂がある。

『問答は無用。当とう該がいシステムの本来の目的を果たす』

　リースの魂をまた書き換かえるつもりか！　シュンは、あわててサソリの行動を阻そ止ししようとした──だが、シュンよりも先に動く姿があった。

　シュンよりも先に飛び出したモニカが跳躍。強力な跳とび蹴げりをサソリの尻尾にたたき込んだ。モニカとサソリの間には明らかな体格差があるにもかかわらず、サソリの尻尾はあらぬ方向へとはじかれてしまった。

『……貴様、なぜジャマをする』

　サソリが、モニカを睨にらむ。

『貴様は、この者を見捨てるのではなかったのか？』

「シュン、知っているか？　我たしには、大好きなものが一つある」

　モニカは火のついた葉巻をくわえたまま、シュンを振りかえった。

「我たしがリースを嫌いなことは事実だ。こんな詐欺女、いつどこでくたばろうと知ったことか。こいつを助ける義理など我たしには、ない」

　しかし、とモニカは続ける。




「我たしの大嫌いな女がピンチに陥おちいっているのだとしたら、我たしはそれをあえて助けてやろう。なぜなら、我たしは我たしが大嫌いな相手に対して容易に返すことができないほど大きな恩を強制的に売りつけてやることがなにより大好きだからだ」




「モニカ姉様!?」

　そう断言する姉のことをかっこいいと思ってしまったシュンである。それはつまり、モニカはリースを助けてくれるということなのだから。

『ならば貴様も排はい除じよする』

　サソリが手を振る──バァァァァンッ、空間に亀き裂れつが走り、それはたちまちモニカを吞み込んだ。

「こんなもの──《廃墟無錠リユインゼラブル》！」

　モニカが手を振った。モニカの《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》は、〈魔ス元ク素レ〉の反応を完全に無効化してしまう力を持っているのである。

　だが──モニカは手を振ったまま、怪け訝げんな顔になった。

「なんだ……力がうまく使えん？」

「姉様、この世界では《滅神咒具エスカトロイ》は使えないんだよ！」

　説明するのを忘れていた！　モニカは空間の亀裂に吞み込まれ、そのまま全身が粉々に破は砕さいされていく──かに見えたが、その直前で脱だつ出しゆつした。服がわずかに破けているが、それだけだ。モニカ本人にケガはない。

「そういうことはもっと早く言え、愚ぐ弟てい！」

「ごめんなさい！」

　反射的に謝るシュンだが──あれ、と違い和わ感かんをおぼえる。強力な空間破砕攻撃を食らったのに、モニカはほとんど無傷？

　そもそもモニカの戦せん闘とう能力は低い。騎き士し能力をもたないモニカは、常人としてはそれなりに強い方ではあるが、騎士が相手では《滅神咒具エスカトロイ》ぬきでは戦うこともできなかったはずである。なのに先ほど、モニカは生身でこのサソリと渡わたり合っていたような……

『貴様を排除する』

　サソリの巨大なハサミが、モニカをつかもうと迫る。だが──ガシッ、モニカは、両手でサソリの腕を受け止めた。

　サソリは、それこそモニカの何十倍もの大きさがある。その力の差は圧あつ倒とう的てきなはずなのに、モニカはサソリの腕を細腕でしっかりと受け止めていた。

「だが残念だったな。我たしにとって、《滅神咒具エスカトロイ》が使えないことは決してハンデでは、ない」

　葉巻をくわえるモニカの口元が歪ゆがみ、冷笑の形となった。

「《滅神咒具エスカトロイ》は強力な反面、使用するには代だい償しようが必要な場合が多い」

　シュンの《凱旋門兜ドウリオンフ》も、当初は敵に勝つかわりに、敵以外には負けるという副作用があった。

「我たしの《廃墟無錠リユインゼラブル》は、あらゆる〈魔ス元ク素レ〉を無効化するという強力な力の反面、我たし自身の〈魔ス元ク素レ〉まで無効化されてしまうという代償があった」

「それって、つまり……」

「この世界で《滅神咒具エスカトロイ》が使用できないということは、今まで制限されていた我たし本来の力が十全に発揮できるということだ！」

　モニカが、サソリの腕をつかんだままはねあげた。がら空きとなったサソリの胴どう体たいめがけて、手をふるうモニカ。その手の先から巨大な光の刃やいばが生み出され、サソリの胴体を斬り裂さいた。

『侵入者の脅きよう威い度を上方修正。排除を最優先項こう目もくに設定』

　胴体に大きなキズができたサソリだが、まだ元気に動き回っていた。それどころか、モニカを完全に敵と認識したようである。

『排除』

　サソリの脚あしが開き、射出された無数の針がモニカを襲おそう。同時に空間が裂け、サソリの全身から放たれる光撃ビームが周囲を焼き尽つくしていく。

「ちっ、思ったより強いな、こいつ」

　舌打ちするモニカはそのまま空中を駆かけ抜ぬけ、サソリの無差別攻撃を回かい避ひしていった。

「すごい……すごいよ、モニカ姉様！　こんなに強かったんだ！」

　初めて目まの当たりにする、モニカの真の実力。並の騎士など比べものにならないほどの戦闘力。今のモニカの強さは、シュンを凌りよう駕がしているだろう。

　モニカは強い。あの巨大なサソリを相手に互ご角かくに戦っている──なのに自分は、なんでなにもできないのだろう、そんな思いにとらわれるシュン。

「そこの愚弟、なにをやっている！」

　サソリの脚を蹴り飛ばし、相手をダウンさせるモニカ。モニカは激しい戦闘を繰くり広げながら、シュンに向かって声を張り上げた。

「いつまで我たし一人に戦わせるつもりだ！　お前もさっさと手伝え！」

「モニカ姉様……いいの、ボクが手伝ったりしても!?」

「当然だ──いや、こう言った方がいいか？　シュン、お前の力が必要だ！」

　モニカの言葉──自然、シュンの眼からまた涙なみだがこぼれた、これは、嬉うれしさの涙だ。

「バカ、なにを泣いている！」

「だって……ボクは、モニカ姉様に必要とされているんだよね？」

「そんな当たり前のこと、今いま更さらなにを言っている？」

「だって、そんなこと、ボク、生まれて初めて言われたんだもの！」

「だからお前は愚弟なのだ！」

　モニカは戦いながらシュンをチラリと振りかえった。

「そんなこと、こんな状じよう況きようでもなければいちいち口に出せるか。察しろ、愚弟」

「うん……任せて、モニカ姉様！」

　シュンは涙をぬぐい、そして全力で跳躍。全速力でつっこみながら、サソリの胴体めがけて満身の力で拳こぶしをたたき込んだ。

　ドゴォォォッ、衝しよう撃げきとともにサソリの巨きよ体たいが浮うかび上がり、その巨体にヒビが入った。

　不思議だ──シュンは思う。体が、軽い。ここまでの戦いで重傷を負ったはずなのに、その痛みが気にならない。むしろ多少の痛みなど心地ここちよいとさえ感じる。

　力が体の奥から無限にわき上がってくるようだった。生まれて初めて経験する、モニカとの共きよう闘とう。その状況が、シュンに力を分け与あたえてくれていた。

「ウワァァァァァァァァァァ!!」

　雄お叫たけびとともに、吹ふっ飛ばされたサソリの胴体めがけてシュンは跳とび蹴げりを放った。ビシビシッ、サソリの体に走る亀裂がさらに広がっていく。

　と、サソリの巨大な両りよう腕うでから、拡散する光撃ビームが放たれ、周囲を無差別に爆ばく撃げきしていく。シュンとモニカはそれぞれ別の方向へと退たい避ひ。

「家族はボクにとって大切な存在だ──けれど、過去のボクにとって、それは重荷でもあった！」

　戦いながら、シュンは叫さけんでいた。家族を無力と断じたサソリに対して、どうしても言っておきたかったからだ。

「家族の中、ボク一人だけ弱くて、ボク一人だけ頭が悪くて、ボクだけが血がつながっていなくて、ボクだけ仲間はずれにされているような、そんな勘かん違ちがいをしていた！」

　サソリの光撃ビームをぎりぎりで回避。服が焼けこげて消し炭ずみとなった。皮ひ膚ふにも痛み。だが、その程度は軽傷だ。

「だからボクはずっと求めていた、本物の家族が欲しい、本物の家族の一員になりたいって──けど違ったんだ！　ボクには最初から家族がいた！　生まれたときから、ボクの周りには本物の家族がいた！　そんな簡単なことにボクは気づかないまま、十年以上もウジウジ悩なやんでいた！」

　それが、シュンの犯した最大の過ちである。

「だからもうボクは迷わない！　ボクのせいでばらばらになった家族はボクの手で元に戻もどす！　そして今度こそ、家族みんなが一いつ緒しよに暮らしていける世界を作ってみせる！　そのために、ボクは絶対、今ここでリース姉さんを助けてみせる！」

『理解不能。侵しん入にゆう者を排除する』

　サソリの巨大な尻尾が大きく曲がり、シュンを指し示した。尻尾の先せん端たん、その部分が花のように開く。尻尾の奥は、まるで太陽のような強い輝かがやきを発していた。まずい、シュンの全身が戦せん慄りつする。すさまじい〈魔ス元ク素レ〉の波動を感じる。これまでの比ではない。

　サソリの尻尾から、極ごく太ぶとの光撃ビームが照射された。正面から押し寄せるその攻こう撃げきを、シュンは避よけきれなかった。全身を光撃ビームに吞み込まれた。たちまち全身が沸ふつ騰とうするような灼しやく熱ねつ。服が消し飛び、皮膚が焼けただれ、骨も残らず蒸発していくような激痛。

『貴様の存在を三さん千ぜん大だい千せん世界より完全抹まつ消しようする』

　全身を焼きつくされ、シュンの肉体は消しよう滅めつした──いや、違う、違うのだ！

　ここは、無意識の世界！　そもそも肉体という存在などはじめから存在しないのだ！

　はっと意識を覚かく醒せいさせるシュン。全身が一いつ瞬しゆんで消し炭になった、そんな錯さつ覚かくをおぼえた。けど違う！　確かにダメージはすさまじい。骨の髄ずいまで焼けこがされる痛みは間違いなくシュンの全身をさいなんでいた。それこそ常人なら一瞬で発はつ狂きようするような激痛。

「こんな痛み、たいしたことはない！」

　光撃ビームに吞み込まれた状態でシュンは叫び、両手を前に突つき出した。

「ボクが今まで心配させた、リース姉さんたちの心の痛みに比べれば、こんなもの、全然たいしたことないっ！」

『だが、貴様では反はん撃げき不能。このままその魂たましいの構成因子を滅めつ却きやくする』

「我たしを忘れてもらっては困るな」

　シュンへ光撃ビームを放ち続けるサソリ。その背後に、葉巻をくわえたまま駆けるモニカが迫せまっていた。

「愚弟が必死になっているんだ──お姉様である我たしも少しはがんばらねば、カッコがつくまい」

　跳ちよう躍やくするモニカ。サソリはモニカを迎げい撃げきしようと、全身から光撃ビームを放つ。だが、モニカの動きの方が速い！

「貴様の弱点は、そこだっ！」

　モニカは、サソリの大きく湾わん曲きよくした尻尾しつぽ、その先せん端たんを満身の力で蹴けり飛ばした。あたかも流星が尻尾に命中したかのような衝撃。

　サソリは今、シュンを焼き払はらうために尻尾から光撃ビームを放出していた。

　その尻尾をモニカが蹴り飛ばしたのである。尻尾がさらに曲がり、その先端が、真下のサソリの胴体をとらえた。

　すなわち、サソリは自分が放っていた強きよう烈れつな光撃ビームを自ら食らってしまったのである。

　サソリの体が爆ばく発はつ、その全身が赤しやく熱ねつすると同時に亀き裂れつが全身に広がった。

『第一から第三装そう甲こうまで貫かん通つう。被ひ害がい甚じん大だい、被害甚大』

　シュンは、光撃ビームの呪じゆ縛ばくから解き放たれ、その場に膝ひざをついた──全身が消し飛んだかと思ったけれど、まだ体は残っている。

「はあああああああああああああっ、砕さいっ！」

　大ダメージを受けたサソリの隙すきを逃のがさず、モニカは再び敵に肉にく薄はくしていた。サソリの巨体を支える脚、その一本にモニカは掌しよう底ていを叩たたきつけた。

　ガンッ──硬かたい音が響ひびき、モニカの手は弾はじかれる。亀裂が入っているとはいえ、サソリの重装甲は健在だ。モニカの細腕ではびくともしない──かに思えた。

　だが、次の瞬しゆん間かん、サソリの脚が内側から爆発。脚の一本が消し飛んだ。

「〈魔ス元ク素レ〉の衝しよう撃げき波はを内部に浸しん透とう、干かん渉しようさせ、爆発させてやったぞ」

「さすがモニカ姉様！」

　脚を一本失ったことで、サソリはバランスを崩くずしてゆっくり傾かたむいていく。

「今だ、シュン！　最後はお前が決めろ！」

　モニカの声。シュンはうなずいた。立ち上がり、全速力で駆け出す。

　不思議だ。体はもう限界、動かないと思っていたのに、今シュンは走っている。体の奥底から、力がわき上がってくる。とっくに限界を迎むかえた肉体をさらに突き動かす無限の力──その力の源が何であるかを、今のシュンは理解していた。

「たしかにボクらは一人だ！　ボクらは結局は孤こ独どくな存在なのかもしれない！　けれど、それでいいんだ！　孤独だからこそ、人は互たがいにつながって生きていける！　家族を作ることができる！　だからこそ、大切な家族を護まもるための力がわき上がってくる！」

　シュンが、手を振ふり上げる。体の奥底からわき上がる無限の力、その力が手の中に収束され、それは一振りの、輝く剣けんの形となった。

「家ボ族クらは一人じゃない、家ボ族クらは一つだっ！

　だから、家ボ族クらを傷つける奴やつは、たとえ神様だろうと




　ボクのこの手で、あの世の果てまでぶっ飛ばす！　」




　シュンの手の中の剣が、サソリの巨体を貫つらぬいた。全身に広がった亀裂の内側から光が漏もれだし──そして、大爆発を起こし、サソリは粉々になった。

「や、やった……倒たおした！」

　そうつぶやき、シュンはその場にドウと倒れた──さすがに限界だった。最後の一いち撃げきを放つのに、全ての力を使い果たしてしまったようだった。

「シュン……よくやったな」

　モニカの声。見ると、シュンの頭上にモニカが立っていた。

「しばらく見ない間にお前もずいぶん成長したようだな」

　モニカの言葉に、シュンの眼からまた涙がこぼれた。

「バカめ。なにを泣いている」

「だって、嬉うれしくって……モニカ姉様にまた会えたことが」

「ふんっ、そんなことより、お前の目的はもういいのか？」
















「そうだ、リース姉さん！」

　振りかえると、リースの魂は今までと同様、空中に浮いていた。先ほど見たときは体の端はしが溶とけかかっていたのだが、今見たところ、体は元通りになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「わからんが、どのみち我たしにできることはこれ以上、ない」

　確かに、シュンも、これ以上どうすればいいのかわからない。

「でも、よかったよ。モニカ姉様も、これで眼を覚ますんだね。本当によかった」

「何か勘違いしていないか、愚ぐ弟ていよ？」

　モニカがいつもの皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「ここは無意識の世界だ。無意識世界で意識がある我々は、現実世界では現在昏こん睡すい状態にあるのだぞ」

「……言われてみれば！」

　そういうことなら早く眼を覚まさないと──と思ったけれど、シュンはそこで重要な問題に気づいた。

「でも姉様……ボクらって、どうやったら起きられるの？」

「ふむ……そいつは難問だな」

　つまり、モニカにもわからないらしい。モニカ自身、この世界で意識を取り戻したのはついさっきのことらしいので、ムリはないのだが──と、その時。

　ギッ、ビシビシッ、バリンッ

　何かが破は壊かいされるような、そんな不ふ吉きつな音が響いた。

「こいつは……マズイかもな」

　モニカのつぶやき。シュンも背後を振りかえり、そして息をのんだ。

　背後の空間が砕くだけていた──文字通り、なにもない空間が割れて、空間の奥に存在する闇やみへと飲み込まれていく。

　たった今モニカと二人がかりで撃げき退たいしたサソリは、爆散した。サソリが最後に爆発した場所、その場所の空間が壊こわれており、砕けた空間が連れん鎖さ的に広がっているのだった。

「あの節足動物は、空間を支配する能力を持っていたようだからな。奴が爆発したことで、そのパワーが周囲にまき散らされてしまったのか」

　モニカが分ぶん析せきしているが、ビシビシッ、と亀裂がシュンたちのいる方へと近づいてきている。

「もしかしてまずくない？」

「まずいだろうな、おそらく……シュン、逃にげるぞ！」

　言うが早いか、モニカは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。あいかわらず思い切りがいい姉である。シュンもあわててその背中を追った。もちろん、ぐったり動かないリースの魂も、シュンは抱かかえて逃げた。

　バババババババ──シュンたちが逃げ出したとたん、背後の崩ほう壊かいが加速した。空間が次々と砕けながら、闇へと飲み込まれていく。逃げるシュンたちを追いかけるように、崩壊は続いた。

「もし飲み込まれたらどうなるかな？」

「試してみるか、愚弟？」

「遠えん慮りよします！」

「ならくだらんことをしゃべってないで走れ！」

　怒おこられた。シュンは、ごめんなさい、と謝りながら逃げる。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう加速で逃げても、空間の崩壊はシュンたちと同じ速さで追ってきた。まずい、このままだと、いつか追いつかれそうだ。

　問題は、いくら走っても無意識世界はどこまでも同じ景色が続いている、ということだ。どこまで逃げればいいのか。そもそも逃げるあてなどなにもない。どうやったら現実世界に戻れるのか。

　と、リースの魂を抱えたシュンと、それに併へい走そうするモニカ、二人の眼の前に光点が飛来した。

「なにこれ？」

「さてな」

　それは指先ほどの小さな光。無意識世界に浮うかぶ星のような輝かがやきの一つだ。その光が、シュンたちの眼の前を何度も横切っていく。その動きはホタルのようだった。

「なんだろう？　もしかして、ついてこいってこと？」

　シュンが疑ぎ問もん符ふを浮かべると、ホタルのような光は急にまっすぐ飛び出した。それはあたかも、シュンたちを先導するような動きである。

「よくわからないけど、ついて行ってみよう！」

「ふん……他に選せん択たく肢しはないか」

　シュンたちは、ホタルに従って走り続けた。

　しかし──シュンは走りながら考える。なんだろう、このホタル。不思議なことに、初めて見た気がしない。以前どこかであったような気がする。いったいどこで……

　そんなことを悩なやみながら走っていると、前方に、白いものが見えた。

「なに、あれ……扉とびら？」

　それは、なにもない空間に浮かぶ両開きの扉だった。突とつ然ぜん現れた扉は、いかにも怪あやしい。だが、シュンたちの眼の前を飛ぶホタルは一直線にその扉へと向かっていた。

「あそこに逃げろってこと？」

「大丈夫なのか」

　モニカが疑わしげにつぶやく。確かに怪しいが、背後の空間崩壊はまだ追ってきている。あれから逃げるには、あの扉に入るしかないようだった。

　モニカは少し足を速め、シュンよりも一足先に扉に駆かけ寄より、その扉を蹴り飛ばした。扉が、勢いよく開かれる。

　扉の向こうは、光に満ちていた。真っ白な光が埋うめ尽つくす空間──まぶしすぎて、向こうの様子がよく見えない。

「こんなところに入って本当に大丈夫か？」

　モニカはブツブツつぶやいているが、他に逃げ場はないというのも事実である。

「チッ……おい、シュン。我たしが先に入るぞ」

　と、モニカが告げてきた。

「お前は我たしの後をついてこい。いいか、我たしの身になにか危険があれば、かまうことはない、お前はすぐに引き返せ」

「それって、モニカ姉様が先導して危険を確かめてくれるってこと？」

「勘かん違ちがいするな。我たしは、真っ先に逃げ出したいだけだ……とにかく行くぞ！」

　と、モニカは思い切って扉の中に飛び込んだ。光に飲み込まれたモニカの姿は、すぐに見えなくなってしまった。

　シュンも、リースの魂を抱えたまま、モニカを追って扉に飛び込んだ。たちまち全身を、光が包み込む。

「……助かったのか？」

　すぐそばにモニカがいた。どうやらお互い無事なようだ。背後を振りかえると、光の向こうに入ってきた扉が見える。と、その扉が自動的に閉まり、そのまま消えてしまった。

「閉じこめられた？」

「わからん……が、差し迫せまった危険は見あたらんな」

　シュンには、一つ気になっていることがあった。それは、先ほどのホタルだ。背後の扉が閉まる瞬間、あのホタルは、扉の向こう側にいるのが見えた。シュンたちを案内しただけで、それ以上ついてこなかったのだ。

「さっきのホタル、なんだったんだろう？」

「さぁな。今はそんなことを気にするヒマはないだろう」

「そうだよね……なんとなく、懐なつかしい気配を感じたんだけど」

「そうだな」

　と、シュンたちの視界を包む光が強くなった。同時に、なんだかだんだんと、意識が遠のいていく……

「ふむ……無意識世界で意識を失うということは、現実世界に意識が戻もどる、と解かい釈しやくすればいいのか？」

「だったら、ボクらは助かったのかな？」

「さぁな。こうなったら、成り行きに任せるしかあるまい」

　シュンの意識が光に飲み込まれていく……最後に、モニカが、なにかつぶやいている声が聞こえた。

「無意識世界には過去現在未来のあらゆる生命の意識が集まると聞く……だとすれば納得がいく。我たしたちを死後も見守ってくれているのか、母さん」







　ジュヴレーヌ王国──バーガント大陸南なん端たんに位置する大国である。

　ジュヴレーヌ王国の王都近きん郊こうに、大きな屋や敷しきがあった。数十人以上が生活してもまだ余よ裕ゆうがある大きさの屋敷。田園地帯の風景に調和した造りの建物は、貴族の持ち物だろうと一目でわかるものだった。

　この屋敷は現在ジュヴレーヌ王国でもっとも力を持つ騎き士し、エフィの所有物である。正確には、エフィが所有する屋敷の一つである。

　その屋敷の一室──そこにヴィオとシラー、二人の姉妹はいた。この屋敷に来て、かれこれ数週間くらいになるだろうか。ここでの生活にも慣れてきた二人である。

「あーあ、退たい屈くつ……」

「…………」

　あくびをかみ殺してつぶやくヴィオ。その傍かたわらのシラーは、あいかわらず無表情で無言である。

「なにもしなくてもご飯食べさせてもらえるし、一日中ごろごろしてても誰だれも文句言わないのはいいけど……そろそろ飽あきてきたさぁ」

「…………」

「え？　怠なまけすぎ？　だってしかたないじゃん。モニ姉ねぇ、いつ眼を覚ますかわからないんだしさ」

　昏睡状態のモニカは隣りん室しつで眠ねむり続けていた。知らない屋敷に連れてこられた当初は警けい戒かいしたものの、敵も現れず、屋敷の人間に命令すれば欲しいものは何でも用意してくれるという状じよう況きようで、ヴィオはすっかり堕だ落らくしていた。ふにゅ～、ソファの上にだらしなく座って完全にくつろいだ様子である。

「…………」

「え？　そろそろモニ姉ぇの食事の時間？」

　モニカは身動きがとれないので、食事もヴィオたちが与あたえている。

「…………」

「あぁ、わかってるさぁ」

　屋敷の人間が用意してくれたスープを、管くだを使ってモニカの胃に流し込むのである。意識のないモニカは咀そ嚼しやくや嚥えん下かができないので、こうするしかないのだ。

　チロリ、用意されたスープをなめてみるヴィオ。味がない上に生ぬるくて、お世辞にも美お味いしいとはいえなかった。

「……なんかさぁ、今日のこれ、すっごくマズくない？」

「…………」

　シラーも指先でスープをすくって口をつけたが、顔をしかめていた。

「全然味しないじゃん」

「…………」

「こんなもん飲んでたらモニ姉ぇ、いつまでたっても起きない気がするさぁ」

「…………」

「うし、ちょっと待ってて」

　と、ヴィオが部屋をとびだした。シラーは、無表情に立ったまま律りち儀ぎに姉の帰りを待つ。やがて、ヴィオが両手に無数のビンを抱えて戻ってきた。

「台所でいろいろもらってきた。これで美味しくしてやるのさぁ」

「…………」

「え？　料理できるのかって？　ちょー簡単さ。野菜を切ったらサラダだし、肉と魚を切れば刺さし身み。あんなの簡単簡単」

「…………」

　それはどう考えても料理ではない気がする、と言いたげな眼をするシラーだが、ヴィオは妹の視線など気にしてなかった。

「味うすいから、とりあえず塩入れればいいかなぁ」

　塩セル、と書かれたビンのフタをあけるヴィオ。そのビンを逆さにして振ると──ドサー。中なかブタが外れて、中身が全部出た。

「やばっ！」

「…………」

「あ？　いや、大だい丈じよう夫ぶさ！　失敗なんてしてないし！　塩を入れすぎたときは、砂糖を入れればいいのさ！」

　砂糖スユクル、というビンをあけるヴィオ。塩が大量に入ったので、とりあえず同じくらいの砂糖をどさっと入れた。

「これでよし」

「…………」

「あと、モニ姉ぇがすぐ眼を覚ますように、胡こ椒しようもたっぷり入れとこう。あとモニ姉ぇが好きだったケーキも、ドロドロになるまで崩くずしてスープに溶とかせばいっか。あとは……」

「…………」

　姉がとんでもない代しろ物ものを作る姿を、シラーは黙だまって見守ることしかできなかった。

「よし、できた！　特製スペシャルスープ！　これを飲めばモニ姉ぇも絶対眼を覚ますはずさぁ！」

　嬉き々きとした顔で皿を持ち上げるヴィオ。その皿の中には、どす黒く変色した液体が入っていた。

「おっと、味見しないと……シラー。ちょっとこっちきな」

「…………（ブルブル）」

　身の危険を感じたか、シラーは顔を横に振ふりながら後退した。

「お前、いっつもお腹すかせてるじゃん。おやつ代わりにちょっと飲むのさ」

「…………（ブルブル）」

「大丈夫。あたし特製スープは死人も飛び起きるほど栄養満点さ」

「……ほぅ、そんなにすごいのか？」

「当然さ。栄養剤ざいと調味料全部入れたし」

「ならまず自分で飲んでみろ！」

　と、いきなりヴィオの背後から伸のびてきた手がスープ皿を奪うばい、その中身をヴィオの顔面に叩たたきつけた。一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくするヴィオ。やがて──悲鳴を上げた。

「うにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ]　辛からい辛い辛い苦にがい苦い苦い痛い痛い痛い痛い痛い死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ!!」

　絶ぜつ叫きようしながら床ゆかの上をのたうち回るヴィオ。口の中がしびれた！　鼻の奥が焼け付くようだ！　眼が痛くてあけていられない！　皮ひ膚ふは、炎ほのおであぶられたように熱い！

「な、なにしやがるのさ！」

　スープが眼に入ったせいで、前が見えない。ヴィオは、それでも自分にスープをぶちまけた人物の存在を、気配で感じ取っていた。

「ふざけんな！　ぶちのめすぞ！」

　殺気をみなぎらせるヴィオを前に、その人物は、少しも動じずに佇たたずんでいた。

「なんだ、ヴィオ。お前、まさか我たしにケンカを売るつもりか？」

「当たり前さ！　ぶっ殺す！」

「そうか……ヴィオ、だからお前はアホなのだ！」

　むにょんっ、相手が、ヴィオの豊かにふくらんだ胸をわしづかみにしてきた。

「ひぁんっ」

　悲鳴を上げると同時にヒザから力が抜ぬけ、ヴィオはその場に座り込んだ。

「お前の弱点を熟知している我たしに勝てるとでも思ったのか？」

　ぷにゅっ、ぷにゅんっ、ぷにっ、きゅっ

「ひぁぁぁぁんっ！　ひゃめぇ……しょこっ、おっぱい、らめぇ！　しょこっ、弱いのぉ、らめなのぉ」

　ぷにぷに、きゅきゅっ、きゅぅっ、ぷるんっ

「ひゃっ、うぅんっ、りゃ、めぇっ、きゅぅぅん、らめぇ、うぅ、っは、はっ、いぃっ、あうぅぅっん、はゃんっ、しょこっ、いじるのらめぇ、いじっちゃいやぁ、ずりゅい、ずりぃよぉ、う、ぅんっ、ひっ、いっくぅぅぅんっ！」

　ガックリ、床の上に崩れ落ちるヴィオ。そんなヴィオを、見下ろす人ひと影かげ。

「…………」

　シラーは、ヴィオをダウンさせた相手の顔を見て、その顔に驚おどろきの表情を浮うかべていた。彼女が表情を大きく変化させるなど、とても珍めずらしいことだった。

「シラーか。久しぶりだな。ふん……我たしが倒たおれた後、ざっと二週間はたっているのか？　思ったより長く寝ねていたか」

「んぅぅ……い、今の……」

　苦しげに何度も呼吸しながら、床の上のヴィオが顔を持ち上げた。

「今の指使い……まさか、モニ姉ぇなの？」

「そんなところで判断されるというのは微び妙みような気分だが……そうだ。我たしだ」

　ヴィオをダウンさせた人物、モニカはそう言って、皮肉げな笑みをこぼした。

「それよりここはどこだ？　見覚えのない家だな。しかもずいぶん貧びん乏ぼうくさい家だ」

「本当に、モニ姉ぇなの？　……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

　ヴィオは、モニカの足あし下もとにすがりつくと、そのままわんわん泣き出した。

「よかったぁぁぁぁぁぁ、本当によかったよぉぉぉぉぉぉぉ、モニ姉ぇ、眼が覚めたんだぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「…………」

　シラーも、無言で涙なみだをこぼしながらモニカに抱だきついた。二人の妹に抱きつかれたモニカは、うっとよろめいた。

「お前たち、よせ！　二週間も眠っていたせいで体が重い。お前らを支えきれない……」

　そのまま倒れてしまうモニカ。ヴィオとシラーはそんなことは気にせず、床の上で倒れたままモニカに抱きついて、わんわん泣いた。

　モニカは、泣きじゃくる妹たちを前になにかを言おうとしたが、思い直したように口をつぐむと、両手で二人の頭をなでてやった。

「泣き虫な愚ぐ妹まいどもめ……やはりお前らは、我たしがいないとなにもできないようだな」

「うわぁぁぁぁぁぁん、モニ姉ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「……………………………………………………………………」

　三人の姉妹は、しばらくそのままの体勢で互たがいの存在を確かめ合っていた。







　次にシュンが気づいたとき──最初に眼に入ったのは天てん井じようの板だった。

「んっ……ここは？」

　うめきながら起き上がると、ズキリ、全身が痛んだ。見ると、体中に包帯が巻いてある。

「兄さん、気がつきましたか！　よかった、心配したのですよ！」

　と、シュンが眠ねむるベッドの横に待機していたらしいソフィーが抱きついてきた。その震しん動どうでちょっと全身が痛んだが、シュンはその痛みに耐たえ、妹の体を抱きしめた。見ると、ソフィーの眼が真っ赤になっている。迷めい惑わくをかけたようだ。

「えっと……ボク、どれくらい寝てた？」

「丸二日ほどです。傷の治ち療りようはすんでいますが、意識が戻もどらないのでとても心配しました」

　二日──シュンの意識では、無意識世界に行った後、リースの救出にはほんの数刻程度の時間しかかかっていなかったはずだ。なのに現実では二日もたっているとは、時間の流れに差があるのか？

　と、ゴホッ、軽く咳せき込むシュン。ノドが少し痛む。

「兄さん、大丈夫ですか？」

「これくらい平気さ……それより、リース姉さんは？」

「兄さんと同じく、まだ意識が戻りません」

「もうちょっと詳くわしく状況を教えてくれない？　ボク、リース姉さんを止めようと戦った直後から記き憶おくがないんだ」

「そうでしょうね」

　ソフィーの説明によれば、ルケの協力を得たシュンがリースに肉にく薄はくし、リースの《至タ聖ン空プ杖ル》に触ふれた瞬しゆん間かん、シュンとリースの二人は互いに意識を失ってしまったらしい。ソフィーは車を呼んで、シュンとリース、ルケの三人を運び、医者の治療を受けた後、シュンたちは眠り続けたということらしい。

「兄さんたちが寝ている間にこの国の状じよう況きようもだいぶ変化しました」

　と、ソフィーが深刻そうな顔になる。なにがあったのだろう、シュンがそう尋たずねようとしたとき。

「ソフィー！　リースの奴やつが眼を覚ましたのです！」

　バタンと、ノックもなしに部屋に入ってきたのはクロロだった。クロロは起きているシュンの姿を見て、眼を丸くしてる。

「うわ、シュンの奴まで眼を覚ましてるのです！」

「うん、おはよう、クロ。心配かけてゴメンね」

「へっ、シュンのことなんてあたくし様はちっとも心配してねーのです！」

　腕うでを組んでそっぽを向くクロロ。だが──

「クロロ、嬉うれしいのはわかりましたから、涙を拭ふきなさい」

　ソフィーが妹にハンカチを差し出した。泣いてねーのです、とクロロはあわてて眼をごしごしこすっている。

「クロ、リース姉さんが起きたって、本当？」

「そーなのです。ついさっき起きたのです！」

　シュンはベッドから起き上がった──二日も寝ていたらしいので、いきなり起きると軽い目め眩まいがした。体も節々が痛むし、だいぶおなかも減ってのども渇かわいた。けれど、今はなにより、リースのことが気になる。

　歩きながらソフィーに確認すると、シュンがいる場所は、聖地の北に位置する街だった。エシュヌ教国で聖地の次に大きな都市らしいが、内乱の影えい響きようで人口が減少しているそうだ。その病院内に、シュンとリースは入院しているのだった。

「リース姉さん」

　リースがいるという病室に入ると、リースはすでに起き上がっていた。見れば、リースの傍かたわらにはルケがいた。

「姉あね者じやぁぁぁぁぁぁぁ!!　よかった、本当によかったぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　そのルケは、顔をくしゃくしゃにしてわんわん泣いていた。リースが起きたことがよほど嬉しいらしい。ルケのそんな姿、シュンは初めて見た。

「えっと、姉さん……元に戻ったの？」

　そう、そこが一番の問題だ。『ファムアテルの果実』に意識を乗っ取られた状態からしっかりと回復しているのだろうか？

　リースは、ゆっくりとシュンを振りかえった。無機質な表情と黒い瞳ひとみ。なんだか雰ふん囲い気きが、以前と少し違ちがう……

「ワタクシの使命──それは神となって、世界を救済すること」

　リースの声が響ひびく──シュンは、リースの意識が戻っていると気づいた。だが、その思想には、やはり変化がないようだ。

「リース姉さん……まだ、神様になるつもりなの？」

「神となって永遠になる、それこそが聖なる使命です」

「姉さん……神様なんて、なろうと思ってなるものじゃないよ。そんなことをしなくたって、姉さんは今のままでいいんだよ。ボクもソフィーも、いつまでも子供のままじゃないんだから」

　と、そこでリースがベッドから立ち上がった。姉者、とつぶやくルケを手で制し、静かにシュンに近づいてくる。

「聖なる神になることがワタクシの使命──ですが、その使命は間ま違ちがいでした」

「え？」

「なぜならば、聖なる神は、今ワタクシの眼の前にいるからです──シュ～たん！」

　やおら、リースが両手でシュンを力一いつ杯ぱい抱だきしめてきた。予想以上に強い力。

「そうです、シュ～たん。神の世界でワタクシを救ってくれたあなたこそ、ワタクシの聖なる神。ワタクシは聖なる信しん仰こうに眼覚めたのです。これからワタクシは、あなたを信じ、あなたを奉たてまつるために生きていきます。なぜなら、それこそがワタクシに課せられた、真の聖なる使命なのですから」

　と、リースがますます腕に力を込めてシュンを抱きしめる。大きくふくらんだ柔やわらかい姉の胸が、シュンの体の表面でむにむに形を変えている。苦しいやら気持ちいいやら訳がわからないやらで、シュンは硬こう直ちよくしてしまった。

「姉さん、いきなりなにを訳のわからないことを言っているのですか！」

　と、ソフィーがシュンとリースを引きはがそうとする。が──

「あぁ、ソフィーたん。わかっています。あなたも聖なる神であるシュ～たんを抱きしめたいのですね」

　リースはなにもわかっていない。

「え？　いえ、そんな、私は別にそんな、うらやましいなんて思ってはいません……」

　と、なぜかソフィーが急にモジモジしながら顔を赤らめていた。

「ソフィーたん。あなたも正直になればいいのです。さぁ、一いつ緒しよにやりましょう！」

「な、なにを、姉さん！」

　と、リースがソフィーを強引に引き寄せ、シュンも入れた三人で互いに抱きしめ合うというさらに訳のわからない状況になった。というか、ソフィーは引き寄せられたとたん、シュンに思いっきり抱きついてきた。いやがっていたはずなのに！　いや、ソフィーの体も、リースに負まけず劣おとらず柔らかくて、甘い香かおりがして、とても気持ちがいいんだけど……

「さぁ、クロたんにルーも来なさい」

「あ、あたくし様はいーのです！　というか、バカの仲間入りなんてしたくねーのです！」

「へっ、くだらねー（意訳：うらやましぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！　けど恥はずかしくてそんなのできねぇぇぇぇぇぇぇぇ!!）」

　クロロやルケは遠えん慮りよして近づいてこないが、リースが強引に引き寄せてきた。姉弟妹きようだい五人で互いを抱きしめ合う。
















「あぁ、けど、なんだか温かくて気持ちいい……これが家族のぬくもり？　だったらボクは今、最高に満たされている……」「ルウウウウウウウ！」「うぎゃぁぁぁぁ、ルケがバカ力であたくし様たちをおしつぶそうとしてるのです！」「兄さん、任せてください。ルケ姉さんから、私が護ってみせますから」「ソフィーたん、どさくさでシュ～たんを独どく占せんしてはいけませんよ」「あ、あの、みんな、もう少し落ちついて……」「く、苦しいのです……」「クロがつぶれかけてる！　大だい丈じよう夫ぶ！」「し、死ぬかと思ったのです……」「クロロ、どさくさでなんで兄さんにしがみついてるんですか！」「こ、これはルケから逃にげてきただけなのです。しかたなくなのです。そうでもなきゃ、シュンなんかと好き好んでくっついたりしねーのです」「ケンカはいけませんよ、聖なる神であるシュ～たんの御おん前まえなのですから」「ルウウウウウウウウアアアアアアアアアアア!!」

　もう訳がわからない、大混乱状態だ！

　と、そこでバタン、と病室の扉とびらを開けて入ってくるものがいた。

「失礼します！　シュナブランさんはここに……って、なにをやっているのですか？」

　アンジュだった。アンジュは病室内のカオスぶりを見て、眼を白黒させている。シュンは、あわてて姉妹の間から飛び出して、アンジュを出で迎むかえた。

「ボクならもう大丈夫だよ。あぁ、この状況は気にしないで。なんでもないから」

「そう、ですか。ともあれ、無事でなによりです……あぁ、いえ。あくまで同どう僚りようとしてあなたのことを心配していただけですので、他意はありませんよ」

　あたふたとごまかすように手を振ふるアンジュ。

「それより、事態が動きました。ソフィー卿きよう、手を貸してください。シュナブランさんは……もう少し静養していた方がいいですね」

「ボクならもう大丈夫だよ」

　少し空腹で体に力が入らないものの、自力で動くことはできる。自分の体調よりも、少しあわてた様子のアンジュの方が気になった。

「いったいなにがあったの？」

「それは……」

　口ごもるアンジュが室内を見た──部屋にはシュンやソフィー以外にもリースたちがいる。他の人に聞かれたくない話だろうか？

「えっと、この部屋にいる人なら大丈夫だよ。みんな信しん頼らいできる人だから」

　と、シュンが告げる。アンジュは、確かに無関係ではありませんね、とうなずいた。

「戦争が始まります」

「戦争？　どこで？」

「この国、エシュヌ教国でです」

「ここはもともと戦いが続いていたはずだけど？」

「それは内乱です。今度は違います。他国の軍勢が国境に侵しん攻こうしてきました」

　アンジュが、深刻な面おも持もちで告げる。

「もはやこれは立派な侵しん略りやく戦争です」







　　　第四章　戦争と姉と巨きよ悪あく







　エシュヌ教国は、最近激化した内乱のために国内が大いに荒あれていた。反乱を起こした新教徒と呼ばれる勢力は大きく、エシュヌ教国を統治する教皇は、自力で内乱を鎮ちん圧あつすることは不可能だと判断せざるを得なかった。

　そのため教皇は最後の手段として、近きん隣りん諸国に救きゆう援えんを求めたのである。

　しかし、魔ま族ぞくとの大戦争から三十年。バーガント大陸諸国家は、戦後それぞれ復ふつ興こうに努つとめてきたものの、戦争の爪つめ痕あとは深く、未いまだ国内が安定しない国家も数多く存在していた。

　エシュヌ教国が存在する大陸中央部付近もそうだった。エシュヌ教国の周辺国は、他国の内乱を鎮圧するための援軍を送り込むほどの余よ裕ゆうは持ち合わせていなかった。そのため、周辺国は教国の要よう請せいを無視、あるいはもっともらしい理由をつけて断り、またあるいはわずかばかりの救援物資を送ることでお茶を濁にごした。

　そんなエシュヌ教国に対して、唯ゆい一いつ明確に援軍を送ると答えた国が、大陸有数の大国、ジュヴレーヌ王国だったわけである。

　ジュヴレーヌとエシュヌは距きよ離りが離はなれているため、まずは先せん遣けん隊たいとしてシュンやアンジュたちが送り込まれた──それがシュンの知るこれまでの状じよう況きようだった。

　そしてシュンたちがやってきたことは、すでに周辺国にも知れ渡わたっている。

　結果ジュヴレーヌ王国は大陸西部へと勢力を伸のばそうとしている。エシュヌをその足がかりにするつもりだ──そんな情報が、西方諸国の間に流れたのである。

　当然西方側の国としては、ジュヴレーヌの行動は面白くない。

　よって、それまで理由をつけて救援を出すのをしぶっていた西方諸国が、ジュヴレーヌに対たい抗こうして、こぞって軍団をエシュヌ教国へ派は遣けんすべく、行動に移ったのである。







「……なるほど、状況はわかったよ」

　アンジュからの説明を聞いて、シュンも、エシュヌの現状をおおむね把は握あくした。

「へっ、どいつもこいつもハイエナみたいなことをして、国のプライドはねーのですか」

　と、毒づくのはクロロである。

「エシュヌを助ける気はないけど他人にとられそうになったら横やりをいれてくる──ガキのケンカなのです」

「まぁ、落ちついてよ、クロ……それで、アンジュさん。その外国の軍隊って、今どこにいるの？」

「数日前から国境に軍隊を集結させていました。本格的な侵攻はまだですが、小隊規模の人数が国境を越こえてエシュヌを挑ちよう発はつしています。エシュヌ側には、反はん撃げきするどころか防ぼう御ぎよするだけの戦力がありませんので、戦せん闘とうはほとんどありませんが……」

「……新教徒は、どうなったのでしょう？」

　そう尋たずねたのはリースだ。やはりリースとしては、自分が率いていた軍勢のことは気になったのだろう。

「その……ほぼ壊かい滅めつ状態です」

「え？　なんで!?」

　ほんの数日前まで、新教徒軍は教皇派を全ぜん滅めつ寸前まで追おい詰つめていたはずである。それが、すでに壊滅？

「リース卿が暴れた一件で、新教徒軍の主力が壊滅したのです」

「けど、それだけで壊滅するほど新教徒軍は小さくなかったでしょ？」

「新教徒をまとめていたリースがそれをやったとゆーのが問題なのです」

　クロロがそこで説明を受け継ついだ。クロロは自分の魔ま導どう端たん末まつを操作し、空中に映像を映し出した──それは、上空で光の翼つばさを広げ、地上を攻こう撃げきするリースの姿だった。

「この姿が大勢に目もく撃げきされたのが痛いのです。ネット上にまで画像と映像が拡散してるのです。発見し次第あたくし様が全部削さく除じよしてやったのですけど、ここまで広まったらもう手て遅おくれなのです」

　小さく首を振るクロロ。

「リースの人間離ばなれしたパワーを目まの当たりにして、リースの正体は魔族だった、と噂うわさが広まってしまったのです」

「そんな……」

　それはシュンも危き惧ぐしていたことだが、やはりそうなってしまったのか。

「指導者が魔族だったということで、残った新教徒軍は大混乱。それをまとめる人物がいなくて、ほぼ空中分解とゆー状況なのです」

「そうですか……残念ですが、しかたありませんね」

　眼を伏ふせたリースが、静かに告げる。

「そういった状況であるならば、ワタクシはもう表おもて舞ぶ台たいに出ない方がいいでしょう」

「姉さん、どうする気!?」

「心配せずとも、シュ～たん。聖なるワタクシはどこにも行きませんよ。聖なる神であるあなたのそばにこれから先はいつづけることにします」

　ニッコリ微笑ほほえむリース……なんだかよくわからないけど、つまり昔のようにシュンたちと一いつ緒しよに暮らす、ということでいいのだろうか？

「シュナブランさん、どうする気ですか？」

　と、今度はアンジュがシュンを見つめる。

「彼女は今回の内乱の首しゆ謀ぼう者しやで、かなりの危険人物と言わざるを得ません──国際法にてらしあわせても、無罪放ほう免めんとはいきません」

「それは……」

「……ただ、あなたが今後責任を持って彼女を預かると言うのならば、内々に処理をすることもできます」

　アンジュは、硬かたい表情で告げる。

「あなたが彼女の身み柄がらを預かり、二度とこのような事件を起こさないと誓ちかうのならば、わたしからリリィ様に話して、彼女をかくまえる屋や敷しきを用意します──早い話、モニカの件と同様の処理をするわけですが」

「えぇ、もちろんです」

　ニッコリ微笑んだまま、リースがアンジュに答えた。

「ワタクシは、二度と騒そう動どうを起こすつもりはありません。これからはシュ～たんに従い、穏おだやかな毎日を送ることにします──ね、ルー？」

「へっ……アタシは、姉あね者じやと一緒にいるぜ。それがダメだって言うなら、お前をぶっ殺すだけだ」

「ルー姉さんは静かにして、話をややこしくしないでよ」

　アンジュを挑発するルケをあわててなだめるシュン。珍めずらしくそれでルケが大人しくなってくれたので、アンジュも、シュンに任せるしかないか、とつぶやいていた。

「ともかく、リリィ様に報告せねばなりませんのでわたしは行きます──シュナブランさんと、ソフィー卿はこの後来てください。今後の方針と対策を話し合う会議を行います。病院の外に車を用意してあるので、それを使ってください」

「うん、わかったよ」

　アンジュは去っていった。

　問題が解決したわけではなく、むしろ解決しないまま悪化しただけのような気がする──けど、これまで離ればなれだったリースとルケが、これからはシュンたちと一緒に暮らすと約束してくれたのである。シュンにとって、これほど嬉うれしいことはない。

「……行きましたね」

　と、アンジュがいなくなったとたん、リースが立ち上がった。

「クロたん。いいですか？」

「クロたんって呼ぶな、なのです！」

「クロたんはクロたんと言った方がかわいいでしょう？」

「うるせーのです！　あたくし様はお前を認めてなんていねーのですよ！」

「なんだと、クロ！　姉者に逆らう気か！」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ!!」

「ルー。クロたんを怖こわがらせてはいけません」

「けどよぉ、姉者」

「ワタクシに逆らうのですか、ルー？」

「いや、とんでもねぇ！」

　なんだか、この三人の力関係は見ていると面白いかもしれない──シュンは改めてそう感じた。

「ともあれ、クロたん……何人いますか？」

「なんのことなのです？」

「わたくしたち以外に、何人？」

「三、五、七、ってとこなのです」

「お願いできますか？」

「楽勝なのです！」

　クロロが謎なぞのやりとりをしながら、端末を操作した。

「……はい、これでいいのです。なにを話しても聞かれることはねーのです」

「ねぇ、何の話？」

「この病院を監かん視ししている奴やつらのことなのです！」

　クロロが答える。

「この部屋の周辺に仕し掛かけられた盗とう聴ちよう器きが三つ、病院内に侵しん入にゆうしているスパイが五人、病院を外から監視しているのが七人。エシュヌに諜ちよう報ほうをするだけの余力はもう残ってないはずなのですから、これは全員他国の諜報員なのです」

「……よくわかったね」

「あたくし様を誰だれだと思ってやがるのですか。この程度、へでもねーです」

「リース姉さんの存在は気づかれましたか？」

「今のとこは大だい丈じよう夫ぶなのです。何のためにあたくし様がずっとこの病院に泊とまり込んでると思っているのですか！」

　クロロもしっかり自分の仕事はこなしているようである。

「では、監視の眼がなくなったところで」

　立ち上がったリースは、手を前に出した──その手のひらには、七色に輝かがやく宝ほう玉ぎよくが握にぎられていた。

「これって、まさか……」

「えぇ。『ファムアテルの果実』です」

「これが神の魂たましいが結けつ晶しよう化したものですか」

「姉さんなんでこんなの持ってるの？　確か、飲み込んだよね……まさか！」

「兄さん、下品です」

「シュン最悪なのです！」

「死ね」

　シュンはなにも言っていないのに、ソフィーとクロロとルケに白い眼で見られた……というか、全員仲いいね、息ぴったりだよ、さすが家族！　シュンは、嬉しいはずなのになぜか泣きたい気分になってきた。

「シュ～たんがどんな想像をしたかは触ふれないでおきますが、ワタクシが眼覚めたとき、この果実はワタクシの胸の上にのっていたのです」

　どんな原理なのかは知らないが、そもそも神の魂なんて存在自体が非常識なものに常識が通用するはずがない。

「ワタクシの本来の目的である『ファムアテルの果実』はこのとおり、ワタクシの手中にあるのです。神の魂という強力な切り札を手にしたワタクシは、敗北したのではありません。勝利したのです！」

「姉さん、それをこれからどうする気なの？」

　シュンは、尋ねる。同時に内心で決心もしていた──もしリースが、この果実を使ってまだ何か騒動を起こす気なら、そのときは、リースを殴なぐってでも止めてみせると。

「えぇ、この果実ある限り、ワタクシはいつでも聖なる神となることができます……」

「姉さん」

　ソフィーも、表情を硬くしていた。クロロもむっつりしている。ルケも、緊きん張ちようした様子だった──そんな室内の空気をどう感じているのか、リースは微笑んだまま、果実をシュンに向かって差し出した。

「ですが、この果実はあなたのものですよ、シュ～たん」

「え？　どうして？」

「この果実は神の魂そのもの。ならば、それはワタクシの神であるシュ～たん、あなたのものです」

　シュンは、姉から『ファムアテルの果実』を譲ゆずり受けた。手に持ってみるとかなり軽い。なめらかな表面は不思議と手になじんだ。今まで経験したこともないさわり心地ごこちである。

「これ、どうすればいいの？」

「シュ～たんの好きにすればいいのです。聖なるワタクシは、これ以上口出しをしません」

「……どうしよう？」

　シュンは、ソフィーたちを振ふりかえった。ソフィーは肩かたをすくめてみせる。

「私には判断できかねますね」

「シュン、いらないならあたくし様によこせ、なのです！」

　クロロが、なぜか眼をきらきらさせていた。

「そいつの正体が本当に神の魂なのかどうか、あたくし様が徹てつ底てい的に調べてやるのです！」

　シュンとしてはこんなものいらないので、クロロにあげてもいいかな、と思うが……

「う～ん……クロにあげると、なんだか粉々に分解しちゃいそうだな……」

「解かい析せきするにはやむを得ない処置なのです！」

　すでに分解する気満々だった。さすがに壊こわしてしまうのはどうかと思うので、クロロにあげるのはやめておくことにする。

「とりあえずはボクが預かっておくね」

「ぶ～ぶ～、シュンなんかにはもったいねーのです」

　クロロが騒さわいでいるけど、今は無視する。それよりも、シュンはソフィーを見た。

「あまりゆっくりしていられないよね。早くアンジュさんたちと合流しよう」

「兄さんは大丈夫なのですか？」

「平気平気。ちょっとのどが渇かわいているから水でも飲みたいけど、移動しながら何か飲めばいいや」

「わかりました。では一緒に行きましょう」

　ソフィーとともに、アンジュの言っていた会議に参加することにした。

　だが問題は他の姉妹、特にリースである。リースをこの病院の外に連れ出すのはまずいだろう。リースが魔ま族ぞくだという噂うわさが流れているのなら、下へ手たに身動きできない。

「心配せずとも、ワタクシとルーはどこにもいきません。ワタクシにも、聖なる静養が必要なのです」

「姉者がそう言うなら、アタシもそうする」

「あたくし様は情報収集してるのです。そのついでにこの二人を監視しておいてやるのです」

　端末を操作するクロロが告げる。正直少し不安ではあったが、ルケがいるのなら、この三人に危険はないだろう。ルケに勝てる相手などそうそういない。

　シュンは、いったん三人の姉妹と別れ、ソフィーとともにアンジュが用意してくれた車に乗って移動することになった。







『……そちらの状じよう況きようはわかりましたわ』

　そうつぶやいたのはジュヴレーヌ王国第一王女、リュリシア・ルショット・シャンベルである。

　シュンたちはジュヴレーヌ王国が借りているとある会館に集合していた。その中にある会議室の中央には、大型の魔導モニタが設置されている。その画面にはリュリシアの姿が映し出されていた。

　リュリシアとのリアルタイム通信である。他国の軍勢が攻せめ込んできたという状況は、エシュヌにいるシュンたちの権限で対処するには手に余る。なので、こうやってジュヴレーヌ本国にいるリュリシアの判断をあおいでいるのである。

　ジュヴレーヌとエシュヌの間は離はなれており、通信網もうは未いまだ完備されていない。そのため、リュリシアとの通信画像も時たま乱れており、通信は安定していなかった。

「申し訳ありません、リリィ様。次は必ず任務成功の報告をさせていただこうと思っていたのですが、事態は思わぬ方向に……」

『……こちらにも連れん絡らくが来ましたわ。ラランド共和国、ソーテルヌ王国からの密書ですわ』

　と、画面の向こうのリュリシアが、便せんのような紙を持ち上げた。ラランド、ソーテルヌ、二つとも、エシュヌの近きん隣りん国である。

『ジュヴレーヌは、現在エシュヌ教国に対して行っている不当な内ない政せい干かん渉しようをただちに停止し、即そつ刻こく帰国するようにと……バカにしていますわ。内乱で苦しむエシュヌを見捨てたのはどこのどなただと思っていますの！』

　きーっ、とかんしゃくを起こすリュリシア。相当頭にきているようだ。

『リュリシア殿でん下か、落ちついてください』

　と、リュリシアをなだめるのは傍かたわらにいるエフィだった。エフィはリュリシアの政治補ほ佐さを務める騎き士しであり、今やジュヴレーヌ王国の実質的なトップに君臨する存在だった。

『状況はなかなか深刻だが、進展もある。エシュヌの内乱はすでに沈ちん静せい化しつつある』

　新教徒が空中分解してしまったため、内乱は実質的に終結しているそうだ。リースの正体を巡めぐって混乱は残っているものの、リースは表向き行方ゆくえ不明で、クロロも情報をもみ消してくれているので、こちらの混乱も時間の流れとともに収まるだろう。

『ここで干渉してきた周辺諸国は、我々がエシュヌから手を引かない場合、実力で排はい除じよすると言ってきた。実際エシュヌには、これらの国の軍隊が侵しん攻こうしている。一方の我々は、主力が未だ自国領土から動けない状態だ』

「……もしボクらがここを退ひいたらどうなるのかな？」

「エシュヌは侵攻してきたラランドやソーテルヌのものになります」

　ソフィーがシュンの疑問に答える。

「やっぱりそうなっちゃうの？」

「はい……ジュヴレーヌがエシュヌから離れているというのが問題です。一方のラランドは、エシュヌの隣国になります。これから先、内戦でガタガタになったエシュヌに他国が干渉するのは難しくありません。ですがジュヴレーヌの場合どうしても距きよ離りがあるため、その影えい響きよう力は弱い。我々がこの国から撤てつ退たいすれば、必然的に、エシュヌはラランドたちの好き放題にされます」

　つまり、連中はジュヴレーヌに好き勝手するなと言っておいて、シュンたちがいなくなれば自分が好き勝手する気なのだ。これでは、リュリシアが怒おこるのもしかたない。

『断固として、わたくしは卑ひ劣れつな国々の脅おどしには乗りませんわ！』

『内乱がすでに沈静化しつつある以上、我々が駐ちゆう留りゆうする理由がなくなりつつあります。下へ手たに長居すれば、こちらが侵しん略りやく者の汚お名めいを着せられることになります。我々は、ただでさえペルデ卿きようの件で、国際的な立場が苦しい。世論の悪化は避さけたいところです』

　リュリシアとエフィが言い争っている。どうやら、リュリシアたちでも今後どうすればいいのか、決めかねているようだった。

「えっと、いいですか」

『なにかね、シュナブラン君』

　シュンが挙手をすると、画面越ごしにエフィがこちらを見た。

「えっと、エシュヌで一番偉えらい人は教皇猊げい下かですよね？　教皇猊下が、ボクらに助けを求めてきたのがそもそもの始まりですよね」

『その通りだけど、それがどうかしたのかい？』

「なら、教皇猊下が、ボクたちを受け入れてくれればいいんですよね。エシュヌは内乱が終わっても、国内は混乱しています。その混乱をおさめるために、ボクらの力が必要なはずです」

「その教皇猊下は、ショックで倒たおれられました」

　アンジュが告げる。

「続く内乱と、様々な事件のせいで心労が重なっていたようです。現在は療りよう養よう中ということで、我々との交こう渉しようにも応じていただけません」

　リースと対たい峙じした一件は、相当ショックだったようである。

『だ、そうだが、シュナブラン君』

　エフィが画面の向こうで肩をすくめている。

『現状、教皇猊下はあまりあてにならない。だが残された大司教たちでは、教国をまとめ上げるには少々力不足だとわたしは見ている』

「だったらなおさら、ボクらの力が必要だと思います」

『エシュヌにとってみれば、ジュヴレーヌもラランドも大して変わらないということだよ』

　エフィが告げる。元教育者らしく、シュンにもわかりやすく説明してくれた。

『エシュヌ単独では今後苦しいのは事実だ。だからこそ各国がエシュヌで力を伸のばそうと動いている。力を伸ばすのがジュヴレーヌだろうとラランドであろうと、エシュヌにとっては外国に干渉されることには変わりない。残念だが我々ジュヴレーヌは今までエシュヌとの国交が盛んだったとはいえない。エシュヌにしてみれば、どうせ干渉されるなら、よくわからない遠くの国である我々ジュヴレーヌよりも、近くにあって勝手の知った隣国のほうがいい、という結論になる可能性も高い』

「それって、つまりエシュヌがもう一度自分たちからボクらに助けを求めてくれればいい、ってことですよね」

『……そうだね。しかし教皇猊下がいない今、そういった交渉は進められない』

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　シュンが、断言する。あまりに自信満々だったので、室内にいたアンジュたち、画面の向こうのリュリシアやエフィまで驚おどろいた様子だった。

「ボクに任せてもらえれば、教皇猊下と話をまとめてみせますよ」

『……シュナブラン君。これは学園のテストとは違ちがう。失敗の許されない国家間の外交だ』

　エフィの顔がひどくまじめなものになった。

『それを理解した上で言っているのかね？』

「はい、もちろんです。そもそも、ボクらは交渉のためにこの国に来たんです。こんな状態で帰れと言われても納得できません」

『わかりましたわ』

　と、口を開いたのはリュリシアである。

『シュナブランさんがそこまでおっしゃるのならば、エシュヌでの交渉をいったんあなたにお任せしますわ』

『殿下。よろしいのですか？』

『えぇ、シュナブランさんにはなにか考えがあるようですもの』

　リュリシアがシュンの顔を見つめた。

『もちろん──これで失敗をすれば、シュナブランさんには責任をとってもらいますわ』

「じゃぁ、逆に成功したら、ボクを騎士にしてくれる？」

『もちろんですわ。ねぇ、エフィ卿』

『ふむ、なんだかうまく話を進められてしまったようですな』

　エフィは苦笑しながら頭を振ふった。

『いいでしょう、元々そういう約束です。シュナブラン君がエシュヌとの交渉をまとめてくれれば、正式に彼をジュヴレーヌの上級騎士に任命しましょう』

　よし、とシュンは思わず拳こぶしを握にぎりしめた。そもそもシュンは、功績を立てて騎士になるためにエシュヌへとやってきたのである。このチャンス、絶対にものにする。

『ではそういうことで、この件はシュナブランさんに一任しますわ。他の方々はできるだけ彼を補佐するようお願いしますわ』

「かしこまりました、リリィ様」

　アンジュが頭を下げる。室内にいた他の騎士たちも、一いつ斉せいに頭を下げた。

　そうして──リュリシアとの通信は終わった。

「で、シュナブラン君。一応聞くけど、なにかアテはあるのよね？」

　まっさきに尋たずねてきたのはミュスカだった。なにやら苦しそうな顔で胸むな元もとを押さえている。

「ミュスカ先生は、また胃い炎えんですか？」

「えぇ、あなたの過去の失敗を思い出して痛むのよ……あなたが自信満々に受けた学園のテストで全教科赤点をとったときとかをね」

　まずい、藪やぶ蛇へびだった！

「大丈夫ですよ、ボクにだって考えがあるんですから」

「本当に大丈夫なんでしょうね？」

「はい……えっとアンジュさん？　教皇さんに会える？」

「先ほども言ったように、教皇猊下は療養中です。わたしも何度か面会を申し込んだのですが、断られました……ロッシュ卿？」

　と、大使であるロッシュに話が振られる。

「精神的に追おい詰つめられた心労がここにきて一気に出たそうです。伝え聞いた話では、体はどこも悪くないのに日に日にやつれているとか」

　ずいぶんと大変そうである。これは、一刻も早く何とかしないといけないな、とシュンは感じた。

「教皇さんの、意識はあるんですよね？」

「おそらくは」

「なら、面会を申し込んでください。ジュヴレーヌのシュナブランが会いたがっているって伝えてもらえませんか？」

「そうですな」

　ロッシュは、妙みように自信満々なシュンを見てうなずいた。

「教皇猊下はシュナブラン卿には個人的に興味を示しておられましたし、望みはあるやもしれません」

「そのとき、果実について大切な話がある、と伝えてもらえませんか？」

「果実というと……」

「それでたぶんわかるはずです」

　シュンはロッシュにお願いします、と頼たのんだ。シュンの考え通りなら、教皇に意識があるのならば、必ず会おうとしてくれるはずである。

「あとアンジュさん」

　シュンはアンジュに声をかけ、部屋の隅すみに移動した。

「リース姉さんの件なんだけど……」

「そのことなら、リリィ様には先にお伝えしておきました」

　先ほどの通信では全く話題に出なかったので気になったが、大丈夫らしい。

「あなたが責任を持って面めん倒どうを見るという条件で、我が国で彼女たちを受け入れるつもりです。リリィ様とエフィ卿の承しよう諾だくはすでに得ています」

　よかった、と胸をなで下ろすシュン。モニカを受け入れてくれたのだから、リースの件も何とかなるのだろうとは思っていたが、それでも気がかりだったのだ。

　そしてモニカのことで思い出した。

　無意識世界でモニカとつかの間の邂かい逅こうを果たしたのだ──昏こん睡すい状態のモニカにも、何か変化があったかもしれない。

　今の通信でリュリシアに聞けばよかったのだけれど、後の祭りだ。いや──リュリシアに聞くよりも、モニカの近くにいるヴィオやシラーに聞いた方が早い。

　シュンはさっそく端たん末まつを操作して妹を呼び出そうとした……が、つながらない。ジュヴレーヌと距離が離はなれすぎて、〈魔ス元ク素レ〉が安定しないせいだ。今のリュリシアとの通信でさえ、ノイズが走っていた。携けい帯たい式の魔導端末では、直接通信は難しいだろう。

「……ここからジュヴレーヌにメールって送れるのかな？」

「到とうち着やくが若じやつ干かん遅ち延えんしますが、大丈夫だと思います」

　ならいい。ここに来る前に教えてもらったシラーのアドレスにメールを送ることにする。

『シュンです。モニカ姉様の様子はどうですか。変化があったら教えてください』

　メールを送る──いつ相手に届くかはわからないけれど、今は返事を待つしかない。モニカの件は、まだソフィーたちにも話していないことである。実際のところ、モニカが眼を覚ましているかは自信がないので、今の段階では下手に騒さわがない方がいいだろう。

「シュナブラン卿。連れん絡らくつきました」

　と、どこかへ通信をしていたロッシュが顔を明るくしてシュンを呼ぶ。

「お伝えしましたら、あなたならば是ぜ非ひにも会いたいとおっしゃっています。教皇猊下はそうとうあなたのことを気に入っておられるようです」

「ありがとうございます」

　会う約束さえできれば充じゆう分ぶんだ、シュンはそう思っていた。なぜなら、シュンには強力な切り札があるのだから。







「おぉ、これは……まちがいありません、これこそ魔ま女じよに奪うばわれた、『ファムアテルの果実』！」

　感極きわまった声を上げる教皇。シュンは、教皇の姿を改めて観察した。

　街の片かた隅すみにある屋や敷しきで静養していたという教皇は、この国で初めて会ったときよりもやせていた。やせているというより、やつれている。肌はだも乾かん燥そうしているようだし、最初はずいぶん若く見える印象だったのに、今はだいぶ老ふけてしまったようにも感じる。

　ただ、それでも教皇の美び貌ぼうは衰おとろえてはいなかった。芯しんのしっかりした女性だからだろうか、やつれても毅き然ぜんとした強さが感じられる。

　教皇はシュンとの面会を快かい諾だくしてくれて、シュンはさっそく会いにいった。そして、内ない緒しよの話がしたいと言うと、特別に二人で会ってくれた。

　そこでシュンはリースから譲ゆずり受けた『ファムアテルの果実』を教皇に差し出したのである。

「この『ファムアテルの果実』はコロネティアの秘ひ宝ほうと聞いています。これは教皇猊げい下かのものです。どうか、お納めください」

　恭うやうやしく頭を下げるシュンを見て、教皇は、ほぅ、とため息をついた。

「そなたには本当に驚かされますね、シュナブラン卿きよう。どのようにしてこの秘宝を取り返してくれたのですか？　あの魔女は、どうなったのです？」

「リースは……彼女は消えました」

　そう答えるシュン。リースが姉であることを教皇に言うことはできない。ましてや、生きていることも、伝えることはできない。

「ボクは、たまたまその現場にいて、リースが持っていた『ファムアテルの果実』を発見したのです。それで教皇猊下にお渡わたししなくてはいけないと思って、お持ちしました」

「ありがとうございます。本当にありがとうございます。コロネティアの歴史が、あやうくわらわの代で途と絶だえるところでした。そなたには、いくら感謝してもしきれません」

　果実はもともと教皇のものなのだから、教皇に返すのが筋だろうとシュンは考えていた。だから、リースから譲ゆずってもらった段階で、そのうち返そうと決めていたのである。

　ただ、こんなにも感謝されるとは思ってなかった。というか、身内であるリースがそもそもの元げん凶きようなので、こんなに感謝されると逆に居い心地ごこちが悪い。

「その……教皇猊下。こんなときになんですけれど、お願いしたいことがあります」

「そなたもなかなかの策士ですね」

　教皇は微笑ほほえんでみせた。柔やわらかな笑みだった。この人、こんな笑い方もできるんだ、と初めて知るシュン。前に会ったときは、どちらかというと頑かたくなな態度の方が眼についたからである。

「この国にとって、最も重要な秘宝を取り戻もどしてくれたそなたは、大恩人です。その恩人のお願いをこばむことなどどうしてわらわにできましょう」

　今なら何でも言うことを聞いてくれる、ということだ。もちろんシュンは、このチャンスを逃のがさなかった。

「その……今、この国の国境には、近きん隣りん国の軍隊が押し寄せています」

「そのような報告は聞いています」

「連中は、ボクらにこの国から出て行くように要求しているんです。けれど……」

「えぇ、わかっています、そなたの言いたいことは」

　教皇は何度もうなずいて見せた。

「わらわは今後もジュヴレーヌ王国と良好な関係を築いていきたいと思います。逆に、近隣の国はダメです。今までわらわたちを見捨てておいて、この状じよう況きようで急に野心を見せるなど、人間として最低の存在です」

「ならば？」

「えぇ、今後とも、ジュヴレーヌには、我がエシュヌ復興のお手伝いをお願いしたいと思います。そのかわり、わらわたちにできることがあれば、なんでもしましょう」

「ありがとうございます！」

　シュンは頭を下げた。こんなにトントン拍びよう子しに話が進むとは、予想以上の成果である。

「そなたにも、何かお礼をしなくてはなりませんね、シュナブラン卿」

「そんなのいりませんよ」

「遠えん慮りよはいりませんよ。確かにわらわは所しよ詮せん、傾かたむいた国の無力な教皇でしかありません。ですが、恩人に報むくいる程度の力と礼れい儀ぎは持ち合わせています。そなたがこの国に来てから、わらわたちのために働いてくれた行こう為いは、見させていただきました。わらわが今まで会ってきた中で、そなたこそが最も優すぐれた騎き士しです」

　そこまで手放しでほめられると、逆に申し訳なくなってきた。もちろんシュンは、この国の問題を何とかしたいと思ったけど、原因は結局リースたちだったのだし……

　まぁいいか、とシュンは持ち前の前向きな性格で気にしないことにした。リースたちがしたことはしたことで、今さら仕方がない。リースたちが迷めい惑わくをかけた分、これから先シュンががんばって、エシュヌのためになることをしていけばいいだけだ。

「なんなりと、そなたの望むものをあげましょう」

「いいえ、教皇猊下。ボクらジュヴレーヌを受け入れてくれただけで、ボクには充分です。それ以上のものは必要ありません」

「そうですか。そなたは謙けん虚きよな騎士なのですね。お若いのに、感心な心の持ち主です……ならばいいでしょう」

　と、教皇は立ち上がると、部屋の隅にあった戸と棚だなを開き、中からなにかの布を取り出した。

「これをそなたに差し上げます。受け取っていただけますか？」

「はい」

　なんだかよくわからないまま、シュンはそれを受け取った。けっこう大きな布だった。広げてみると、シュンの体くらいの大きさがある。

「それは外がい套とう、マントです」

　マント──偉えらい人が背中につけている布、という程度にしか認識していないシュンである。

　よく見ると、黒っぽいマントの背中には、なにか金色の紋もん章しようみたいなものが入っていた。

「このマーク、なんですか？」

「それは枢すう機き卿きようのマークです。わらわが認めたものしか、このマントを着けることはできません」

　枢機卿って……なんだかよくわからないけれど、すごく偉い人っぽい気がする。

「枢機卿とは、かつて教皇の補ほ佐さをする片かた腕うでとも呼ばれた重要な役職でした。コロネティアにおいて、わらわに次ぐ権力を持っています」

「そんな……そんなすごい役職、ボクにはムリです！」

「ご安心なさい。それは昔の話です」

　教皇は手を振ふってみせた。

「かつて枢機卿たちの力が肥大化し、教皇よりも強い権力を持つようになった時代があります──その反省から、その後枢機卿の役職は名めい誉よ職の一種に変へん更こうされました。現在では、教皇であるわらわを補佐する役目は大司教たちが担になっています」

「えっと……じゃぁ、枢機卿っていうのは？」

「わらわが信しん頼らいする人物にその証あかしとしてさずける名前のようなものです。ただ、東方諸国の騎士に枢機卿の名を差し上げるのは、そなたが初めてですね」

「ありがとうございます」

　枢機卿については正直よくわからなかったけど、教皇の信頼の証だと言われれば、受け取らないわけにはいかないだろう。シュンは、さっそく肩かたの上に羽織ってみた──大きさは、シュンの体にちょうどよかった。

「大切にします。ありがとうございます、教皇猊下」

「気にしないでください。そなたがわらわたちにしてくれたことに比べれば、この程度のお礼ではまだ足りないくらいです」

　その後もしきりに感謝してくる教皇だったが、やがて医者らしき人物がやってきて、そろそろお休みください、と告げたので、教皇との面会は終しゆう了りようした。

　面会の後、帰路についたシュンはもらったマントを手に、足取りも軽く進んでいった。

　教皇との対話は予想以上の成果だった。これならエフィやリュリシアも満足するだろう。そして、今度こそシュンは正式にジュヴレーヌの騎士になれる。

　リースとルケはこれから先シュンと一いつ緒しよに暮らしていくと約束してくれた。モニカだって、そう遠くないうちに眼を覚ましそうだ。シュンがこのままジュヴレーヌで出世すれば、また昔みたいに家族全員そろって、ジュヴレーヌで暮らしていくこともできる。

　ここにくるまでいろいろあったが、満足いく結果になりつつある。シュンの望む、家族みんなで暮らしていける家庭作りも、あと少しで完成しそうだ。

「あと会っていないのはシャル姉さんと、最後に……」

「シュナブランさん、そこにいましたか！」

　キキッ、シュンの眼の前で、黒くろ塗ぬりの『魔導車ヴオワテユル』が停車した。その車からアンジュがあわてた様子で降りてくるのを、シュンはのほほんと迎むかえた。

「どうしたの、アンジュさん。ボクを迎えにきてくれたの？」

「えぇ、迎えにきたのです」

「もしかして、ボクが失敗するかもって心配してくれた？　大だい丈じよう夫ぶだよ。教皇さんとはうまく話がまとまったよ。ほら、こんなおみやげまでもらっちゃった」

　無む邪じや気きに喜びながらシュンはもらったマントを広げて見せた。だがアンジュはにこりともせず、むしろ厳きびしい眼まな差ざしでシュンを睨にらんでいた。

「あなたがいない間に国境で動きがありました。だから大急ぎであなたを呼びに来たのです」

　国境には、確か隣りん国ごくの軍隊がおしよせていたはずである。まさか、その軍隊が攻せめ込んできたのか？　だとしたら早すぎる！

「国境にいた敵軍が撤てつ退たいしました」

　え、とシュンは思わず首をかしげた。いったいなんでまた、そんな唐とう突とつに撤退？

「もしかしてあなたがなにかしてくれたのかと思ったのですが、なにをしたのですか？」

「いや、ボクは教皇さんと話をしただけで……」

　教皇との話し合いは成功に終わった。エシュヌが明確にジュヴレーヌと協力関係を結ぶと宣言すれば、隣国もヘタには動けなくなるだろう。だが、その話し合いはたった今終えたばかり。シュンと教皇以外はまだ誰だれも話し合いの結果を知らないはずだ。隣国が動くにしても、あまりにも早すぎる。

　と、ピピピピピ──懐ふところの魔導端たん末まつから呼び出し音。

　ゴメンね、とアンジュに一言謝った後、端末を確認。相手はクロロだった。

「もしもし、ボクだけど、クロ？」

『そうなのです。やばいことになったのです』

「うん、ちょうどよかった。聞きたいことがあるんだ。実はね、エシュヌの国境に攻めてきていたラランドとソーテルヌの軍隊が、撤退したらしいんだよね。クロ、なにか情報をつかんでない？」

『その件なのです』

　クロロの声が、妙みようだ。いつもかしましい妹の声が深刻である。

『その二つの国の軍隊は、それぞれの首都に撤退したのです。エシュヌとの国境に軍隊を集結させているスキを突つかれて、北の国境を侵おかされたのです』

「それ、間ま違ちがいないの？」

『向こうの通つう信しん網もうを傍ぼう受じゆしてるのですけど、あっちは大混乱なのです。エシュヌの比じゃねーさわぎっぷりなのです。完全に油断していたのを差し引いても、敵の侵しん攻こうがすさまじく速いのです。このペースだと、数日以内にこの二つの国は陥かん落らくするのです』

「誰がそんなことを？」

『この二つの国の北に、国は一つしかねーのです』

　クロロが重々しく告げる。

『ベドリュス大帝てい國こく──バーガント最大最強の国なのです』







　ベドリュス大帝國──バーガント大陸の北ほく端たんに位置する国家であり、最大の国土を有する大国家である。

　ベドリュスはかつて名実共にバーガント大陸最大最強の国家であり、その権勢はバーガント大陸全土に強い影えい響きよう力を持っていた。

　しかし帝國の栄光に三十年前、転機が訪れた。

　闇あん黒こく大陸より攻め込んできた魔族はバーガント大陸北端に上陸した。必然的に魔族と最初に戦せん端たんを開いたのはベドリュス大帝國である。

　圧あつ倒とう的てきな力を誇ほこる魔族を相手にベドリュスはバーガント最大最強国家の威い信しんにかけて徹てつ底てい抗こう戦せんを唱え、その結果帝國は全面敗北。魔族は帝國の国土を通過し、バーガント全域へと侵攻を開始したのである。

　戦争は最終的に人類の勝利で終結し、魔族に奪うばわれた土地は戦前の状態に戻もどされることになった。

　だが激戦区であった帝國の領土は戦火で焼け野原となり、優ゆう秀しゆうな人材の多くが戦死した。そのため戦後その勢力は極きよく端たんに低下し、『落ちた帝國』と呼ばれるようになったのである。







「以上が、ベドリュス大帝國の現在わかっている情報です」

　と、まとめてくれたのはミュスカである。

　帝國が動いたという第一報が入ってからすでに一週間ほどの時間が流れていた。

　シュンたちはいまだエシュヌ教国に滞たい在ざいしている。

　本来の目的である内乱はすでに沈ちん静せい化しつつあるが、いきなり動き出したベドリュス大帝國の動向をうかがうために、最前線であるエシュヌに留とどまっているのである。

　そしてこの一週間の間に、エシュヌの隣国、ラランドとソーテルヌは帝國の侵攻によって首都が陥落。無条件降こう伏ふくした、という情報がすでにシュンたちの元にも届いていた。

「なんでいきなりこの時期に動き出したのかな、帝國は」

「帝國はもともと領土拡大に野心的だった国よ」

　と、ミュスカが集まったジュヴレーヌの使節団の面々に説明する。今回の使節団はエシュヌ教国での交こう渉しようが主目的だったため、帝國に関する情報はほとんど用意されていなかった。そのためこの一週間、メンバーは情報収集に奔ほん走そうしていた。

「隙すきあらば、いつでも南下して領土を奪い取ろうとしていた国なのよ。ただ、三十年前の戦争で国内がガタガタになって、とても戦争をやる余よ裕ゆうがなくて、今までは大人しくしていたのよ」

「その国が本格的な侵しん略りやく戦争を開始したとなると、すでに国力は回復したと見るべきでしょう」

　と、アンジュ。ソフィーもうなずく。

「このタイミングで動いたということは、我々ジュヴレーヌがエシュヌで勢力を伸のばしているのを見て危機感を覚えたのかもしれません」

「帝國はなにか言ってきましたか？」

「あの国とジュヴレーヌの間に国交はありません。現在も、こちらの呼びかけに応こたえようとしません」

「シュナブランさん。教皇猊げい下かの方は？」

「うん」

　うなずくシュン──シュンだって、この一週間、遊んでいたわけではない。

　シュンはすでに教皇との交渉をまとめた功績が認められ、上級騎き士しの内定をもらっている。というか、実質的にその権限を与あたえられている。ジュヴレーヌ本国に戻ればリュリシア直じき々じきに任命してもらえるそうだ。ただ、こんな状じよう況きようなので、いつジュヴレーヌに戻れるかはわからなかった。

「エシュヌはとりあえず国内の戦せん闘とう行こう為いはほとんど収まっているね。新教徒軍はまとめあげる人がいなくなってバラバラになったのを、教皇さんが少しずつ説得して、昔の状態に戻しているよ」

　そしてシュンは教皇に個人的に気に入られている、という実績を買われ、主おもに彼女との交渉役を任されていた。今はエシュヌ大使だったロッシュと協力して、エシュヌとジュヴレーヌの仲立ちとして働いていた。

「帝國も、二つの国を陥落させたばかりです。まずは手に入れた領土を安定させることに尽じん力りよくするのかと」

「相手の動向がわからない以上、そう判断してしまうのは危険です」

　反論したのはソフィーである。

「帝國が勢いに任せてこのエシュヌまで攻め込んできた場合、この国にはそれを防ぐだけの力が残っていません。一方的に蹂じゆう躙りんされるだけです」

「まさか、そんなことまで……」

「常に最悪の事態は想定しておかなくてはなりません……ジュヴレーヌからの援えん軍ぐんは？」

「遅おくれていましたが、今週中に第だい一いち陣じんとして三万の兵力がこの国に到とう着ちやくします。到着し次第、エシュヌ国内の治安維い持じに努つとめると共に、教国軍と協力して国境の防衛を固める準備に入ります」

「我々が存在することを見れば、帝國もこれ以上の侵攻は諦あきらめるでしょう」

「それはどうですかね……」

　ジュヴレーヌの騎士たちは様々な意見を交わすが、決定的な情報を入手することはできなかった。

　ジュヴレーヌ王国はこれまで西方諸国との国交は盛んでなかった。なかでもベドリュス大帝國は西方諸国の最さい奥おう、北端に位置するという関係上、ジュヴレーヌとの接点はほとんどなかった国である。相手の情報が決定的に不足しているのだ。

　ともあれ、悩なやんでいるだけではなにも変わらない。

　その日の話し合いは、まもなく到着するジュヴレーヌ三万人の援軍を受け入れる算段を話し合っているうちに終わってしまった。

　隣国まで攻め寄よせているベドリュス大帝國に対する具体的な対策は、何一つ決定していなかった。




「シュナブランさん、ソフィー卿きよう。いいですか？」

　会議の後、アンジュに呼び止められた。なに、と足を止めるシュンたち。

　ちなみにだが、シュンは現在上級騎士の身分を手に入れている。アンジュとは同格の騎士同士なので、お互たがいを呼ぶときは名前のあとに『卿』をつけるのがマナーである。ただ、いきなり呼び方を変えるというのはなかなか難しいものだ、ということでもうしばらくはこれまでどおりでやっていこう、ということになっていた。

　ケホッ、咳せきが出た。慌あわてて横を向いてシュンは口元に手を当てた。

「シュナブランさん、風か邪ぜですか？　あなたの場合、ついこの前まで入院していたのですから、あまりムリをしないで……」

「平気平気。今は一番忙いそがしい時期なんだしね。それより、どうかした？」

「えぇ、お二人にお伝えしておかなくてはならないことがあります」

「なんでしょう？」

　ソフィーが固い表情になる。こんな状況である。絶対よくない話に違ちがいない、とシュンは感じた。

「いえ、悪い話ではありません──今週本国からの援軍が到着するという話ですが」

「予定が変わったの？」

「いえ、全て予定通りです。ただ一つだけ──その援軍と一いつ緒しよに、リリィ様もいらっしゃいます」

「え!?　本当？」

　しかし唐とう突とつな話だ。いったいどうして。

「わたしもつい先ほど、リリィ様ご本人から聞かされたばかりですので……今回の帝國の侵略行為は、断じて看過できない、とリリィ様は憤いきどおっておられます。もともとリリィ様ご本人も、西方諸国を訪れて自らの眼で状況を確認したいと希望しておられましたし……リリィ様は教皇猊下と直接対談をして、互いの立場を認め合うと同時に両国の結びつきを強化し、帝國を牽けん制せいされるつもりです」

「エフィ先生はどうなの？　一緒に来るの？」

「いえ、ジュヴレーヌ本国を任せられる人物は現状エフィ卿しかいませんから、エフィ卿は本国に残ります」

「内乱はおさまったとはいえ、危険な前線に王女殿でん下か自ら出てくるとは、困ったものですね」

　と、ソフィーが嘆たん息そくする。アンジュは、自分のことではないのに申し訳ありません、と謝っていた。

「そういうわけですので、リリィ様をお迎むかえする準備を整えなくてはなりません。万が一のことがあってはいけませんから、リリィ様の護衛も、我々が中心となって行います」

「うん、任せて」

「あぁ、いえ。シュナブランさんにはそれ以外にお願いしたいことがありました」

「なに？」

「リリィ様がいらっしゃるのは非公式な形の訪問になりますので、教国側の歓かん迎げいは必要ありません──そのことを教皇猊下にお伝えしつつ、リリィ様との対談の準備をすすめてください」

「急な話だね」

　教皇は一国の指導者である。毎日のスケジュールがギッシリつまっていて、自由な時間などほとんどない。今週リュリシアが来るから会ってください、なんて急に言っても、うまく調整できるか怪あやしいところだ。

「帝國の侵しん攻こう自体、急な事態でしたので」

「うん、教皇さんもそこは気にしていたし、なんとかなると思うよ、たぶん」

「この件に関してはあなたに頼たよるしかないのです。頼たのみますよ、シュナブラン枢すう機き卿きよう」

「その呼び方はやめてよ。なんだか変だし……」

　枢機卿の称しよう号ごうをもらったことは、すでにジュヴレーヌの関係者はみんな知っている。シュンはジュヴレーヌの騎士なのに他の国の称号をもらってもよかったのかな、と後で気づいて不安になったが、高名な騎士というものは複数の国から称号を贈おくられるものだから問題ないらしい。よかった。

「ともあれそういうことですので、わたしは今から準備をしなくてはなりません」

「うん、わかった。ボクは、今日の夕方に教皇さんと会う予定だから、話してみるよ」

「私も、リュリシア殿下が訪れるというなら、周辺の警備を強化する必要がありますね」

「ではお願いします」

　と、アンジュは足早に立ち去っていく。次から次へとやることが増えて大変だ。しかし、忙しいというのは逆にやりがいがあるということでもある。シュンは気合いを入れ、ソフィーに別れを告げた後、己おのれの職務遂すい行こうに走った。







「兄さん、そろそろ行きましょう」

「うん、そうだね」

　シュンとソフィーは二人そろって、街中の大型量りよう販はん店てんから外に出た。二人とも、両手にかなりの荷物を抱かかえているが、騎士の腕わん力りよくならばたいした重さではない。荷物のほとんどは食料などだ。

「えっと、これだけ買って八千五百ルークか。ジュヴレーヌのお金になおすと……けっこう高いね」

「しかたありません。内乱の影えい響きようで物資が不足しつつありますから。ジュヴレーヌからの鉄道輸送がもう少しスムーズになれば、この問題も解決されるはずです」

　エシュヌに来てからというもの、シュンたちは忙しい日々を送っていた。それこそ、仕事をいくらやっても、どんどんやるべきことが増えている状態である。

　そしてシュンたちには、騎士としての仕事以外にもやらなくてはならないことがあった。

　負傷したリースとルケは入院していたが、驚きよう異い的な回復力ですでに完治していた。

　となるといつまでも入院しているわけにはいかない。だがリースは元聖女という立場上、人前に出ることはできない。

　そこでシュンは、クロロが偽ぎ装そうしてくれた身分を使って街中の目立たない建造物を借りて、そこを隠かくれ家がとしたのである。

　一応この事実は同どう僚りようであるアンジュには話してある。

　リースやルケは気軽に出歩けないし、クロロも情報収集といって、一日中部屋の中で作業をしている。なので、生活必ひつ需じゆ品ひんの買い出しはもっぱらシュンやソフィーの役目である。

　とは言ってもシュンたちも忙しい身で、こまめに帰宅することはできない。アンジュなども時間の都合をつけてくれているが、普ふ段だんは仕事の合間の休きゆう憩けい時間を利用して、シュンとソフィー、二人が交こう互ごに隠れ家に顔を出している状態である。

　そして今日は久しぶりに二人の休憩時間が合ったので、一緒に買い出しに来たわけである。

「久しぶりだね、二人きりになるなんて」

　歩きながら何気なく口にすると、ソフィーが振ふりかえってきた。

「いきなりどうしたのですか、兄さん、こんな街中で」

「うん、毎日仕事で顔はあわせているけど、ソフィーと二人きりで話してないな、って思ってね」

「それは仕方ありません。今は、それこそネコの手も借りたいほど忙しい状じよう況きようですし」

　その通りだ。シュンも、それくらいわかっている。

「そうだね……ねぇ、ソフィー。エシュヌの問題が片付いたら、一緒に旅行にでも行こうか？」

　エッと、息を漏もらすソフィー。

「一緒に旅行って……兄さん、本気ですか!?」

「ボクもようやく上級騎き士しになれたわけだしね。もちろんまだ当分は忙しいだろうけれど、それでもいつか落ちついたら、多少の休みくらいはもらえると思うんだ。そのとき日程を調整して、息いき抜ぬきに、一緒に旅行に行こうかなって……ダメかな？」

「ダメなはずがありません！」

　と、ソフィーは興奮した様子でシュンに詰つめ寄ってきた。

「むしろ是ぜ非ひにも行きましょう！　なにがあっても絶対に!!」

　強く断言するソフィー。急にどうしたんだろう、と首をひねるシュン。

「そんなに旅行に行きたかったの？」

「もちろんです。そもそも旅行なんていつ以来でしょうか」

　夢見るような顔のソフィー。言われてみれば旅行なんてほとんどしたことがない。子供のころ、シュンたちは人目を避さける生活をしていたので、家族そろって遠出なんて経験はほとんどないのだ。

（そう。仕事が一段落したら旅行に行こう──家族みんなで、家族旅行に！）

　内心そう決心するシュン。

「まぁ、当分先の話になるけどね……」

「任せてください、兄さん。私も今以上にがんばって、エシュヌの問題を早期解決に導いてみせますから！」

　ソフィーが急にやる気に燃えていた。いや、今までやる気がなかったわけではないけれど、気き迫はくが何倍にもなっていた。

「そうだね。ボクも、一緒に旅行に行けるように、気合いを入れないとね」

「あぁ、本当に嬉うれしいです、兄さんありがとうございます！」

　と、喜びのあまりソフィーがシュンに抱だきついてきた。ちょっとここ街中だよ、とつぶやくが、幸か不幸か、シュンたちが歩いていた路地は今現在、ほとんど人がいなかった。

　両手にたくさんの荷物があるのでちょっと危ない。が、そこは騎士である。超ちよう人じん的な反射神経で、シュンは荷物を手早く道の上に置いた後、抱きついてきたソフィーを支えてあげる。

「どうしたんだい、ソフィー。こんなにはしゃいで、まるで子供みたい」

「私がはしゃいではいけませんか？」

　ソフィーが、至し近きん距きよ離りからシュンを見上げる。その眼は、なにかをねだるようにシュンを見つめていた。

「いけなくはないよ」

　そうだ──たまに忘れてしまうけど、しっかり者に見えてソフィーはシュンより年下の妹なのだ。子供のころから大人びた印象の強かったソフィーだけど、内心ではもっと、子供らしく兄に甘えたかったのかもしれない。

「ごめんね、ソフィー」

　シュンは、ソフィーの腰こしに手を回して抱きしめ返してあげた。兄さん、とソフィーがうっとりした顔でシュンを見る。

「最近寂さびしい思いをさせてたね。ボクは、ダメな兄だ」

「そんなことはありません。兄さんはもう、立派な騎士です」

「いいんだよ、ソフィー。ボクがどんな人間なのか、ボクが一番よくわかっているから」

　シュンは、ふっと微笑ほほえむ。なにもできない自分自身を諦あきらめたわけではない。そんな自分を受け入れつつも、前に進もうと今のシュンは決心していた。

「ボクはソフィーに比べたらダメな人間だけど、それでもボクはキミの兄さんなんだ。キミが寂しいなら、いつでも甘えてくれていいんだよ、それくらいの甲か斐い性しようは、ボクも持っているつもりだから」

　シュンは、抱きしめたままのソフィーの頰ほおに、軽く口づけをした。ボッと、たちまちソフィーの顔が真っ赤になった。

　もっと幼かった頃ころは、これくらいのキスはよくしたものだ。というか、日常茶飯事だった。けどいつのころからか、成長とともにそんな習慣もなくなってしまった。

　けれど子供らしさをみせたソフィーに触しよく発はつされて、シュンも昔を思い出して、思わずやってしまったのだ。

「あ、あの兄さん、その気持ちは嬉しいのですが、えっと……」

　と、ここで急にソフィーはあたふたと、手を上下させた。

「その……すいません、ちょっと買い忘れたものがありました!!」

　と叫さけびながらソフィーは走り去ってしまった。それこそ一いつ瞬しゆんで路地の彼方かなたへと見えなくなってしまった。さすがの足の速さである。

　一人になったシュンは──少し冷静になると、やり過ぎたかなぁ、と今さら思ってしまった。ソフィーももういい年頃ごろなのに、路上でキスをするなんて……でもソフィーは妹なんだから、これくらいはスキンシップの範はん囲い……でいいよね、たぶん？

　まぁいいか──シュンは、持ち前の前向き思考でそう考える。ソフィーに甘えて欲しいというのはシュンの本心だし、その気持ちは伝わったはずだ。

「……あ、荷物、こんなにたくさん……」

　ソフィーは自分で持っていた荷物を路上に放置したまま去っていってしまった。あのソフィーがこんなことをするとは、よほど慌あわてたようだ……荷物は多いが、騎士の腕力なら一人で運べる。ソフィーのことはもちろん気になったが、たくさんの荷物を持ったまま歩き回るのはたいへんなので、いったん隠れ家へ荷物を運び込むことにした。

「ケホッ……最近ノドが少し痛いな」

　風か邪ぜだろうか？　今は大切な時期なのだ、病気になるわけにはいかない。早めに風邪薬ぐすりを飲んでおこう。そんなことを考えながら、シュンは街中の古びた建造物に入った。

　四階建ての四角い建物で、老ろう朽きゆう化かのために建て直す予定だったが、内乱の影響で持ち主が逃にげて、解体作業も延期になったそうだ。そういった訳ありの物件なので、持ち主が戻もどってくるまでの間、格安で借りることができた。シュンたちが暮らすには大きすぎる建物だが、リースたちの秘密を守るためには一いつ軒けんまるまる借りる必要があるため、都合がいい。
















　この建物の三階の居住スペースで、リースたちは生活をしているのだった。

「ただいま。って、ルー姉さん！」

「ん……シュンか」

　玄げん関かんに入るといきなりルケと出くわした。姉は動きやすいトレーニングウエア姿で、なぜか逆さか立だちをしていた。それも、両手の人差し指のみで。シュンの視線の高さにルケのお尻しりがあるので、なんというか、視線のやり場に困る。

「なにやってるの？」

「筋トレに決まってるだろ」

　そっけないルケの言葉。言いながらもルケは逆立ちの体勢から腕うでを曲げ、ヒジを直角に曲げた位置で固定し、そのまま前に歩き出した、逆立ちのままで。見れば、ルケの全身は水でも浴びたように濡ぬれている。いったい何時間トレーニングをしているのか、ルケは汗あせまみれだった。むわっと、姉の体たい臭しゆうがシュンに届く。けれど不快な匂においではなく、むしろ懐なつかしさを感じさせる匂いだった。

「部屋から出られねぇけど、体をなまらせるわけにはいかねぇからな」

　この姉は常に体を動かしていないと不安になるタイプなのだ。

「お、なんだ、メシを買ってきたのか？」

　ルケがつぶやき、その場で跳ちよう躍やく。空中で軽やかに回転して脚あしから着地してみせた。女性としては割と大おお柄がらなルケだが、かなり身軽である。

「よこせ」

　と、シュンの手の荷物を奪うばい、中身を確認する。

「なんだ、野菜ばっかだな。肉はねーのか」

「こっちにあるよ」

「よしよし」

　実はこう見えてルケは料理にうるさい。リースは逆に家事が苦手だし、クロロもあまりやりたがらない。結果、普段はルケが食事を作っているのである。

「ちょっと待ってろ。すぐに何か作るからな」

「あぁ、いいよ。ボク忙いそがしくて、この後すぐ行かないと……」

「アタシの作ったメシが食えねぇのか!!」

「そんなことないよ……わかったよ、お願い」

　押し切られてしまった。この後忙しいのは事実だけど……ソフィーも戻ってこないし、もう少しここにいてもいいか、と考え直すシュン。

　台所へ食材を運んでいくルケ──気づいたら、シュンがここまで運んだ荷物が全部なくなっている。ルケが全部運んでくれたのだ。一見怖こわい姉だけど、こういうところが優しい。

「そう言えばクロとリース姉さんはどこかな？」

　眼の届く範囲に二人の姿が見えない。といっても、この建物全部をシュンたちが借りているので、内部も結構広い。たぶん、十数人が暮らしても余よ裕ゆうがあるほどだ。奥の方に二人もいるのかな？

「クロ、リース姉さん。ルー姉さんがご飯作ってくれるみたいだよ～」

　声をかけながら奥へ進むと、トットットット、誰だれかが走る足音が聞こえる。足音の感じが軽いので、クロロだな、とシュンにはすぐわかった。

「クロ、ダメだよ、家の中を走っちゃ……」

「イヤなのですぅぅぅぅぅぅぅ!!」

　奥から現れたクロロは──なぜか全ぜん裸らだった。エッと、思わず驚おどろきの声を漏らすシュン。

　クロロは口を開けばその毒どく舌ぜつとかしましさばかり目立つが、その容姿はかなり際きわだっている。そしてその裸ら体たいも見事だった。蕾つぼみのような胸、ゆるやかな腰つき、ほっそりした手足と、まだ子供らしさを残している。だからこそいやらしさなど欠片かけらもない、将来の成長をにおわせるその体は、とてもかわいらしく思えた。

「ギャアアアアアアアア、なんでシュンがいやがるのですか！」

　と、悲鳴を上げて両手で自分の体を隠かくしながらしゃがみ込むクロロ。さすがに恥はずかしいようだ。

「どうしたの、クロ。そんなカッコウで、風邪ひくよ」

「うるさいのです！　こっち見んな、なのです！」

「三年前まで、クロのこともお風ふ呂ろに入れてあげてたじゃない」

「人生最大の汚お点てんなのです！」

　そこまで言わなくても……さすがのシュンも少し傷ついた。

「クロたん、どこへいったのですか。聖なる入浴の時間ですよ」

　ぬっと、奥からリースが現れる。エッと、シュンはまたも驚き、お互たがいに硬こう直ちよくする──なぜなら、リースもまた全裸だったからだ。

　リースの肉体は、見事だった。すばらしかった。直前に見たものがクロロの子供らしい体だったせいか、その対比からなおさらすばらしく思える……とにかく大きい。いろんなものが、もう格が違ちがう。むっちりした胸が重そうに揺ゆれている。なのにその腰はほっそりしているので、なおさら胸が大きく見えた。すごく、大きいです、おっぱいが。

「おやシュ～たん。帰ったのですね、お帰りなさい」

　と、平然とリースはシュンを出で迎むかえる。ただいまとうなずきつつ、シュンはさすがに視線をそらした。

「姉さん、なんで裸はだかなの！　クロも！」

「クロたんをお風呂に入れてあげようと思ったのです。そう、たまには姉妹で聖なる裸のつきあいをしようと思って。なのにクロたんたら逃げ出して……」

「あたくし様はガキじゃねーのです！　風呂なんて一人で入れるのです！」

「そう言って、クロたん黙だまっていたら昨日お風呂に入らなかったでしょう」

「あたくし様はちょー忙しいのです！　風呂に入る時間もねーくらいなのです！」

　裸でわめくクロロは、シュンの体を盾たてにするようにしてリースから身を隠していた。リースはまったく、と腰に手を当てる──姉さん、丸見えです。シュンは、なんだか鼻の奥が熱くなってきた。

「姉さん。ボクがいるんだから、少しは隠して……」

「どうしてですか？　シュ～たんとは昔よく一いつ緒しよにお風呂に入ったでしょう」

　それはそうだけど……すっかり大人の体になってしまったリースは、シュンの前でもなぜか恥ずかしがるそぶりがない。

「聖なる神であるシュ～たんになら、いくらでも見られてかまいません」

　あいかわらずリースの理り屈くつはよくわからない。
















「それよりシュ～たん。クロたんを捕つかまえてください。聖なる浴場まで連行するのです！」

　リースの命令。振ふりかえると、クロロはすでに逃げようとしていた。待って、とシュンはクロロの体をつかむ。小こ柄がらなクロロの体はとても軽く、シュンは両手でひょいと持ち上げた。空中で脚をばたつかせるクロロ。

「ヘンタイ、児童虐ぎやく待たい！　幼児性愛者！　シュン、お前警察に見つかったら死し刑けいになるのですよ！」

　クロロは大暴れするが、シュンは手を離はなさなかった。正直、年とし頃ごろの女の子が丸一日お風呂に入らないというのは少し気になったので、今回はリースの味方をすることにした。

「シュ～たん、こちらです」

「はいはい」

「は～な～せ～なのです！」

　シュンたち三人は、そのまま脱だつ衣い所へと向かう──リースが入浴しようとしていたためか、浴室には湯気が充じゆう満まんしていた。なおも逃げようとするクロロだが、お風呂嫌ぎらいな妹をシュンがむりやり浴場に押し込むと、すかさずリースが洗面器いっぱいの水をクロロに頭からかけた。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ、冷たいのですぅぅぅぅぅぅ！」

　クロロの悲鳴。文字通りそれは冷水だった。シュンの制服まで濡れてしまった。

「クロたん。冷たいでしょう。このままでは風邪をひきますよ。それがいやなら、湯船でしっかりと温まりなさい」

「う～、おぼえてろ、なのです！」

　クロロの体は寒さのためか、真っ白になってガタガタ震えだした。さすがのクロロも観念したか、お湯の張られた浴よく槽そうに飛び込んで体を温めはじめる。

「入浴とは神聖な時間なのです。クロたん。しっかり体を洗ってあげますね」

「う～、体なんて一人で洗えるのです」

　こうやって見るとリースはとても面めん倒どう見みがいい──けれど、割と躊ちゆう躇ちよなく全裸の妹に冷水をぶっかけるあたり、容よう赦しやがない。リースを怒おこらせてはいけないとシュンは再認識した。

　ともあれ、クロロが入浴したのならそれでいい。シュンはそのまま出ようとして……

「シュ～たん、どこへいくのですか？　あなたもこちらにきなさい」

「え？　それはどういう……」

「聖なる裸のつきあいです。見たところ、シュ～たんも汚よごれていますね。ワタクシが聖なる洗せん浄じようをしてあげます」

「いや、ボクはいいよ！」

「シュ～たんも水に濡れていますね。温まらないと風か邪ぜをひきますよ」

　それはリースがクロロにかけた水がシュンにまでかかったからだ。

「いいよ、そんなの、ボクは後で一人で入るから」

　シュンが手を振りながらリースから逃にげだす。リースは、またもためらいなく全裸のままシュンを追ってこようとする──さすがにこの歳になって姉や妹と一緒に入浴するのはマズイ。でも逃げてもリースは追ってくる──よし、建物の外に逃げよう。さすがのリースも全裸で街中に飛び出したりはしないはずだ。

　シュンが逃げようと決心したそのとき──ドンッ──なにかにぶつかった。

「どこに眼ぇつけてんだ」

　ルケが、脱衣所の入り口に立っていた。その鍛きたえられた胸にシュンはぶつかってしまったのだ。

「ごめん、ルー姉さん」

「ルー、シュ～たんを捕まえなさい！」

「よくわからねぇけど、姉者がそう言うなら」

　ルケがシュンの両りよう肩かたをつかむ。ギリギリ、恐おそろしい握あく力りよくで指がシュンの体に食い込んだ。シュンは思わず悲鳴を上げた。ルケが相手では、さすがのシュンも逃げられない。

「痛いよ、ルー姉さん！」

「へっ、捕まえたけど、どーすんだよ、姉者」

「そのまま服を脱ぬがせて浴室に連れてきなさい」

「おぅ」

　と、ルケがシュンの制服に手をかけた。ダメだ、ルケのすさまじい怪かい力りきには、さすがのシュンも勝てない！　というか、ルケがシュンの制服をつかんだ瞬しゆん間かん、ビリッ、と不ふ吉きつな音が響ひびいた。防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維いで作られた騎き士し用の制服なのに、ルケはそれを素手で引きちぎろうとしていた！　このままだと本当に全裸に剝むかれてしまう！

「待って、ルー姉さん。服なら自分で脱ぐから、破くのはやめてぇぇぇぇぇ！」

「あぁ、そうかよ」

　と、ルケが手を離してくれた──けど、ルケはなんだか疑わしげな眼でシュンを見ている。これは逃げられないな、とシュンも観念して、制服を脱ぐことにした……このまま制服を破かれたら、裸でアンジュたちのところまで戻もどらないといけない。これは緊きん急きゆう避ひ難なん措そ置ちというヤツだ。

　シュンが内心でそんなことをつぶやきながら服を脱いでいると──ヌギッ「ふぅ」──ルケが真横で、あっというまに全裸になっていた。

「って、なんでルー姉さんまで裸になってるの!?」

「風呂入るからに決まってるだろ」

　薄うす手でのトレーニングウエアしか着ていなかったルケは、それこそあっというまに全裸になってしまった。鍛え上げられたルケの裸体は、リースほどふくよかではないものの、ほどよく引き締しまり、それでいて胸やお尻しりは女性らしく発達している。その裸体は磨みがき上げられた彫ちよう像ぞうのように美しかった。

「これからメシ作るのに、アタシが汗あせまみれだったら問題だろうが」

　不ふ機き嫌げんそうにうなるルケ。なるほど、とシュンはうなずいた。ルケは一見がさつに見えるが、意外に繊せん細さいな一面もあるようだ。

「けどなんでボクの眼の前で脱ぐのさ！」

「ゴチャゴチャ細かいこと言ってんじゃねーよ。お前もとっとと脱げ」

「姉さんは恥ずかしくないの？」

「あ[image: ]ん？　恥ずかしいだぁ？」

　ルケが、笑う。その顔は、あたかもシュンを殺すことを決意した殺さつ人じん鬼きのようだった。

　反射的に体を硬かたくするシュンの前で、ルケは、全裸のまま両りよう腕うでを曲げ、全身の筋肉を隆りゆう起きさせた。

「アタシは毎日トレーニングで全身を鍛えてるんだ！　人に見られて恥ずかしがらなきゃいけないほど貧相な肉体なんざ持ち合わせてねぇよ！」

　むしろシュンに見せつけるようにポーズをとるルケ。その体は本人が豪ごう語ごするだけあって、なるほど、スキなく鍛え上げられていた。

（シュンのヤツ、あたしの裸をジロジロ見やがって……けど大だい丈じよう夫ぶ。昔は恥ずかしかったけど、今はいつシュンに見られても恥ずかしくないよう、毎日しっかり体鍛えてるモンな。もう恥ずかしくねえぞ！　いくらでも見ろ！）

　内心でそんなことを考えるルケ──超ちよう絶ぜつ恥ずかしがり屋のルケは、だが自分の裸ら体たいを見られることには抵てい抗こうがなかった。なぜなら、ルケが恥ずかしいのは、男勝まさりな自分が不ふ釣つり合いに女の子らしい仕草をすることだったり、シュンに対して親しくふるまうことである。たいして女らしくない（と自分自身では思っている）裸を見られても羞しゆう恥ち心しんはわかないのである。

　ルケはさっさと全ぜん裸らになると、リースたちのいる浴場に入っていった。この建物の浴室はかなり大きく設計されているので、シュンたち四人が同時に入っても余よ裕ゆうがあった。元々の持ち主が風呂好きで、特注したようだ。

「シュ～たん、なぜ湯船から出てこないのですか？」

「ボクはこのままでいいから」

　そしてシュンは熱いお湯の入った湯船に入り、壁かべを見たまま姉たちのことはできるだけ見ないようにしていた──リースたちは堂々としているが、シュンの方が恥ずかしくていたたまれなくなってしまったのだ。クロロは涙なみだ目めでシュンを睨にらんでくるし……この場合、クロロが一番正常なのだろうけど。

「クロたん。大人しくなさい。今ワタクシが聖なる洗浄で、あなたの肉体を清めてあげますから」

「リースはくすぐったいのです──とゆーか、あたくし様の頭にデカイおっぱい載のせるな、なのです！　イヤミなのですか！」

「そんなことありませんよ、クロたんだって、母上の血をひいているのですからすぐに大きくなりますよ」

「……でもシラーみたいにちっちゃいままの可能性もあるのです！」

「ではワタクシが、聖なるマッサージをしてあげましょう。胸が大きくなるための、聖なるおまじないです」

「変なことするな、なのです！」

「逃がしませんよ」ガシッ（リースがクロロを羽は交がい締じめにする音）

「は～な～せ～なのです！」

「ルー。今です。ワタクシがクロたんを押さえているスキに、クロたんの聖なる胸をやさしくもみほぐしてやりなさい」

「へっへっっへ、任せろ、姉者。たっぷりかわいがってやるぜ、クロ（よし、クロと仲良くなるチャンス、マッサージはアタシの得意技だぜ！）」

「ギャアアアア、ルケに殺されるのです！　ルケなんかに触さわられたらあたくし様のおっぱいが握にぎりつぶされるのですぅぅぅぅ！」

　と、湯船につかるシュンの背後では姉妹のかしましい声が響く──浴場だから、声が大きく聞こえるなぁ、とシュンは現実逃とう避ひ気味に考えていた。というか、お湯が熱くてだんだん頭がボーッとしてきた……

「ひぅんっ、ど、どこ触ってやがるので、ひゃふんっ、やめやがれ、なのですぅぅ!!」

「クロたんは今のままでも可愛いおっぱいなのですから、ムリして大きくならなくてもいいのですよ。このままでも充じゆう分ぶん魅み力りよく的です」

「うるせーのです、おっぱいデカイ奴やつが言っても説得力、あふぅんっ！」

「ルー。調子はどうですか？」

「任せとけって、姉者（クロのことたっぷり気持ちよくしてやれば、きっと感動して、アタシとも仲良くなってくれるはずだ）」

「ひっ、くぅ～ん、な、なんなのですか、この感、んぅ～、ひぅんっ、ひっ、胸がぁ、熱いぃぃ、ひゅんっ、ですぅぅぅんぅぅっ！」

「クロたん、体の力を抜ぬいて、我が慢まんせず、その聖なる快楽に身を任せるのですよ」

「んっ、んっ、んひっ、うぅんっ、んくぅぅっ、ふぅ、ら、らめっ、らめなのです、しょこぉぉ、らめなの、らめにゃのれしゅぅぅぅんっ、ひぅんっ、目の前、真っ白ぉぉぉぉ、意識、とぶっ、とんじゃう、ひょんじゃぅぅぅぅぅんっ！」

　なんだか背後からクロロのろれつの回らない声が聞こえてきた。

「シュ、シュン、助け、助けりょ、にゃのれすぅぅ!!」

「おや、クロたん。いいのですか？　こんなに恥ずかしいクロたんの可愛い姿、シュ～たんに見られちゃっていいのですか？」

「らめぇん、シュン、見りゅな、にゃのれすぅんっ！　んひぃ、見ちゃらこりょすのれすぅんっ！」

「もう、もだえるクロたんの聖なる姿が可愛すぎます！」ちゅっちゅっ

「ふにゃぁん、リース、しょんにゃとこにゃめるにゃんっ、ふぅんっ、ひぐぅぅぅんっ、あちゅいぃぃぃ、あちゅいぃのぉぉぉぉぉ、きちゃうのれすぅぅぅぅんっ」

「紅潮したクロたんの顔、なんて可愛らしい……食べちゃいたいくらい」

「ひぅんっ、ゆりゅさ、ゆりゅさにゃい、許さにゃいのれすぅぅぅ、こんにゃことしちぇ、リーシュも、リュケも、シュンも、おみゃえりゃじぇんいん許ちゃにゃいのれすぅぅぅ」

「嗚あ呼あ、抵抗するクロたんも可愛い……ルー。クロたんは、もっと気持ちいいマッサージをお望みのようですよ」

「ひぅんっ、そんにゃっ、今でもヤビャイにょに、まだ気持ちいいにゃんて、しょんにゃことしゃれたら、あたくししゃま、みょう……」

「よっしゃ、ならこっから本気であたしのテクニックを炸さく裂れつさせてやるぜ！」

「[image: ][image: ]ああああああああ～っひっ、ひっ、ひっ、ひぐっ、うぅん、らめっ、りゃめぇぇぇぇぇ、ひゃめれぇぇぇ、もうひゃめにゃにょれしゅぅぅぅぅ、ひっ、はひぃっ、うんっ、出るっ、にゃにか、あたくししゃまにょにゃかかりゃ、れちゃうのれすぅぅんっ、きゃうんっ、あ、あたくししゃま、みょう、とろっ、とろけちゃうんっ、はぁぁあぁあっんっ、もう、んっ、んくっ、むふぅぅぅ、ふぅぅぅ、ひっ、んんん」

　浴室内にクロロの嬌きよう声せいが響く中──頭に完全に血が上ったシュンは、湯船の中で意識を失ってしまっていた。そのせいで、その後浴室内がどんなことになったのか、残念ながらなにもおぼえていない。

　ただその事件の後、クロロは前にも増してルケを避さけるようになり、ルケはなんでだよ、といつも以上に暴れるようになったことだけは確かだった。







　リュリシアがまもなくエシュヌへやって来る、ということで、シュンたちの仕事はますます増加した。

　やるべき仕事はいくらでもあり、にもかかわらず人員は増えず、一人あたりの仕事量が日に日に増えていった。シュンは、だがそんな中でも、仕事以外に気がかりなことがあった。

　シラーに送ったメールの返信がないのだ。モニカはもしかしたら目覚めたのではないか、少なくともなにか変化があったのではないかと気になっているのだが、エシュヌにいてはジュヴレーヌにいるモニカの様子が全くわからない。

　距きよ離りが遠いせいで直接通信が難しい。リュリシアなどとの会話はできるが、あれは使うのに大量の〈魔ス元ク素レ〉とお金がかかるのだそうだ。少なくとも、ジュヴレーヌの一騎き士しに過ぎないシュンでは気軽に使えない。

　クロロになにか上う手まい方法はないかと相談したが、すぐにはムリだ、と言われた。クロロには、なにがそんなに気になるのだと突つっ込こまれたので、モニカがちょっと気になるだけだとごまかしておいた。モニカの現状が確認できるまで、無意識世界での出来事は誰だれにも話さないつもりだった。

　ともあれ、モニカの件は気になるものの、眼の前にたまった仕事を今は優先しないといけない。シュンの日常は激務に忙ぼう殺さつされていった。

　事件が起きたのはそれから数日後──明日あした、いよいよ援えん軍ぐんとリュリシアが到とう着ちやくする、というタイミングである。

「……あ～……これはもしかしたらヤバいのかもしれねーのです」

　と、シュンたちの隠かくれ家がで情報収集をしていたクロロがつぶやいた。シュンとソフィーは最後の打ち合わせをこの部屋でやっていたところである。

「どうかした、クロ？」

「たぶんなのですけど……帝國軍が怪あやしい動きをしてるのです。これは、こっちに侵しん攻こうする可能性があるのです」

　クロロがずいぶん歯切れ悪く言う。

「そうなのですか？」

　と、ソフィーが自分の端たん末まつを確認する。

「こちらに連れん絡らくは入っていませんね」

　エシュヌ教国の国境線上では、エシュヌの正規軍の兵士が常に監かん視しをしている。帝國の動向がわからない以上、警けい戒かいは怠おこたれない。国境上でなにか変化があれば、すぐさまシュンたちに連絡が入るよう、手はずは整えているのである。

「あたくし様もちょっと自信がねーのですけど……ラランドの領土内で、怪しい動きがあるのです……これ、エシュヌに攻せめ込む前兆っぽいのです」

「もっと確かな証しよう拠こはないのですか？」

「帝國の奴ら、徹てつ底てい的に〈魔ス元ク素レ〉の通信網もうを使わねーようにしてるのです。これじゃあたくし様でもわかることに限りがあるのです」

　今まではクロロが相手の通信を傍ぼう受じゆしたり攪かく乱らんしたりでシュンたちは有利に立ち回ることが可能だったけれど、今回はそれが使えないらしい。

「仮に動いているのだとしたら、相手はいつ攻めてくるのですか？」

「動いているにしても……そんなに数は多くないはずなのです。多くても千人程度だと思うのです」

　千人では、せいぜい国境で小こ競ぜり合いを起こす程度だろう。

「明日、王女殿でん下かがいらっしゃる状じよう況きようで、小競り合いを起こすのはあまりよろしくありませんね」

「へっ、ゴチャゴチャしゃべってたってなにも変わらねーぜ」

　と、ルケが出てきた。

「ザコが国境をうろついているだけだろ？　ならボコボコにしてやればいいんだよ。なんならアタシが行ってやるぜ。二、三分でケリつけてやるよ」

　ポキポキ、ルケが手の骨をならしている。まずい、とシュンは思った。

「ダメだよ、姉さん。ボクらから先に手を出すわけにはいかないんだよ」

「めんどくせーな」

「聖なる戦いは、先手必勝の法則があります」

　と、リースまで口をはさむ。

「戦いは望みませんが、避けられぬ戦いならば、聖なる勝利を目指さねばなりません」

　リースもこう見えてけっこう好戦的だな、とシュンは改めて感じた。

「要は、誰がやったかわからなければいいのではありませんか？」

　リースが告げる。いつも通りの穏おだやかな微笑ほほえみ。だがその顔は、イタズラを思いついた子供のようにも見えた。

「夜よ闇やみにまぎれてこっそり攻こう撃げきして、全ぜん滅めつさせて、すぐ撤てつ退たいすれば、相手の出鼻をくじくことができますし、誰に攻撃されたかも相手はわかりません。これぞ聖なる必勝法です」

「そんな簡単にはいきません」

　ソフィーが冷静に答える。

「そもそもエシュヌの正規軍はガタガタで、再編制の最中です。奇き襲しゆう戦法をとるには、少人数で練度の高い部隊が必ひつ須すになります。現状ではとてもムリです」

「練度が高い、少数精せい鋭えいの部隊ならここにいます」

　リースはそう言って、シュン、ソフィー、ルケ、三人を順番に指さした。

「……私たちで勝手に動く気ですか！」

「悪くねーのです」

　と、クロロが賛成する。

「帝國の情報が少ねーのです。ちょっと戦うついでに情報収集してきやがれなのです！」

「でも、ボクとソフィーはジュヴレーヌの騎士なんだよ？　勝手に戦争を始めることはできないよ」

「正体がバレなければいいのでしょう」

「それにボクとソフィーは明日、すごく忙いそがしいんだ。今から国境に行って、戦って、戻もどってきたら、どんなに急いでも明日の仕事に間に合わないよ」

「問題ありません」

　リースが立ち上がった。その右手には、いつのまにか長ちよう杖じようがにぎられている。それはリースの《滅神咒具エスカトロイ》、《至タ聖ン空プ杖ル》である。

「聖なるワタクシの権能を使用すれば問題ありません」

「なにをする気？」

　シュンが尋たずねると、リースが微笑んだ──と、ストン。唐とう突とつに、リースの右手が斬きりおとされた。

「えっ！」

　思わず声を漏もらすシュン。リースの右手が肩かたから切断されて床ゆかに落ちたのだ。いったいなにが、と思ったら、その切断された腕うでがふわりと宙に浮ういた──いったいなにがどうなっている？

「不思議なことはなにもありません。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　リースは右手がないにもかかわらず、平然としている──いや、よく見ると、切断されたはずの右手は血色もいいし、指も普ふ通つうに動いている。これは……

「ワタクシの《滅神咒具エスカトロイ》は　天空神〔神しん空くうシュール・ベーズ〕の権能により、異なる空間をつなげることも可能なのです」

　さらによく見ると、リースの右肩。その部分の空間が、わずかに歪ゆがんでいた。リースの右手は切断されたわけではない。右肩から先の部分が空間をとびこえて、宙に浮いているように見えるだけなのだ。その証拠に、右腕の切断部分は全く傷ついておらず、黒く塗ぬりつぶされているだけだった。

「ワタクシのこの力を使えば、国境へ行って戻ることなど一いつ瞬しゆんです」

「おもしれーじゃねーか」

　コキコキ、指の骨をならすルケ。

「姉者の力で敵のど真ん中に乗り込めるんだろ？　ならアタシを送り込んでくれよ。そんで敵を全員ボッコボコにしてやる。なぁに、一〇秒もかからず終わらせてやるさ」

　好戦的に笑うルケ。ルケとリースは完全にやる気になっていた。そしてこの二人の場合、本当にそれで敵を全滅させてしまうだろう。

「兄さん？」

「うん、わかっているよ、ソフィー」

　ルケは、たぶんもう止まらない。何日も隠れ家の中から出ない生活が続いたせいで、ストレスも溜たまっているはずである。シュンたちが止めても、ルケはこのまま飛び出して行きかねない。この姉はこういう人なのだ。

　シュンは立場上止めようとしたけれど──リュリシアが来る前に帝國の出鼻をくじきつつ、情報を集めるというのは悪くない気がしてきた。

　普通ならそんなことはできない。だがリースにルケ、クロロにソフィー、そしてシュン。このメンバーなら、それが可能であるはずだ。シュンも、持ち前の楽観的性格で、リースの意見に賛同する。

「う～ん……勝手に動くのはマズイだろうけど、バレなきゃいいか！」

「わかりました。兄さんがそう言うなら、私も手伝います」

　ソフィーも賛成してくれた──もちろんシュンたちが勝手に帝國軍と戦うのは問題だが、相手が攻めてこようとしているのなら話は別だ。

「えっと……これはさすがに着ていけないね」

　シュンは、ここ最近ずっとつけていたマントは部屋に置いておくことにした。枢すう機き卿きようの外がい套とうである。背中に大きなマークが入っているので、相手に見られたらシュンの正体がそこからばれる可能性もある。

「それでクロたん。敵の場所はどこですか？」

「ん～……だいたいこのあたりなのです」

　と、クロロはモニタに地図を表示して指をさす。

「わかりました。それでは聖なる奇き跡せきで移動しますよ」

　リースが手の長杖を前につきだした。すると眼の前の空間に裂さけ目ができた。

「ここをくぐれば移動できます」

　と、リースは率先して裂け目の中に入った。ルケもそれに続く。シュンとソフィーは互たがいにうなずき合って、中に入った。

「あたくし様は待ってるのです」

　背後からそんな声が聞こえた。クロロは後方支し援えんが主おもな仕事だから、それでいい。

　そして──次の瞬しゆん間かん、気づいたらシュンは丘きゆう陵りよう地ち帯たいのど真ん中にいた。

「ここは……」

「エシュヌとラランドの国境付近です」

　時刻は夜。空は晴れて月と星が輝かがやいているので、視界はそこまで暗くはない。

「本当に一瞬で移動できるのですね」

「聖なる奇跡です」

　と、リースは得意そうである。だがシュンは、そこではたと気づいた。

「姉さん、まずいんじゃない？」

「どうかしましたか？」

「姉さんの顔を相手に見られたら……」

「ワタクシの聖なる素顔を見たことがある人は、ルーやシュ～たんたちだけですよ」

　言われてみれば──聖女と呼ばれていたリースは人前に出ている間、ずっと白い仮面をつけていた。新教徒たちはリースの素顔を知らないのだ。最初はなんであんな物をつけていたのかわからなかったけれど、まさかリースはこうなることを見み越こして仮面をつけていたのか？

「へっ、言っておくけど、お前らの出番はねぇぞ。敵は全部アタシ一人でボコボコにしてやるからな（意訳：シュンたちを危ない目にあわせないよう、アタシ一人で戦おう）」

　ルケもやる気に満ちていた。シュンは、周囲の様子をうかがう。

「……向こうの方にたくさんの人の気配があるね」

「そのようですね」

　シュンが指さす方向は、複数の小山が並んでいる場所だった。その麓ふもと付近を移動する集団が見える。

「あれが敵か？　よし行くぞ！」

　ルケが早さつ速そく飛び出そうとする。シュンは、あわてて姉を止めた。

「待ってよ、姉さん──相手はまだこっちに気づいてないんだから、少し様子を見よう」

「なんだよ、めんどくせぇな」

「お願いだよ、ルー姉さん」

「……けっ、あんま長くは待たねぇぞ」

　シュンが必死にお願いすると、なんとか大人しくなってくれた。

「クロロの言っていたとおり、人の数は少なそうですね」

　丘陵地帯を列になって進んでいる部隊は、せいぜい数百人程度だ。仮にこれが全員騎き士しだったとしても、《滅神咒具エスカトロイ》を使うシュンたちなら蹴け散ちらすことができる。相手は夜だというのに灯あかりもつかわずに黙もく々もくと移動していた。おそらく敵に動きを察知されないためだろう。クロロでも帝國軍の動きについては妙みように自信がなさそうだったし、相手はよほど秘密裏りに行動したいようだ。ならばこそ、ここで出鼻をくじくことができれば効果は大きい。

　だが──

「やはりな」

　夜闇に声が響ひびく──シュンたちは、それぞれの武器を構えて身構えた。聞き覚えのない声、すなわちシュンたち以外の人物がすぐそばにいる。

「こちらの夜や襲しゆうを察知したとすればここに来ると思っていたのである」

　見上げると、傍かたわらの岩場の上、星空をバックに、人ひと影かげがあった。上からこちらを見下ろしてくる小こ柄がらな人影。

「まったくまったく、待ち伏ぶせして正解じゃったのぉ」

「まさか、ここまであなた様の言うとおりになるとはねぇ」

　さらにその左右にも別の人影。合計三人の人間が、シュンたちを待ち伏せていたことになる。なぜ気づかれた？　いや、そもそもこいつらは何者だ。近づかれるまで気配を感じ取れなかったということは、油断できない相手だということだ。

「読まれていたというのですか？　私たちの行動が」

　ソフィーが驚おどろきの声を漏らす。シュンもそこが気になった。

　そもそもシュンたちがここへきたのは、ルケが行くと言い出したからだ。いわば、突とつ発ぱつ的な出来事である。さらにリースの能力でここまでワープしたことだって、誰だれにも予想はできないはずだ。

　つまりどう考えても、待ち伏せなんて不可能なはずなのだ！

「へっ、なんだっていい。待ち伏せされたなら、とりあえずこいつら全員ぶちのめせばいいだけの話だろ！」

　ルケが肩を回しながら前に進み出た。確かにルケの言うとおりだが……相手もたった三人で待ち伏せていたあたり、腕に自信はありそうである。

「元気のいいのが出てきたのぉ。ワッシが相手をしてやるとするか」

　と、相手からも一人前に出てきた。中肉中背の体格の人物。しわがれた声からすると、年老おいた男のようだ。

「へっ、どこのジジイか知らねぇが──とっとと死ね！」

　ルケが、問答無用で相手の老人に殴なぐりかかった。手加減など、ルケとはもっとも縁えん遠どおい言葉である。シュンの眼でも捕ほ捉そくしきれないほどの高速で間合いをつめ、その圧あつ倒とう的な怪かい力りきで相手を蹂じゆう躙りんする。ルケがもっとも得意とする、正面からの力押し。

「おぉう、こいつはとんでもないわい！」

　と、老人は大声を上げて大きく飛び退のいた──ズガァァンッ、ルケの拳こぶしがなにもない大地に刺さり、岩がん盤ばんが砕くだけて飛び散った。

「よくよけたな、ジジイ」

「手加減を知らん娘むすめじゃのぉ。少しはこの老いぼれをいたわってはくれんのかい」

「ジジイ──寝ね言ごとは地じ獄ごくで言え！」

　ルケは容よう赦しやなくその老人を追うが、相手は老人らしからぬ素早さでルケの攻こう撃げきを回かい避ひしていく……速い。ルケはその圧倒的な怪力こそが最大の武器だが、そのずば抜ぬけた瞬しゆん発ぱつ力りよくが生み出す敏びん捷しよう性もかなりのものなのだ。そのルケの攻撃を回避し続けるとは、やはり相手の老人もただ者ではない。

「兄さん……どうしますか？」

「ルー姉さんは、このままでいいはずだよ」

　ルケは一人でも充じゆう分ぶんに強い。下へ手たに加勢しようとしても、ルケのジャマをしてしまうことになる。そもそもルケ一人でも勝てない相手が出てきたら、そんなバケモノ相手にしないで逃にげたほうがいい。

　老人はルケに任せ、シュンたちは残る二人の人影に脚あしを進める。一人は、ひどく小柄な人影、シュンよりもかなり小さくて、ほとんど子供のようにも見える。もう一人は反対に背が高く、やせた人影。

　いったいどうすればいい？　待ち伏せされていた以上、戦うしかない。だが戦うにも相手の正体がわからない。おそらく帝國の人間だとは思うが、どうにも得体の知れないところがある。本能が、このまま戦うのは危険だと告げているのだ。

　と、そこでリースがいきなり《至タ聖ン空プ杖ル》をつきだした。瞬間──バァァァァンッ、空間に亀き裂れつが発生した。

「ちょっ、リース姉さん！」

「言ったはずですよ。勝利の法則は、聖なる先手必勝です！」

　いきなり全力攻撃を放つなんて、リースもかなり好戦的だった。だが相手は──

「右斜ななめ二十五度」

　小柄な人影が何事かをつぶやき、跳ちよう躍やくしていた。二人の人影がいなくなった空間を、リースの放った亀裂が吞のみ込む。二人は無傷だ。

　完全に回避されてしまった──でも、シュンは今違い和わ感かんをおぼえた。今リースは問答無用の攻撃を放ったはずなのに、相手はリースの攻撃よりもわずかに早く跳躍して攻撃を回避したように見えたのだ。

（ソフィー）（はい、兄さん！）

　シュンはソフィーに視線で合図し、跳躍した人影めがけて二人同時に斬きりかかった。この程度の意い思し疎そ通つう、兄妹きようだいならば視線だけで充分だ。兄妹ならではの連れん携けい速そつ攻こう攻撃。回避した直後の相手では、よけることはできないはず。だが──

「右後方六十四度、左七十五度」

　小柄な人影が、前後に手を伸のばした──その瞬間、シュンとソフィー、二人の剣けんは、空中で止められていた。えっと、思わずうめく。シュンたちの眼の前にいる相手は、手を伸ばし、二本の指でシュンとソフィー、二人の剣の切っ先をはさみ、それで攻撃を受け止めてしまったのである。

　そんな馬ば鹿かな、と思わずうめく。シュンだって、今やそれなりに実力のある騎士である。なのにその一撃を指先で受け止めるなんて、この相手は……

「ルウウウウウアアアアアアアアア!!」

　と、シュンたちが戦う後方でルケの咆ほう哮こうが上がった。同時に地面が砕け、地割れが走る。ルケもフルパワーで戦っていた。だが相手の老人はギリギリのところでルケの攻撃を回避していた。

「おぅおぅ、こりゃすごいわい。この若さでこのパワー。末すえ恐おそろしいのぉ」

「黙だまれジジイ!!」

　ルケがさらなる追つい撃げきを放つのを、やはり老人は難なくかわしていく。

「このままじゃラチがあかん……やむをえん。そろそろワッシも、本気を出すとするかのぉ！」

　瞬間、老人の体から放たれる殺気がふくれあがった。その気配に、シュンたちも思わず戦いの手を止めて背後を振ふりかえった。

「見せてやろう、小娘。我が秘ひ奥おう義ぎを──金こん・剛ごう・拳けん・神しん・顕けん・現げん!!」

　叫さけぶ老人。その瞬間、老人の体から大量の〈魔ス元ク素レ〉が放出された。

「覇は──────────ッ!!」

　そしてシュンは完全に度ど肝ぎもを抜かれた。老人の全身から放出された〈魔ス元ク素レ〉が空中で固まって像を造ったのだ。

　それは人間の上半身だった。〈魔ス元ク素レ〉で生みだされたその人間は、とにかく大きい。指一本が人間一人分くらいの大きさである。みごとな禿とく頭とう、厳いかつい顔立ち、盛り上がった筋肉──老人の背後の空間には、そんな巨きよ人じんの上半身が浮うかび上がっていた。

「バカなっ、この技は……〈武神顕現ザリユトル〉！」

　傍かたわらのソフィーもシュンと同様に驚いていた。だが、ソフィーはこの技を知っているようだ。

「ルウウウウウウウウ！」

　だがルケは、驚いたそぶりも見せなかった。眼の前の異様な光景にも全くひるむことなく正面から老人に突つっ込こんでいく。ある意味ルケらしい行動だ。が──

「破は──────────ッ!!」

　巨人の拳が、正面から突っ込むルケの体をとらえた。圧倒的な体格差からくる凄すさまじい破は壊かい力。ルケの体がふっとばされ、地面にめり込み、そのまま大地を抉えぐりながら地平線のかなたへと消えていった。

「フォフォフォフォ、ワッシにこの技を使わせるとは恐おそろしい嬢じようちゃんじゃわい。また寿じゆ命みようが一年縮まったぞ」

　と、巨人を呼び出した老人が声を上げて笑っていた。

「油断するなよ。オルタ卿きよう」

　と、小柄な人影が老人に向かって告げる。

「ルーは、この程度で終わらぬ」

　シュンは、相手を見た──今、この相手はルケの名を口にした。ということは、シュンたちの正体を知っている？　やはりこの相手は……

「ルウウウウウウウウアアアアアアアアア！」

　ルケの絶ぜつ叫きよう、同時に地面が爆ばく発はつして、その奥に埋うもれていたルケが勢いよく飛び出してきた。

「少しはやるなジジイ！　けどそんな手品なんかにアタシは負けねぇ！　《要塞鎧冑フオルトレス》」

　叫ぶルケの全身を一瞬で鎧よろいが包み込んだ。ルケの《滅神咒具エスカトロイ》だ。

　ルケは雄お叫たけびを上げながら再度、老人めがけて突っ込んでいく。老人もまた、その背後の巨人が身構え、ルケを迎げい撃げきすべく拳を振り上げた。だが──

　バァァァァンッ、とルケと老人、互たがいの間の空間に亀裂が走った。振りかえると、リースがそちらに向けて《至タ聖ン空プ杖ル》を振るっていた。

「なにすんだよ、姉者！　危ねぇだろ！」

　空間の亀裂が眼の前に現れたせいで、ルケと老人の激げき突とつは避さけられた。

「おやめなさい、ルー。無む駄だな争いは聖なるワタクシの望むところではありません。相手に争う意思はないようです」

　リースが告げる。ルケは納得はしていないようだが、リースの命令ならば、ということで大人しくなる。

「なんじゃ、もうおしまいかい。つまらんのぉ」

　老人もそうつぶやきながら体の力を抜いた。空中に出現していた巨人の姿が消える。

　リースは、そこで老人に向かって頭を下げた。

「今の技は〈武神顕現ザリユトル〉とお見受けします。バーガント広しといえどこの技を使う人物は武ぶ神しんと謳うたわれた大英えい雄ゆう、オルタ・ヴィエン・ノヴァ卿しかいないはずです」

「いかにも、ワッシがオルタじゃ」

　と、老人が自己紹しよう介かいをする。シュンもその名前には聞き覚えがあった。そして……

「それに、聖なるお遊びが過ぎるのではありませんか、姉上」

「……そうだな。息そく災さいであったか、リースよ」

　ひときわ小こ柄がらな人物が前に出た。甲かん高だかいその声は、少女の声だった。

　夜よ闇やみのなか、相手がゆっくりと近づいてくる。月明かりに照らし出され、シュンは改めて相手の姿を確認することができるようになった。

　長い髪かみを頭の左右で束ねた髪型。月明かりを浴びて髪がキラキラ輝かがやいている。その顔立ちはひたすら美しく、絵かい画がの中の女神のようであった。声から予想できたとおり、まだ若い少女。十歳前後とおぼしき外見。少女はその体を子供らしいドレスに包んでいた。

　ただ一つ違和感があるとすれば、その眼。シュンたちを真まっ直すぐ見つめるその鋭するどい眼まな差ざし。見ていると、なにもかもを見み透すかされてしまいそうなその眼だけは、少女の外見とは不ふ釣つり合いな、ひどく大人びたものに感じられた。

　いや──違ちがう、とシュンは思った。シュンはこの眼を知っていた。この外見を知っていた。この声を知っていた。でもまさか──

「双そう方ほう、矛ほこをおさめよ。これ以上の戦いは、我が輩はいがゆるさん！」

　偉えらそうに命令する少女。だがその声にはなぜか抗あらがえない圧力を感じた。

「まさか……」

　ソフィーも気づいたようである。シュンは、やはりとつぶやいた。

「もしかして、あなたは、シャル姉さんなの？」

「違うな」

　小柄な少女は肩かたをすくめて見せた。子供らしからぬ大人びた態度である。

「我が輩のことは、もっと親しみを込めてシャル姉ねえと呼ぶがよい、シュン」

　ニヤリと少女──シュンの姉、シャルが口元に笑みを浮かべた。

「改めて自己紹介するまでもないと思うが──我が輩こそ汝なんじらの姉、姉妹の長ちよう姉したるシャルドネ・グラン・フローネである！」







　その後──シュンたちはシャルに案内され、近くの街までつれていかれた。シャルがつれていた二人の騎き士しは、シュンたちに対して特になにも言わない。シュンたちも、色々と話し込む空気ではなかったので、大人しくついて行った。

　案内された街の入り口に立つ旗には、見なれない紋もん章しようが描えがかれていた。

「ベドリュス大帝てい國こくの紋章です」

　と、ソフィー。案内された街は、元ラランド共和国の領土にある街で、今は帝國が占せん領りようしているようだった。夜中であるにもかかわらず、街中は明るく、軍人と街の住民が多く出歩いて活気があった。とても、戦争で敗北して占せん拠きよされた街とは思えない空気だ。

「街の住民には最大限の配はい慮りよをしている。我が輩は人民を支配管理したいだけであって、圧政は望まんのだ」

　と、歩きながらシャルが説明する──歩いていると、すれちがう帝國の兵士らしき人たちが次々とシャルに敬礼してくる。シャルは胸をはって歩きながら軽く会え釈しやくを返していた。シャルの外見がどう考えても子供なので、すごく違和感があった。

　やがてシャルはシュンたちを街の中央にある建造物へ導いた。五階建てでこの街で一番大きいらしいその建物は、元は官舎かなにかだったようだ。

　その中の大部屋に案内されるシュンたち。ここまでの間、ほとんど会話はなかった。室内には、長いテーブルが置かれてあった。数十人以上が座れる木製のテーブル。シャルは、自然な動作で上かみ座ざに座った。

「お前たちも座るがよい」

　席を勧すすめられる──言われるまま、シュンたちも席についた。誰だれもが自然と、自分の席を認識していた。なんのことはない。かつてシュンたちが一いつ緒しよに暮らしていたころ、食事の時、自分の座る位置はいつも決まっていたのだ。単純に、姉妹弟きようだいが年ねん齢れい順に座っていく席順である。

「しばし待つがよい。今料理を用意させている。こんな時間だが、軽い夜食程度はつまめるであろう？」

「食事はいりませんよ」

　答えたのはリースである。シャルの傍かたわらに座ったリースは、まっすぐ姉を見つめていた。

「それよりもワタクシは、聖なる説明を求めます」

「どんな説明だ？」

「えっと……本当にシャル姉さんなの？」

　シュンは席から立ち上がって聞いた。たぶん、みんな気になっていることだ。

「シュン……我が輩は悲しいぞ」

　シャルが、涙なみだをぬぐうようなそぶりを見せた。

「我が輩のことはシャル姉と呼べと言っているのに、なぜそう呼んではくれぬのだ」

「え、そっち!?」

「うむ。もっと親しみを込めて、シャル姉と呼ぶがよい」

「うん、シャル姉……あなたは本物の、シャル姉なの？」

「この姉の顔を忘れたか、シュン」

　いや、覚えている──シュンの記き憶おくにあるシャルの顔と声は、眼の前の少女と一いつ致ちする。

　だが、シャルはどう考えても十歳程度の少女にしか見えない。へたをしたらクロロよりも若く見えるだろう。

　シャルは姉妹の長女。すなわち、リースよりも年上である。その年齢は、今年二は十た歳ちを迎むかえたはずだ。シャルの今の外見は、シュンの記憶する十年も前の、シュンが幼いころに見たシャルの姿である。どう考えても外見の年齢がおかしい！　少なくとも、三年前にシャルと別れたとき、彼女は年相応の外見だったはずだ！

「どう考えてもおかしいよね？　なんでそんなに若いっていうか、見た目が子供なの！」

「若さとは、女が追求する永遠の夢である」

　シャルが、イスの上で腕うでを組んで答えた──同じことをクロロがやったら背せ伸のびしているな、と感じるが、シャルの場合は、見た目と不釣り合いな風格がただよっていた。

「最近アンチエイジングとかいう若返りエステを受けてな。ちょっと若返ったのだ」

「いや、おかしいよ！　若返りすぎだよ！　そもそもアンチエイジングって、老化を防ぐんであって、若返る技術じゃないよ！」

「細かいことを気にするな、シュン。だから汝は器うつわが小さいのだ」

「シャル姉はむしろ大きすぎるよ！」

　なんでそんな子供みたいな外見になって平然としているのだろうか？　というか、ソフィーたちは随ずい分ぶん大人しいけれど、気にならないのだろうか？

　と、そこで部屋に人が入ってきた。先ほどシャルの背後にいた二人、老人とノッポだ。

「注文の品を持ってきたぞい」

「うむ。我が輩はいらん。我が妹と弟にくれてやれ」

　シャルが指図すると、シュンたちの眼の前に料理ののった皿が並べられた。出されたのは、バゲットのサンドイッチだった。

「我が輩に遠えん慮りよせず、食べるがよい。なに、毒など入ってない」

　シャルが告げる。毒うんぬんは冗じよう談だんで言ったのだと思うが、誰も笑わなかった。そして誰も出されたサンドイッチを食べようとしない──いや、ただ一人、ルケだけはなんの躊躇ためらいもなく食べ出した。

「ちょっと、ルー姉さん」

「なんだよ。お前は食わねぇのか」

　モグモグ食べるルケ。この姉は、この異常な状じよう況きようが気にならないのだろうか？

「ま、シャルのやることは難しすぎて、アタシにはわからねぇ。悩なやむのなんてとっくの昔にやめたよ」

　と、ルケはいかにもマイペースなことを言っている──とりあえず、シュンはルケに自分の分の皿を差し出した。

「ボクの分も食べていいよ」

「おぉ、悪いな」

「私のもどうぞ」

「聖なる施ほどこしをさしあげます」

　ソフィーとリースもルケに差し出して、ルケは一人でモリモリ食べている。ある意味ルケが羨うらやましかった。シュンだって楽観的な性格だと自覚しているが、ルケには敵かなわない。

「シャル姉さん。いいですか？」

　と、次に口を開いたのはソフィーだ。シャルがチラリとソフィーを睨にらんだ。

「シャル姉と呼ぶがよい」

「シャル姉さん」

「シャル姉である」

「……………………シャル姉」

「なにかな？」

　すごい。あのソフィーがシャルの圧力に負けて、呼び方を変えた。さすがシャル。

「そちらのお二人はもしかして……」

　ソフィーがシャルの背後にいる二人を指す。ルケと戦った老人と、あまり目立たないノッポの人物だ。リースは老人のことをオルタと呼んでいたが……

「ふむ、紹しよう介かいしておくとしよう」

　シャルが合図をすると、二人の人物がシュンたちに向かって頭を下げた。

「こっちの老人はオルタ・ヴィエン・ノヴァ卿きよう。武神の異い名みようを持つ騎士だ。そしてもう一人はグレコ・ディ・ヴィアンコ卿。氷ひよう雪せつの騎士の異名を持つ騎士──二人は、最後の八大英えい雄ゆうだ」

　やっぱり──シュンも、その名前には聞き覚えがあった。

　オルタは明るい場所で見ると、頭ははげあがり、真っ白な口ひげを生やした老人。もう一人のグレコはオルタよりは若いだろうが、それでもかなりの年配の人物だった。灰はい褐かつ色しよくの髪に、シワの刻まれた顔。両腰ごしに湾わん曲きよくした剣けんをさしていた。

　八大英雄──三十年前の北方侵しん略りやく戦争、その戦いにおいて人類の勝利に最も貢こう献けんしたとされる八人の英雄たち。

「でも、あれ？　最後の八大英雄？」

「ふぉふぉふぉふぉ、ワッシらも見ての通りの老いぼれ。寄る年波には勝てず、今や二人しか残っておらんのじゃ」

　オルタがそんなことを言うが──シュンは、思い返した。

　シュンが知る八大英雄──剣聖ヴァントはシャン・ミュニ皇国で死亡。ペルデはシュン自らの手で倒たおした。カステルは、エシュヌの戦いで命を落としたはずだ。眼の前に二人いるが、まだ他にも英雄はいるはずである。

「八大英雄のうち、冥めい眼がんの騎士クルミエ卿、星せい海かいの騎士シッツァ卿の二人は、老ろう衰すいによってすでに死去しています」

　なるほど。三十年前に活かつ躍やくした騎士ならば、寿じゆ命みようが訪れても不自然ではない。

　しかし、眼の前の状況は明らかに不自然だった。

「八大英雄が、なんでシャル姉と一緒にいるの？」

「この二人は我が配下だ」

　シャルが、こともなげに言う。二人の英雄はわずかにうなずいて見せた──子供にしか見えないシャルに従う二人の老人というのは異様な光景だ。というか、八大英雄と呼ばれるほどの騎士ならば、プライドだって高いだろう。他人の言いなりになるのはおもしろくないはずだ。なのに二人は、シャルに従っても特に不満そうなそぶりがない。

「すでに気づいておろう──この二人は魔ま族ぞくだ」

　シャルが、あっさりと告げる──魔族？　この二人が？　二人はどこからどう見ても人間だった。だが、完全に人間に化けた魔族、ペルデの存在をシュンはすでに知っている。この二人も、ペルデと同じなのか？

「魔族の、擬ぎ態たい能力ですか」

「そういうことじゃ」

　と、オルタがうなずく。

「三十年前の戦争で人間も魔族も大勢死んだ──そのドサクサでワッシらは人間になりすまし、そのまま人間として生きてきたのじゃ」

「ワタシたちの場合、戦争が始まる前から人間社会にとけ込んでいましたがね」

　と、グレコも告げる。

「それだけではない──ベドリュス大帝國の人間は、大半が魔族だ。帝國は実質的に魔族の国家といってもよい」

　シャルが、驚おどろくべき事実をあっさりと告げる──いや、その情報を、シュンたちはすでにつかんでいた。西方に多数の魔族が潜せん伏ぷくしていることはわかっていたはずだ。だが、いざこうやって真相を知らされると、やはりショックだった。

「……シャル姉は、なんで帝國にいるの？」

「言わずとも、わかるはずであるがな」

　シャルが小さな腕を組んだ。

「我が輩はいは〈魔王コシユマル〉の娘むすめにして、その長姉。母の遺い志しを継つぐのは当然であろう？」

「母さんの、遺志って……」

「我が輩が当代の〈魔王コシユマル〉となりて、魔族を統すべる」

　シャルは両手を広げた。

「今の我が輩は、ベドリュス大帝國の軍部最高司令官──帝國は実質的に、我が輩が掌しよう握あくしている」

「そんな……帝國って大きな国でしょ？　いくらシャル姉でも、そんな簡単に……」

「そうだな。いかな我が輩といえど、帝國をのっとるのには苦労した──なにしろ三年もかかってしまったからな」

　こともなげに告げるシャル。だが長年のつきあいであるシュンたちには、その態度だけでわかった。シャルはウソをついていないと。シャルはただ、事実を告げているだけだ。

「魔族の社会は人間以上に実力主義であるからな。我が輩に逆らうものを全員処しよ刑けいしてやったら、残りは皆みな我わが輩に従うようになった」

「嬢じようちゃんの強引なやり方には困ったものじゃ」

「まったくですね」

　オルタとグレコが笑っているが、その内容は物ぶつ騒そうきわまりない。

「シャル姉は、これからどうするつもりなの？」

「言わずともわかろう──我が帝國がバーガント全土を統一する。それこそが、母の果たせなかった夢」

「そんなこと──そんなこと、絶対に認めることはできない！」

　シュンは反射的に立ち上がって叫さけんでいた。いつになく強い反発を見せたシュンに、姉妹たちが注目する。

「バーガントの統一って、結局は帝國がこのまま侵略戦争を続けるってことでしょ？　なんでそんなことをする必要があるのさ！　せっかく今は平和な時代が続いてるんだよ？　なのになんでまた、戦争をはじめるの？」

「なぜ、か。その理由は単純だ──できるからだ」

　シャルが答える。

「仮にだ、世界一足が速いと豪ごう語ごする男がいたとする。だがその男が人前で走ろうとしなかったらどうだ？　誰だれも男の言葉など信じないだろう。それと同じだ。我が輩には世界を征せいする力がある。だが、行動しなければそんな力はないも同然だ。だから我が輩は、世界を手中に納めねばならんのだ」

「そんな勝手な理り屈くつ、通らないよ！」

「シュン。なにをそんなに反発する」

　シャルが、ジッとシュンの眼をのぞき込んだ。その瞳ひとみは、シュンを見み透すかすようだった。

「汝なんじは確か望んでいたな──家族全員が再び集まって暮らすことのできる世界を。我が輩は、それを叶かなえてやろうというのだぞ」

「それは……」

「リース、ルー、ソフィー、そしてシュン」

　シャルは、室内にいる妹まい弟ていの顔を順番に見た。

「我が軍門に下くだれ。さすれば、汝らの望むものを与あたえよう」

「ボクらにも、帝國の手下になれって言うの？」

「父母が死んですでに三年──三年間、汝らには自由な時間を与えてやった。それだけ遊べば充分であろう。我が輩の下にくるがよい」

「……シャル姉は、ボクらが三年間、遊んでいたと言うの？」

「まさに子供の遊び、児じ戯ぎである」

　シャルが傲ごう岸がんに息を漏もらした。

「三年もあればもう少しまともな成果を出せると思ったのだがな。まだ誰だれ一人ひとりとして、国の一つすら手に入れていないではないか──遊びの時間は終わりだ。汝らはなにも心配せずとも、我が輩の采さい配はいに従って動けばよい。さすればほどなく、この世界は我ら姉妹弟きようだいの物となる」

「シャル姉は間ま違ちがっているよ！」

　シュンは思わず叫んでいた。

「力で全てを支配しようだなんて、そんな考え方は間違っている──だから母さんだって、結局は失敗したんじゃないか！」

「シュン──汝に母のなにがわかる？」

　ギロリ、シャルの眼まな差ざしに殺気がこもった。ビクリ、シュンの背筋が凍る。マズイ、ただ睨にらまれただけなのに、失神してしまいそうなほどの圧あつ迫ぱく感かん。この気配、子供のころ何度も味わった、姉妹の長女、シャルの実力……

「残念ですが、聖なるワタクシもシュ～たんに賛成します」

　静かに、リースが告げる。

「ワタクシは気づいたのです、聖なる信しん仰こう。そう──ワタクシにとって、シュ～たんこそが神なのです！」

　断言するリース──だが待って欲しい。リースがなにを言いたいのか、シュンにはさっぱりわからなかった。

「聖なるワタクシの身を捧ささげるにふさわしい相手、それこそが我が聖なる弟なのです」

「ふむ？　なるほどな」

　シャルが、重々しくうなずいた。おぉ、さすがリースの姉。今の会話で意味が通じたのか、とシュンは感心した。

「リース──汝の言うことは相変わらずわけがわからぬな」

　ダメだ。シャルもわかっていなかった。感心して損した──まぁ、リースは元々そういう人なので、今さら言ってもしかたないのだが。

「わけがわからないのはシャル姉さんのほうです」

　と、ソフィーが口を開く。

「そもそも姉さんは……」

「シャル姉と呼ぶがいい」

「……シャル姉のほうこそ、唐とう突とつすぎます！　三年間ほとんど音信不通だと思ったら、いきなり私たちの眼の前に現れて、魔族を率いて大陸を征服するなんて、三十年前の戦争を繰くり返すつもりですか！　その上私たちに仲間になれなんて、一方的すぎます！　それでうなずけるはずがないでしょう！　今の大陸に、そんな戦争を望む人がどれだけいると思っているのですか」

「これは必然なのだ」

　シャルが告げる。

「魔族と人類、この相あい容いれない種族を束ねるために、避さけて通れぬ儀ぎ式しきなのだ」

「そんなやり方は間違っています。私と兄さんは、自分たちのやり方で大陸を平和にしてみせます」

「そうだよ、シャル姉。現にボクらは今、そのためにみんなで動いているんだ！　シャル姉が相手でも、ボクらは負けない！」

「……で、あるか」

　鷹おう揚ようにうなずくシャル。

「残念であるが、汝らとの間には認識の差異があるようだ」

　気になることはいくらでもあった。シャルの子供じみた外見や、帝國の状じよう況きようなど──なにより、三年ぶりに再会した姉なのだ！　シュンも、再会したら話したいことがあった。

　けれどもうダメだ。少なくとも、今この場でこれ以上、シャルと話すことはない。

「シュ～たん。行きましょう」

　と、リースがうながす。シュンはうなずき、立ち上がった。ソフィーもリースも立つ。ルケは、残っていたサンドイッチを全部口に入れてから立ち上がった。

「残念ですが。聖なるワタクシたちとは相容いれないようなので、これで失礼いたします」

　リースが丁てい寧ねいに頭を下げ、シュンたちをつれて退出していく──だが。

「待つがよい」

　シャルが、呼び止める。

「このまま逃にげられると思ったか？」

　シャルから、冷たい殺気が噴ふき出る。

「それに、なにか勘かん違ちがいをしておらぬか？　我が輩が汝らに与えた選せん択たく肢しは二つ──大人しく我が輩に従うか、ムリヤリ従えられるか、二つに一つである。姉のよしみとして、前者を薦すすめておくがな」

「ルウウウウウウアアアアアアア!!」

　ルケが、絶ぜつ叫きようとともに眼の前のテーブルを持ち上げた。数十人が座れる巨きよ大だいなテーブルを片手で軽々頭上まで上げる。テーブルの上に載のっていた皿が床ゆかに落ちて砕くだける。

　ルケはそのまま躊ちゆう躇ちよなくシャルめがけてテーブルをぶん投げた。ルケの怪かい力りきにより、重いテーブルは剛ごう速そつ球きゆうのごとく、イスに座ったままのシャルへ飛来する。シャルは腕うでを組んで座ったまま、微び動どうだにしない。

　ゴッ、ガッ、バァァァァァンッ！

　テーブルが天てん井じようで爆散した──シュンの眼は、シャルの動きを捉とらえていた。

　シャルはイスに腰こし掛かけたまま、眼の前に接近したテーブルをその脚あしで蹴けり上げたのである。シャルの小さな脚で蹴られたテーブルはその瞬しゆん間かん、ほぼ垂直方向に跳はね上がり、一いつ瞬しゆん後には天井に激げき突とつ、そのあまりの勢いに、テーブルは粉々に砕け、木片が室内に飛び散ったのだった。

「あいかわらずの怪力であるな、ルー」

　シャルが、振ふり上げた脚をゆっくりと下に戻もどした。

「脚が少し痺しびれてしまった」

　平然とシャルが告げ、イスから立ち上がる。痺れた、などと言っているが、シャルがダメージを受けたとは思えない。

「へっ、ゴチャゴチャうるせぇんだよ、シャル姉あね者じや」

「我が輩はいのことは親しみを込めて、シャル姉と呼ぶがよい」

「そんなこと、どうだっていい」

　ルケが、獰どう猛もうに笑う。

「気にくわねぇなら力ずくでかかってこいよ。アタシが相手になってやるぜ」

「汝はやさしいな、ルー」

　シャルは、腕を組んでそんなことを言う。

「やさしい汝は、自ら盾たてになって我が輩の相手をすることで、シュンたちが逃げる時間を稼かせぐつもりであろう」

「へっ、知らねぇよ。アタシはただ、気にくわねぇ奴やつがいたら、それが姉者だろうとぶっ飛ばすだけだ」

　ボキボキ、指の骨をならすルケ。ルケはこのままここでシャルと一戦交える気だ──しかし、このまま戦っていいのか、という躊躇ためらいがシュンにはあった。

　それに──シャルの背後に控ひかえていた二人の英えい雄ゆう、オルタとグレコもまた、身構えていた。オルタの常識離ばなれした実力はすでに目まの当たりにしていた。彼らとも戦うとなると、今の状況は厳きびしい……

「汝らは手を出すな」

　と、シャルが配下の二人を手で制した。

「なんのことはない。これから始まる戦いはただの、どこにでもある、ありふれた姉妹きようだい喧げん嘩かにすぎぬのだ。手出し無用である」

「ふぉっふぉっふぉ、嬢じようちゃんの好きにしな」

「御ぎよ意いのまま」

　と、二人の英雄は手を出してはこないようだった。

「ルウウウウアアアアアア!!」

　と、ルケが雄お叫たけびをあげながらシャルへと飛びかかった。正面からの突とつ進しん。速い。一瞬で最高速度に到とう達たつしたルケの体は瞬時にシャルの目前まで距きよ離りを詰つめる。そのままルケは躊躇なく、シャルに殴なぐりかかった。

「左斜ななめ二十七度」

　つぶやいたシャルの体が、ひらりと軽やかに動く。瞬間、ルケの拳こぶしが、なにもない床に突つき刺ささった。床が砕け、建物全体が震しん動どうする。

「ルー。恐おそろしい怪力よな。そのパワーには、さすがの我が輩も敵わん──が、当たらなければ意味はない」

「ルウウウウウウウウウウ!!」

　続けざま、ルケがシャルに回し蹴りを放った。が──

「右上方四十三度」

　ルケが動くよりわずかに速く、シャルが回かい避ひする。ルケの脚が、空を切る。

「ルー。我が輩に蹴りを放つとは、いい度胸だ」

　攻こう撃げきを回避したシャルの体はルケのすぐ横にあった。

「汝に本物の蹴り技を教えてやろう──姉蹴撃シスター・キツク！」

　シャルの小さな脚が、ルケの胴どう体たいを捕らえた。ルケの体が砲ほう弾だんのごとく吹っ飛ばされる。部屋の壁かべを突き破やぶって、ルケの体が消えた。

「す、すごい……」

　思わずうめくシュン。あの強いルケが、あっさりダウンを奪うばわれてしまった──いや、ルケは無事だ。壁の向こうでガレキを押しのけて立ち上がるのが見えた。だが、ルケを相手に互ご角かくに戦っているだけでも、シャルのずば抜ぬけた実力がわかる。体が小さくなっても、その強さは圧あつ倒とう的だ。

「姉者！」

　そのルケが、リースに向かって叫さけぶ。リースはうなずいた。

「聖なる撤てつ退たいをします！」

　高らかに叫ぶとリースの杖つえが輝かがやき、シュンたちの眼の前に空間の裂さけ目ができた。来たときと同じ、ワープできる裂け目だ。ルケは最初から、逃げる時間を稼ぐためにシャルに勝負を挑いどんだのだ。

「速くなさい」

　リースが、珍めずらしく慌あわてた声を出している。それだけ余よ裕ゆうがないということか。シュンとしても逃げることには賛成だ。だが──

「我が輩からは逃げられぬぞ」

　シャルの小さな体がこちらへ突進してくる。その冷たい眼まな差ざしは、リースを捉えていた。狙ねらいは、リースの持つ杖だ。《滅神咒具エスカトロイ》を奪ってシュンたちを逃がさないつもりだ！

「ルウウウウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　だが、そのシャルに横手からルケが体当たりをしてきた。壁の向こうにいたはずなのに、一瞬で戻ってきたのだ。その超ちよう高こう速そくの突進は、さすがのシャルも避よけられない──

「右後方五十三度」

　いや、シャルは背後のルケを見ることなく、軽やかに跳ちよう躍やく、ルケの肩かたに手を置き、空中でルケを跳とび越こえた。だが、それこそがルケの狙いだ。

　リースの作り出した空間の裂け目に、ルケは突進の勢いのまま、つっこんでくる。このままだとシュンたちに激突する！　そう思ったシュンはとっさにリースとソフィーの腕を摑つかむと、裂け目の中に体を躍おどらせた。その直後、ルケも裂け目に飛び込んだ。

　視界が歪ゆがみ──気がついたときには出発した場所、シュンたちがエシュヌで借りている隠かくれ家がの部屋に戻ってきていた。

「あっ、シュン！　お前らいったいなにをやっていたのですか！」

　と、部屋にいたクロロが、戻ってきたシュンにつかみかかってきた。

「何回やっても端たん末まつの呼び出しにでねーし、居場所はわからねーしで、焦あせったのです！」

「ゴメンね、クロ。心配かけちゃった？」

「べ、別に心配なんてしてねーのです」

「クロロ……少し困ったことになりました」

　と、ソフィーが深刻な顔で告げる。ルケは、大きなケガはないようだが、上半身を上下させて荒あらく呼吸していた。リースは、そんな妹の汗あせをハンカチでぬぐっていた。

　シュンとソフィーはクロロに、シャルと会ったことを告げた。

「げげげげげ、シャルのやつ、どこに行ったかわからねーと思ったら、帝國の人間になってたのですか！」

　クロロもシャルの所在は知らなかったらしい。

「と、ゆーことは……うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　クロロがいきなり奇き声せいを発して頭をかきむしりはじめた。どうしたのだ？　こんな余裕のないクロロ、初めて見た。

「な、なにかあったの？」

「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　シャルのやろーにしてやられたのです!!」

　クロロがバンバン、と机を叩たたいた。

「帝國軍の動き！　あの情報、なんとなく不自然な感じがする情報だったのですけど、あれはあたくし様にわざと発見させて、シュンたちをおびき寄せるエサだったのです!!」

　確かに──シャルたちは、明らかに待ちかまえていた。なんであんなことができたか不思議だったが、ニセの情報でおびき寄せたのか──いや、帝國軍は実際にあの場所にいたわけだから、あながち完全なニセ情報というわけでもない。だからこそクロロも騙だまされたのだろう。

「端末の通信が急に伝わらなくなったのも、シャルのやろーが妨ぼう害がいしてたのです！　うがぁぁぁぁぁ!!」

　クロロが髪かみを振り乱みだして荒あれているのは、シャルに裏をかかれ、それにまんまと引っかかってしまったことが悔くやしいのだろう。

　でも──シュンは、はたと気づく。

　これはつまり、シャルは情報戦においてクロロの上をいったということになる。さらにシャルは、素手の格かく闘とうにおいてルケと互角に渡わたり合っていた。シュンとソフィーの二人がかりの攻撃もあっさりあしらっていた。シャルが優ゆう秀しゆうな姉であることはシュンだって知っていたが、あらためて見るとその実力は段だん違ちがいだった。

「とにかく、帝國が動いたのは全部シャル姉の命令だったんだよ！　シャル姉はこのままバーガント全部を征せい服ふくするつもりだって言っていた。どこまで本気かはわからないけれど……」

「全て本気です」

　リースが、静かに断言する。

「姉上はこんな冗じよう談だんを言いません。全部本気のはずです」

　シャルと一番つきあいの長いリースが言うのならば、おそらくそうなのだろう。

「シュ～たん、どうするのですか？」

「決まっているよ」

　シャルの目的を知った瞬しゆん間かんから、すでにその心はまっていた。

「シャル姉には賛同できない。あんな乱暴なやり方じゃ、世界は平和になるどころか、新たな争いの火種をばらまくだけだよ。それでもシャル姉がこのまま戦いを続ける気なら、ボクらのこの手でシャル姉を止める！」

「ですが、どうします？　シャル姉さんは、並なみ大たい抵ていの相手ではありませんよ」

　そんなことはシュンだってわかっている。一ひと癖くせも二癖もある個性派揃ぞろいのシュンの姉妹たちの中で、長女でみんなのまとめ役というシャルのすごさは身に染みてわかっていた。

　だがそれでも、シャルがシュンの姉だとしても、相手が間ま違ちがっているのなら従うことはできない！

「クロ──お願いがあるんだけど」

「う～、なんなのですか？」

　シャルの一件でショックを受けたクロロは、なんだか元気がない。けれど、今はそんなクロロを気づかってはいられない。彼女にしかできないことがあるのだ。

「ティンとアリア姉さんに連れん絡らくとれる？」

「う～……エシュヌからだと、アリアはともかく、ティンのいるシャンミュニ皇国は遠いのです。直接通信はムリだから、どっかの通信網もうをのっとらないと……」

「二人と話したいからできるだけ速くお願い」

「兄さん、なにをする気ですか？」

「平和が続く今のバーガント大陸で、侵しん略りやく戦争を引き起こした帝國は悪そのものだよ。だからその帝國に対たい抗こうするためには、みんなで力を合わせないとダメだと思うんだよね」

　シュンの脳内ですでに青写真はできていた。

「アリア姉さんのモレサンドや、ティンのシャンミュニ、それにクロのヴィジョン──これらの国とジュヴレーヌの間で同盟を結ぶんだ。もちろん帝國に対する軍事同盟を」

「兄さん……いくらなんでも、そんなに急にはムリですよ」

「ムリでもなんでもやるしかないよ。シャル姉は本気だし、帝國の動きは明らかに速い。明あ日すにはリュリシアさんも来るんだよね？　ならリュリシアさんにはボクから説明する。エシュヌの教皇さんも、会って説得をする。ボクらがやらなきゃこんな大規模な同盟なんて結べないよ。逆に言えば、ボクらならそれができるはずだ！」

「あたくし様は、ヴィジョンの中でもそんなに偉えらいワケじゃねーのです。そんな同盟の指さし図ずまではできねーのですよ」

「なんとかならないの、クロ？」

「しかたねーのです……国務長官のスキャンダルと、書記長の愛人問題をちょっとつついてやれば、ある程度の誘ゆう導どうはできるはずなのです」

　なんだかんだでクロロは優秀だった──というか、たいして偉いワケじゃないとか言いながら結局国をある程度自由に動かせるんだ。

「それで、兄さんは帝國と戦うつもりですか？」

「戦いたくはないけれど、このままなにもしなかったら多分全面戦争になる。それだけは避さけたいんだ」

　シュンは、部屋の中を歩きながら考えた。今現在、シュンの脳内ではあらゆる情報が駆かけめぐっている。シュンがこれまでジュヴレーヌで培つちかってきた知識と経験、姉妹それぞれの能力と権力、大陸間の情勢、それらの情報を総合的に組み立てていく。

「ボクらの国が軍事同盟を結べば、バーガント大陸の東部一帯はほぼその勢力圏けんに組み込まれるんだ。帝國だって、いくら大国といっても、まだ西部にある二つの国を制圧した段階。そんな状態でボクらの同盟と真っ正面からぶつかるのは危険だって、シャル姉ならすぐ気づくと思うんだよね。そう思ってくれればこっちのものだよ。シャル姉を交こう渉しようの場に引きずり出して、なんとか対話による解決を目指す。今ボクらにできる最さい善ぜん手しゆはこれだよ」

「シュ、シュン……」

　クロロが、なにやら眼を見開いてシュンを見つめていた。

「シュンが、初めてまともなことをしゃべっているのです！　天変地異の前まえ触ぶれなのです！」

　そんなに驚おどろくべきことだろうか？　いや、騎き士し学園の落ちこぼれと言われていたシュンが、こんな大陸中を巻き込むようなことを語るのはおかしいか。

　でも、今のシュンたちにならばそれができるはずだった。

「しかたねーのです。あたくし様が、久々に本気を出してやるのです」

　と、クロロはモニタの前に向き直る。

「アリアとティンを今すぐ叩き起こしてやるのです！」

「あ、それと、ついでだけど、シラーかヴィオあたりに連絡つかない？」

「なんでなのですか？」

「ちょっと気になって……」

　モニカの情報が全然伝わってこないのが気がかりだった。シラーからはメールの返信がなく、シュンも忙いそがしくてついそのことを後回しにしていた。

「シラーはどーせしゃべらねーのです。ヴィオをついでに呼び出しておくのです」

「うん、お願い」

「シュ～たん。素晴らしい考えです」

　と、リースがシュンに近づき、その手をつかんできた。

「やはりワタクシの聖なる見立てに狂くるいはなかった──あなたこそ、バーガントの新たな神となるにふさわしい存在なのです！」

「うん、なんだかよくわからないけど、ありがとう姉さん」

「ワタクシはあなたを支持しましょう。聖なるワタクシにできることならなんでも言ってください」

「姉さんは……えっと、なにができるかな？」

「シュ～たんに逆らう人がいたらすぐに教えてください。ワタクシがすぐさま、聖なる説得をして差し上げます」

「……聖なる説得って、なに？」

「なぁに、二、三発ぶん殴なぐれば、誰だれだって言うこときくようになるだろ」

　ルケが口をはさんでくるが、さすがにそんな方法は使えない。

「暴力はダメだよ、ルー姉さん！」

「大だい丈じよう夫ぶです、シュ～たん。ワタクシはそんな暴力など使いません。ただ、聖なる説得をするだけです」

　微笑ほほえむリース──なぜか、その笑顔が怖こわい。けれどリースには、その言葉だけでエシュヌを転てん覆ぷく寸前まで追い込んだカリスマ性があるのである。ある意味、最強の味方だ。

「……リース姉さん、いつまで兄さんの手を握にぎっているんですか！」

　と、なぜかソフィーがシュンとリースの間に割り込んできた。リースは、微笑みながら首をかしげる。

「いつまでもなにも、聖なるワタクシの気がすむまでです」

　シュンをつかむリースの手に、ぎゅっと力がこもる。姉の柔やわらかな手に包まれると、不思議と心が落ちついた……けど、ソフィーはなぜかシュンに反比例するように不ふ機き嫌げんそうになっていた。

「いい加減離はなれてください！」

「おや、聖なる嫉しつ妬とですか、ソフィー」

「えぇ、そうですがなにか」

　あれ？　ソフィーが開き直った？　よくわからないけれど、以前のソフィーだったらここでこんな簡単にうなずいたりはしなかったはずである。ソフィーはこれで、なかなかプライドの高い女の子なのだから。

「兄さん、もちろん私も兄さんを手伝わせていただきます。私たちの目標のために……」

　ソフィーが、夢見るような顔でつぶやく。目標って何だっけ、と一いつ瞬しゆん思ったが、そうだ、旅行に行くことだ、とすぐに思い出した。

「そうだね──みんな、リース姉さんルー姉さんクロ。この一件が終わったらみんなで旅行に行こうと思ってるんだ」

「え!?」

　そう言うと、なぜかソフィーが驚いたような顔になった。いったいなんで？　ソフィーにはこの前話したはずなのに……

「兄さん旅行って……一いつ緒しよに行く約束でしたよね？」

「うん。みんなで一緒に家族旅行に行こうって話だよ？」

「………………あぁ、そういうことですか」

　ソフィーがあからさまにがっかりした顔になった。あれ？　なんで？

「旅行って、どーゆーことなのですか？」

「言葉通りだよ。事件が片付いたら休みをもらって、みんなで家族旅行に行こうと思ってるんだ。もちろんここにはいないみんな、アリア姉さんやティン、モニカ姉さんたち、メルにそれにシャル姉も、みんなで一緒に旅行に行こうよ」

「あたくし様は忙しいのです。そんな遊び歩く余よ裕ゆうなんてねーのです」

　クロロが真っ先に答える。

「それはそうだけどさ、なんとか……」

「まぁ、シュンがそんなにどーしても、あたくし様に来て欲しいって泣いて頼たのむなら、行ってやってもいいのです！」

　と、答えるクロロはつーんとしているが、心持ちうきうきしているように見えた。

「えぇ、いい考えだと思います。聖なる静養は必要ですから」

　リースもうなずいてくれる。

「へっ、旅行なんてどうでもいいこと、あくびが出そうだぜ（意訳：楽しみすぎて眠ねむれなくなりそうだぜ。ひゃっはぁぁぁぁ）」
















　ルケはそっぽを向いているけれど、たぶんついてきてくれると思う。なんとなくそんな空気を感じる。

「…………」

　そしてソフィーだけはなぜか急に意い気き消しよう沈ちんしていた。本当にどうしたのだろう？

「ソフィー、どうしたの？　旅行、行きたくなかった？」

「行きたくなかったわけではないのですが……」

　あぁ、もしかしてソフィー、寂さびしがり屋モードになっちゃったかな、とシュンは兄のカンで察した。

「大丈夫だよ」

　ソフィーの耳元でささやくシュン。

「家族旅行にはみんなで行くけど……夜には二人で出歩こうか」

「いいのですか？」

「うん、ボクも、ソフィーとの時間は大切にしたいしね。それとも、二人きりはイヤ？」

「いいえ、むしろ大だい歓かん迎げいです！」

　よかった。ソフィーの元気が戻もどったようだ。シュンは胸をなで下ろした。

「じゃぁみんなそういうことで──新たな目標のためにも、帝國の野望は絶対打うち砕くだくよ！」

　シュンがそうやってまとめた瞬しゆん間かん。




「残念だったな。その夢は叶かなわぬ」




　声が、響ひびく。その声には聞き覚えがあった。だが──ありえない、シュンは思った。なぜこの声がここで聞こえるのだ。

　ドォォォォォンッ、なにかの衝しよう撃げき音。同時に、建物全体が揺ゆれた。地じ震しん？　かなり大きな震しん動どうだ。クロロが「ふぎゃっ、なのです！」とひっくりかえりかけたので、シュンは慌あわてて妹の体を支えてあげた。

「いったいなにが？」

　ドォォォォォォンッ、驚いている間にも、また同じ衝撃音が響く。そして──リースが、口元に手を当てた。

「そんな、空間に、ヒビが……」

　部屋の中央の空間に、亀き裂れつが入っていた。リースの空間破は砕さい？　いや、リースは今、《滅神咒具エスカトロイ》を使っていない。では、まさか……

　バァァァァンッ、ついに空間が砕けた。部屋の中央に小さな空間のゆがみが生み出され、その奥から人間の手が飛び出す──それは小さな人間の手だ。子供のように小さな腕うで、その手首から先の部分だけが、唐とう突とつに空間から突つき出たのだ。その想像を絶する光景は、文字通り恐きよう怖ふでしかない！

　手は、いったん空間の奥へと戻った。と、その空間のひずみの奥に、赤い瞳ひとみが現れる。赤く輝かがやく眼まな差ざしが、硬こう直ちよくするシュンたちを見つめている。嗚あ呼あ、その眼はまさか……

「まだわからぬのか──姉からは、逃にげられぬと」

「その声……シャル姉!?」

「空間を飛び越こえた程度で、我わが輩はいから逃げられるとでも？　我が輩も舐なめられたものであるな！」

　空間の裂さけ目の向こうにいるシャルの眼が、鋭するどくなった。

「ふむ、そこにクロもいるか。ちょうどいい。汝なんじら全員、一いち網もう打だ尽じんにしてくれよう！」

　空間の裂け目の端はしを、シャルがつかんだ。シャルの小さな指が裂け目の両りよう端たんをつかみ、そのままメキメキと、力任せに裂け目を押し広げる。

「空間をこじ開けている？　そんなこと、できるはずが……」

「我が輩を誰だと思っている？　汝らの姉だぞ！　なにゆえ、汝らにできることが我が輩にできぬ道理がある！」

「全員どきなさいっ！」

　と、室内のリースが叫さけび、前に出た。その手には《至タ聖ン空プ杖ル》が握られている。その杖つえの先を、シャルの手がつかむ空間へと向けた。

「このまま強制的に空間を閉じます」

「無む駄だであるよ、リース──汝が今まで、我が輩に勝てたことが一度でもあったか！」

　ベキッ、バキッ、ゴキッ──何かが砕ける音が響き、空間の裂け目が、徐じよ々じよに広がっていく。リースは額に汗あせを浮うかべて《滅神咒具エスカトロイ》を使っているのに、シャルの力はそれを上回っているのか！

「アタシにまかせなっ！　力比べなら負けねぇぞ！」

　ルケが叫び、シャルの手につかみかかる、だが──ルケの腕は、空をつかんだ。

「無駄だ、ルー。今の汝では、空間を越えた場所にいる我が輩をつかむことはできぬ──いかな汝の怪かい力りきも、相手に触ふれられねば宝の持ち腐ぐされよ！」

「なん、だって!?」

　ルケが、悔くやしげに自分の手を見た。

「兄さん！」

「なにしてやがるのです！　さっさと逃げるのです！」

　と、クロロはすでに部屋の出口に移動していた。ソフィーも、シュンの手をつかむ。だが──

「ボクは逃げない！」

「ですが……」

「ここで逃げたって、このままじゃすぐシャル姉に追いつかれるよ！　ならここで食い止めないと！」

　シュンは、前に出た。空間をこじ開けようとするシャルと、それを閉じようとするリース。リースは必死に《滅神咒具エスカトロイ》を操あやつっているが、今はわずかにシャルの方が上らしく、裂け目は広がる一方だった。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》!!」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭部を、黄金の兜かぶとが包み込む。シュンはそのまま、リースのつかむ《至タ聖ン空プ杖ル》をわしづかみにした。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！　ボクの力を全部リース姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》に回して！　フルパワーで！」

【　輪廻機関アンフイニの起動には、〈神覇融合インモルテル〉モードへの移行が必ひつ須すです。　】

「なら〈神覇融合インモルテル〉を使って！」

【　〈神覇融合インモルテル〉はマスター登録者の肉体に負担をかけます。　】

【　すでにかなりの負荷が蓄ちく積せきされています。　】

「そんなことはどうだっていい！　いいから今すぐやって！」

【　……了りよう承しようしました。〈神覇融合インモルテル〉モード、起動。　】

　《凱旋門兜ドウリオンフ》の形が変化し、シュンの体の中を大量の〈魔ス元ク素レ〉が駆かけめぐっていく……その〈魔ス元ク素レ〉が、シュンの腕を伝ってリースの《至タ聖ン空プ杖ル》へと流れ込んだ。

「空間を、閉へい鎖さして！」

　シュンの眼の前で、裂け目の拡大が停止した。だが、すでに裂け目は、子供ならば通れるくらいの大きさになっていた──そして、シャルの体は子供同然だ！

　裂け目をのりこえ、シャルが飛び出してきた。シュンが手を貸すのが一歩遅おそかったのだ。

「残念だったな、シュン！」

「まだだよっ！　リース姉さん、後は頼んだ！」

　叫び、シュンはリースの《至タ聖ン空プ杖ル》から手を離はなした。そして裂け目から現れたシャルの体に手を伸ばす。シャルもまたシュンに向かって手を伸のばし、互たがいの両手がぶつかり、互いの手のひらをがっしりとつかみ合った。

「シャル姉──このまま、帰って！　ボクらは、シャル姉には負けない！」

「我が輩に逆らうか、シュン」

　リースの赤い瞳が、至し近きん距きよ離りからシュンを見上げてきた。

「誰だれよりも家族を求めていたのは汝であろう。なぜ我が輩を拒こばむ？」

「確かに、ボクは家族が欲しかった、家族になりたかった、ボクの孤こ独どくを埋うめてくれる家族を求めていた──けれど、そんなもの、ボクは生まれたときからずっと持っていた！　愚おろかなボクがそれに気づいていなかっただけなんだ！」

　シャルの体を、裂け目の奥へと押おし戻すシュン。

「シャル姉だって、ボクの家族だ！　今でもその気持ちは変わらない。けれど──今のシャル姉は間ま違ちがっている！　だからボクは自分の正しいと思うことをするし、シャル姉ならいつかボクが正しいとわかってくれるって、信じている！」

「そうか、シュン。汝も、多少は生長したようだな」

　シャルの眼が、スッと細まった。

「では最後に一つ教えてやろう、シュン──正しいのは汝ではない。我が輩だ！」

　ゴキッ──シュンの手で、鈍にぶい音が響く。同時に激痛。シャルの小さな手が、シュンの手を握にぎりつぶすほどの握あく力りよくを発揮したのだ。シュンは声にならない悲鳴を上げた。

「我が輩は姉妹の長ちよう姉し！　もっとも強く、もっとも優すぐれた存在。なれば、我が輩が全てを征せいするは、もはや運命を通り越して必然である！」

　シャルの小さな腕が、シュンの体を押しのけ、空間の裂け目からはい出てきた。

【　警告。　】

【　被ひ害がい甚じん大だい。靭じん帯たい損傷、左第二及および右第二第三中手骨骨折。　】

「わかっている！　痛覚を遮しや断だんして！」

【　了りよう解かいしました。　】

　手の痛みが消える。少し楽になった。だが、シュンの両手をつかむシャルの圧力は、止まらない！

「案ずるな、シュン。我が輩の下に、全ての妹たちを従える。シュン、汝の望む家族も、再びそろうのだ」

「シャル姉は、間違っている！」

　歯を食いしばり、両足を踏ふん張ばって叫ぶシュン。

「シャル姉は確かに強い、確かにすごい、確かにえらい！　けれど、正しくはない！　ボクらは家族なんだよ！　誰かを従えるとか、誰かを征するとか、そんなことは超ちよう越えつした関係なんだ！　ボクもシャル姉も、家族の中ではただの一人の人間なんだよ！」

「姉に逆らうか、シュン！」

「逆らってない、むしろ、シャル姉が家族に逆らっているんだよ！」

「なにを手間取ってるんだ、シュン!!」

　背後から、圧力。シュンの背中を、ルケのたくましい手がしっかりと支えていてくれた。

「ボクの背中には、ルー姉さんがいる！　ボクの眼の前にはシャル姉がいる！」

「汝は、なにを言っているのだ？」

「それと同じだよ！　歳が上か下かなんて、前にいるか後ろにいるかの違ちがいとなにもかわらない！　そんなこと、家族の中では関係ないんだ！　ボクらは家族なんだ！　シャル姉が一番のお姉さんであることは知っている。シャル姉の言うことならボクは何だって聞くし、なんだってする。でも──シャル姉が明らかに間違っている場合は、それを正しく直してあげるのが、ボクたちの役目なんだ!!」

「ルウウウウウウアアアアアアアアアア！」

　ルケが、シュンの背中を満身の力を込めて押してくれた。シュンとルケ、二人がかりのパワーには、さすがのシャルも敵わなかった。シャルの小さな体が、空間の裂け目の奥へと押し戻もどされていく。
















「……よかろう」

　空間の向こうから、シャルの声が響ひびく。

「今日のところは退ひくとしよう──だが忘れるな。我が輩は全てを手に入れる。汝らがあくまで刃は向むかうならば、再度教えてやろう。誰が汝らの姉であるのかという事実をな！」

「そんなこと知っているよ」

　シュンは、つぶやく。自然、眼から涙なみだがこぼれた。シュンは悲しみとともに、空間の向こうに見えるシャルの顔に微笑ほほえんだ。

「昔からずっと、そして今から先もずっと、シャル姉はボクらのお姉さんだよ」

「閉鎖します！」

　シュンがシャルの体を押し戻したあと、リースが叫んだ。そのとたん、こじ開けられた空間が修復され、完全に閉じてしまった。

「うかつでした。ワタクシの生み出した聖なる空間の裂け目をこじ開けられるなんて──姉上でも二度とこれないよう、今度は厳重に封ふう印いんしておきます」

　リースは《滅神咒具エスカトロイ》になおも力を込めていた。どうやら、シャルがいきなりこの部屋にやってくる、ということはもう起きないようだ。

「……なんとか、終わったね」

　フッと、シュンの頭部をおおう《凱旋門兜ドウリオンフ》が消えた。とたんに両手がズキズキ痛み出す。

　自分の手を見ると、シャルの小さな指の跡あとがクッキリと残っていた。そういえば、骨が折れているんだったか。病院に行かないと。

「リース姉さん、ルー姉さん、ソフィー、クロ──改めて決めたよ」

　シュンは、室内にいる己の家族に向かって告げた。

「……シャル姉を助けるためには、シャル姉を倒たおさないといけない！　だからボクはシャル姉が相手でも、絶対に負けない！」







　　　終章　開戦と暗殺と絶望







「ふむ──シュンのやつ、思ったよりもやる」

　静かにつぶやくのはシュンたちの姉、シャル姉こと、シャルドネである。

　シャルはコキコキと、自分の手の骨をならした。たった今、空間の向こうでシュンと握りあった手は、少し痺しびれていた。その手のひらには、シュンの手の熱さがまだ残っている。

「嬢じようちゃんらしくないのぉ」

　と、オルタがシャルに声をかける。

「嬢ちゃんならあの程度の連中、それこそ一ひねりじゃろうて」

「……勘かん違ちがいしないでもらおうか、オルタ。我わが輩はいは、なにも妹弟きようだいたちを、皆みな殺ごろしにしたいわけではない。あくまで我が輩の下に従えたいだけだ」

　子供そのものな外見のシャル。だがその顔に浮うかぶ表情は、子供には不ふ釣つり合いな、大人びたものだった。

　と、部屋の隅すみでわずかに身じろぐ人ひと影かげがあった。オルタでも、グレコでもない、全く別の人物──シャルは、その相手に向かって声をかけた。

「汝なんじもわかったであろう、メル」

　メガネをかけた白衣姿の少女──シャルの妹の一人、メルであった。

「シュンやリースたちでは、我が輩には勝てぬ。今の戦いを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう」

「そのようデスね」

　うなずくメル。その顔は、無感かん慨がいだった。

「その点汝は、他の姉たちより少し賢かしこいようだ。いち早く我が軍門に下くだったのだからな」

「……シャル姉。あたしが姉上に協力するのは、犠ぎ牲せいを増やさないためデス。そこを忘れてもらっては困るデス」

　メルは、まじめな眼まな差ざしで姉を見つめた。

「……死んでさえいなければ、兄上たちがどんなに傷ついても、あたしの力で治なおすことができるデス」

「わかっている。我が輩も、別段シュンたちを殺す気はない。多少のしつけは必要であろうがな」

「……シャル姉。あたしは、戦いは嫌きらいデス。それが姉妹同士の戦いなら、なおさらデス──シャル姉がこのまま無用な戦いをはじめるなら、あたしはすぐ兄上たちの味方になるデスよ！」

「そうか、メル。我が可愛い妹よ」

　シャルが、メルのアゴをつかんだ。子供のような外見のシャルは、いまやメルよりも年下に見える──が、メルをつかむその指の力は、恐おそろしいものだった。

「あまりナマイキを言うでない、メル」

　シャルの赤い眼差しが、メルをのぞき込んでくる。

「死ななければ、どんな傷も治すことができるか──では、汝の両りよう腕うでをねじ切ってしまったら、果たして汝はそれを治ち療りようできるのかな？」

「そ、れ、は……」

　ミシッ、骨が、きしむ。子供にしか見えないシャルの指が、メルの顔面に食い込む。

「メル。忘れるな。我が輩は、汝の姉であるぞ」

「ヒッ……」

　メルが、息をのむ。シャルの腕が、メルの顔を強引にひきよせた。メルの眼から、涙なみだがこぼれ落ちる。

「恐ろしいか、メル」

「そ、んなこと……」

　メルの声は震ふるえていた。シャルは、眼の前までひきよせたメルの顔、その妹の頰ほおに顔を寄せると、やさしく口づけをした。

「かわいそうに、なにをそんなに怯おびえておる？　汝の姉は寛かん大だいだ。恐ろしいものがあるのならば我が輩に言うがよい。すぐさま、そいつをひねり殺してくれる」

「シャル姉……」

　チロリ、シャルは、メルの形のいい耳みみ朶たぶを小さな舌でなめた。ビクッと、メルの体がシャルの手の中で痙けい攣れんするように震える。

「汝もシュンも、我が輩を勘違いしておる。我が輩ほど妹弟想いな姉はおらぬのだぞ──妹弟のために、世界の全てを手に入れてやろうというのだ。そんな姉は我が輩以外におるまいて」

　メルは震えながらガクガクと、シャルの手の中で何度もうなずいてみせた。

「それでいいのだ、メル──それで、首しゆ尾びはどうなっておる？」

「……三年かけて、大陸中を旅してきたデス。大陸中の病院で、全ての患かん者じやから体組織の一部を採取して保管するシステムを作ったデス。魔ま導どうネットを介かいしてその情報は、あたしのところに集められるデス。あとはその情報を解かい析せきすれば──」

「人間に紛まぎれたバルドスを完全に見分けることができるわけだな。素晴らしいぞ、メル。我が輩は、優ゆう秀しゆうな妹を持って誇ほこらしいのである」

　シャルが、笑みをこぼす。それはどこまでも傲ごう岸がんで、この世の全ては自分のためにあると確信した笑みだった。

「全ての準備は整った──バーガントはまもなく戦乱に包まれる。そうなったときは頼たのむぞ、オルタ卿きよう、グレコ卿」

「ふぉっふぉっふぉ、任せておけ」

「えぇ、そのために我々はあなたに従っているのですから」

　シャルは、最後に低くつぶやいた。

「シュンらもやがて気づくであろう──自分たちが誰だれの手のひらの上にいるのかという事実にな」







「それにしても……ひどい有様ですね」

　と、つぶやくのはソフィーである。その言葉通り、室内は荒あれ果はてていた。

　シャルが空間を突つき破やぶってこちらに侵しん入にゆうしようとしたのは、わずか数分程度の攻こう防ぼうだった。だがそのわずかな時間の間に室内は台風でも吹ふき荒れたかのような有様となった。

「いちおうこの部屋は借り物なのですが……」

「ま、そこのところはあたくし様がうまくごまかしておくのです」

　と、クロロが端たん末まつを操作する。

「別にこの建物が壊こわれた訳じゃねーのですから、多少多めに金を払はらっておけば大おお家やは大人しくなるのです」

「ならいいのですが……」

　シュンは、ひっくり返ったクローゼットの上に腰こしを下ろし、ふぅ、と息を吐はいた。なんだか、シャルがいなくなったとたん、疲つかれがどっと出てきた。手の痛みは先ほどからどんどん強くなって、全身から脂あぶら汗あせが噴き出てきた──病院に行かないといけないけれど、今は疲れた。一休みしたい……

「兄さん、どうしたのですか？　顔色が……」

「ん？　どうかした？」

「……失礼します」

　ソフィーが、シュンの額に手を当ててきた。ひやりとした妹の手が気持ちいい……

「ひどい熱じゃないですか！　大だい丈じよう夫ぶですか、兄さん！」

「あぁ、大丈夫だよ……ちょっと、フラフラするだけで……」

「シュ～たん。嗚あ呼あ、なんということでしょう。聖なる弟がまさか病やまいに冒おかされるとは……」

「大げさだよ、リース姉さん」

　みんな、なにをそんなに大おお騒さわぎしているのだろうか、大げさだな。シュンは、ちょっとだけムリをして立ち上がった。少し目め眩まいがするが、そこまで騒さわぐほどではない。

　ケホッ、咳せきが出た。口元を手で押さえるが、その手がズキズキ痛む──あぁ、これははやく病院に行かないと、明日あしたからの仕事に差し支つかえそうだ……

　ピロリロリ～ン──シュンの胸で、端末が音をならした。この音は確か、メールの着信音。誰だろう……端末をとろうとするが、手がひどく痛む。骨が折れているのだからしかたないが、これでは端末も操作できない。

「えっと……クロ、いい？」

「なんなのですか？」

「ごめん、ボクの胸の端末、取り出してくれない？　手が痛んで……」

「その程度のこと、いちいちあたくし様に頼たよるな、なのです！」

　クロロはブツブツ文句を言いながらも、シュンに近づいてきた。シュンが体を折り曲げると、クロロが小さな手で胸ポケットの中を探って端末を取り出してくれた。

「悪いんだけど、今きたメール、誰からか教えて」

「パスワードは──ってパスワードがねーのです！　セキュリティ甘すぎなのです！」

　なぜかクロロに怒おこられた。なぜ怒られたのか、よくわからないけど。

　クロロはシュンの端末の中身を見て、ぎょっとした。

「相手がシラー？　あいつしゃべれたのですか!?」

「シラーなの！」

　思わず大声を出すシュン。クロロは、ビクリと体を震わせる。

「そ、そうみたいなのです」

「見せて、その中身を、今すぐ！」

「わ、わかったのです」

　シラーとヴィオは、ずっとモニカのそばにいる。もしモニカになにか変化があれば、それに真っ先に気づくのはあの二人である。シュンは、もしかしたら、と期待した。

「これなのです」

　クロロが端末の画面をシュンに向けてくれた。シュンは画面をのぞき込む。そこには、短いメールが表示されていた。




『あにあに

　………………………………………………………………

　………………………ゴメンだぴょん。サヨナラぴょん』




「なん、なの、これ……シラー、どういうことなの？」

　思わずつぶやくシュン。シラーはいったい、なにを伝えようとしているのか、さっぱりだった。

「これがシラーのメールなのですか？　シュン、どういう意味……」

　と、そこでクロロの顔色が変わった。シュンを見つめ、青ざめた顔をしている。

「シュン、お前いったい、どうしたのですか！」

「え？　なにが？」

「だって……」

　バタンッ、そこで入り口の扉とびらが勢いよく開かれた。そこからアンジュが息せき切って飛び込んでくる。

「シュナブランさん、ソフィー卿いますか！　って、なんなのですか、この部屋は！」

　アンジュは入るやいなや、荒れ果てた部屋の様子に驚きよう愕がくする。

「アンジュ卿？　どうなさいましたか、こんな時間に」

　ソフィーが応対すると、そうでした、とアンジュが呼吸を荒あらくしたままうなずく。なにやら、せっぱ詰つまった様子だった。

「先ほどリリィ様からの通信があったのですが──ジュヴレーヌ本国にいたあなた方の姉、モニカが行方ゆくえをくらませたそうです！」

「本当ですか！」

「はい、妹さんたち、ヴィオニエ卿、シラー卿、二人も一いつ緒しよにいなくなったそうです──争った形けい跡せきがないので、自ら姿を消したのかと」

「そんな……どうしてこんなタイミングで」

「そしてもう一つ──とんでもない事件が起きました。こちらの方が大問題です」

「まだなにかあるのですか？　まさか帝てい國こくが？」

「帝國と、関係あるかもしれません」

　アンジュが、落ちついて聞いてください、と前置きをしてから告げる。




「先ほど、教皇猊げい下かのご遺体が発見されました」




「まさか！」

「わたしも冗じよう談だんだったらいいと思いましたが事実です──エシュヌ側は大混乱ですし、こちらも全てのメンバーを緊きん急きゆう召集しています。あなた方もすぐにきて……」

「どういうことなの、アンジュさん」

　シュンは、思わず声を大きくした。アンジュが、ぎょっとした顔になる。

「ボク、教皇さんとは昨日会ったばかりだよ！　あんなに元気そうだったのに!?」

「その……言いにくい話ですが、教皇猊下の死は、他殺だったようです」

「いったい誰が！」

「それは、現在調査中です……その、それよりも、シュナブランさん？　あなた、いったいどうしたのですか？」

「ボクのことなんてどうでもいいよ！　それよりも！」

「兄さん、いったい……」

「シュン、落ちつけなのです！」

　なぜか、アンジュやソフィー、クロロ、シュンの周りにいる者が皆、青ざめた顔をしている。いったいみんな、どうしたというのだろう。あぁ、それにさっきから手はズキズキ痛むし、頭はクラクラする。体調はよくないけれど、こんなに事件が立て続けに起こっては休むヒマもない──

「とにかく、すぐに行かないと……」

「シュン、お前絶対変なのです！」

　と、出て行こうとするシュンの手をクロロがつかんだ。ズキリ、手が痛む。でも気のせいか、多少、痛みが弱まったような……

「お前、鏡で自分の顔を見やがれ、なのです！」

　クロロが、自分の魔導端末をシュンの顔に向けてつきだした。端末のカメラ機能が鏡となって、シュンの顔を画面に映し出す。

　えっ、とシュンは思わずつぶやいた──最初、人形の顔かと思った。

　画面に映し出されたシュンの顔──その顔色は土つち気け色に変色していて、とても生きている人間の顔色とは思えなかった。

「なんで、こんな……ケホッ」

　咳が出た。手で押さえる──そういえば、いつのまにか手の痛みが消えている。いや、違ちがう。これは、手の感覚が、麻ま痺ひしている？

　自分の手のひらを見て、違い和わ感かんをおぼえる──手のひらには、ドス黒い血がベッタリついていた。なんで……

　ふと気づくと、口の中いっぱいに鉄の味が広がっていた──そう、か。この血は、自分で吐き出したのか……

　体から、力が抜ぬける。何でこんなときに？　シュンにはまだやらなければいけないことがあるのに、こんなところで休んでいるヒマなんてないのに、なのに何でこんなところで倒たおれないといけないのか……そんなことを考えながら、シュンは、どう、と床ゆかの上に倒れた。

　誰だれかの悲鳴が聞こえる。誰の声だろう。耳も、よく聞こえない……

　でもなぜだろう、こんなときに、シュンの脳のう裏りをよぎる言葉があった。

　誰かが教えてくれた言葉だ。

　ここではない場所、遠い遠い場所にいる誰かに教えてもらった……誰だっけ？　それももうよく思い出せない。




『〈神覇融合インモルテル〉モードを起動すれば、勝てるでしょう。ただしその代だい償しようとして、あなたの寿じゆ命みようが削けずられます』




　そして──シュンの意識は完全に闇やみに沈しずんだ。







　大陸暦七百九十五年、八の月──エシュヌ教国において、教皇カルミナ二世が暗殺された。

　この情報は翌日には大陸中を駆かけめぐることになった。

　その権勢は衰おとろえたとはいえ、コロネティア世せ遺い教きようという宗教の頂点に立つ人物の死は、世界情勢に少なくない影えい響きよう力を持っていたからだ。

　それと同時に──一いつ般ぱんには公開されない、ある極秘情報が、アンジュたちジュヴレーヌの関係者に伝えられた。

　教皇の死と同時に、教皇が所有していたはずの『ファムアテルの果実』が紛ふん失しつしたのである。




　そしてこの事件は、後にバーガント世界大戦と呼ばれる戦いの幕開けでもあった。








（了）









　　　あとがき







　みなさんこんにちは、八街やちまた歩あゆむです。

　バーガント反はん英えい雄ゆう譚たんも六巻となりました。

『西方編（仮）』もいよいよ事態が大きくなり、物語も佳か境きようへと迫せまっております。

　この話をここまで続けることができたのも、読者の皆みな様さまの応おう援えんのおかげです。

　本当にありがとうございます。




　六巻の内容についてですが……

　作中において、とあるお姉様が宗教に対して過激な意見を述べていますが、これは全て彼女個人の見解です。八街自身の意見とは全く関係ありません。くれぐれも勘かん違ちがいしないでください。

　宗教関係はあんまり細かく書くといろいろ問題があるので、作中に出てくる宗教は全て空想です。なにかモデルとか、原形とか、そういったものは一切存在しませんので深読みしないでください。だから八街を宗教裁判にかけようとしないでください。八街の家は由ゆい緒しよ正ただしい仏教徒です。




　話は変わりますが、家を新築して新生活が始まりました。

　その関係で家具など色々な物が必要になり、最近は家電量りよう販はん店てんによく行きます。

　今まであまりそういった店に行く機会が少なかったのですが、週末などに行くと福引きなどのイベントをやっているのですね。一定金額の買い物をすると一回できますよ、という形の。

　どうせたいしたものは当たらないだろ、みたいにひねくれた考えの八街。でも買い物をしたら福引き券がもらえたので、やるだけやってみるかとやってみました。

　そうしたら枕まくらカバーが当たりました。

　なんでも、触さわると冷たい感かん触しよくの素材でできたカバーで、夏場に使うと快適ですよ、と言われました。

　せっかくもらったので夏の夜に使ってみたのですが──ちょー暑くて寝ね汗あせまみれになって夜中に目が覚めました。

　全然効果ないよ、このカバー。体感的にもまったく涼すずしくない。こんなことならいっそ、カバーに可愛い女の子のイラストが印刷されている奴やつの方がまだ実用性がある！　いえ、そんな人生ハードモードな枕カバーはとても家族と一いつ緒しよに暮らしている身では使用する気がおきませんが……福引きで萌もえキャラの枕カバーとか当たっても、知らないキャラや好きでないキャラだったらそれこそ実用性皆かい無むだし、難しいか。むしろ自分の好きなキャラだったとしても、福引きでタダで配られていたら微び妙みような気分……

　まぁともかく、やはり福引きなんて大したものは当たらないな、と八街は思いました。

　でもしばらくして、また買い物に行って福引き券をもらいました。

　正直もはや福引きには期待していなかったので、もう無視して帰ろうかなとも思ったのですが、一緒に行った家族がタダならやろうと言うので、こりずにまた福引きをしました。

　そうしたら三等賞でした。枕カバーが二等だったので、ますます期待できないな、と思いながらもらったのは、しゃもじでした。

　そう、炊すい飯はん器きからご飯をよそうしゃもじです。そのしゃもじの柄えの部分に錘おもりが入っていて、テーブルの上に立てておける自立するしゃもじでした。

　そんなしゃもじがあるなんて知らなかった八街。試しに使ってみたらこれは便利。今まで使用中のしゃもじは炊飯器の中に入れていたのですが、それだとしゃもじが熱くなって持ちにくい。その悩なやみが一気に解消されたと言えます。

　久しぶりに目から鱗うろこが落ちた気分でした。全然期待していなかった福引きも、いいものだってあるじゃないか、と感動しました。

　というか、ネットで検けん索さくしたらこのしゃもじ、一個数百円程度で売っている品物でした。安い感動だな！　むしろ感動のバーゲンセールだよ！　八街が無知なだけだったと思いますが、でもたった数百円の品でこんなに感動したのは久しぶりの経験でした。

　なにが言いたいかというと、この経験を生かして八街も安くて感動できる物語をこれからも作っていきたいと決意を新たにしました。




　イラストの珈琲コーヒー猫ねこ様。毎度毎度美び麗れいなイラストをありがとうございます。今巻のイラストは後書きを書いている段階ではまだ見ていませんが、期待しています。

　担当のＡ氏。いつもご迷めい惑わくをおかけしています。六巻の執しつ筆ぴつ作業が特にトラブルもなく進むことができましたのも氏のおかげです。ありがとうございます。というか、トラブルがなかったおかげで後書きに書くネタがありませんでした。残念！　いえ、トラブルを望んでいるわけではありません。けど人生にはスパイスも必要だという話です、はい。ネタがなければ後書き三ページでいいよ～、とやさしい言葉をかけていただきましたが、ネタさえいただければ後書きなんて十ページでも書けますよ……ごめんなさい、なら書けとか言わないでください。本当はいっぱいいっぱいです。

　それ以外にも、この本の出版に関わった全ての人たちに最大限の感謝を。




　それではまた次巻でお会いしましょう。


八街 歩




















































































バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん６




歪ゆがんだ神しん話わと叛はん逆ぎやく聖せい女じよ




〈ファンタジア文ぶん庫こ電でん子し応おう援えん店てん限げん定てい版ばん〉







八街やちまた 歩あゆむ
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